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はじめに Prefaee

カラマツは本州および北海道に早くより造林されてきたが，近時成長の速い林木の造

林が提唱されるようJこ怠ρてから，そ'1のぬ長が越し育;苗が容易i1で，;種子の生産量も多く，

過湿ならざる限り，比較的に地位を選ばない乙となどの理由で，日本冷温帯造林界の重要

な樹種の一つになった。 また欧州冷温帯，特i乙海洋性気候地域(広義)ではある程度の造

林を見，スエーデン南部，デンτpク， ドイ Lツ北部芯tまでもかなり研究されている。日本

はその特産地でありながら，まだ植物群落学的研究は散文的であった。乙の数年来著者ら

は時流も考えに入れて，群落解析を行なってきた。すなわち， カラマツ分布の中心地(長 L 

野，山梨，群馬，栃木各県)の山岳地帯に群落学的調査を進め， これを総括したのであ

る。なお，参考のため世界のカラマツ属の種類と分布を概説した。

本研究を草するに当り，援助を与えられた林野庁，;・前橋，長野両営林局，および所管営

林審各位，ならびに山梨県林業試験場，栃木県林務部，群馬県林務課に深甚な謝意を表し，

またi本研究に助力された小滝武夫，南間 栄，横溝伝男，横溝康志，辻井達一，和孝雄

の諸氏に深謝する次第である。なお本論文公刊に際し，配慮を与えられた北大教授有井延

雄，谷口信一両博士に心からの謝意を表する。
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1・ カラマツ属の種類と分布

Species and Distribution of Larix 

舘腕l 操 i・伊藤浩司 τA官 ;WA悶， M. & K. 1叩

1. カラマツ属 Lorix 

属の特徴: カラマツ属はマツ科中はっきりとした属である。 近縁の属とは 1)落葉

するとと， 2)長短2種類の校を生ずること， 3)雄花は短校上に単生するとと， 4)花粉粒

に気のうを欠く乙と，および 5)種子はその年に成熟する乙となどで分けられる (PILGER

1鈍6)1>。もっとも落葉するものには Pseudolarixや Met:asequoiaがあるが，よれらは種

子成熟時に萄鱗が落ちるので全く異なり，また同様に雄花が短枝上に単生する Cerdusは

落葉しないので区別出来る p

世界におけるカラマツ属の種類は 10種 (PILGER1926; 0訂 ENFELD1928-1930; 

PILGER und MELCHIOR 1954; REHDER 1960)-15種(中井 1938)[乙れら種類数の差は

分類学者の意見の相違]あり， 1961年 DYLISは東亜のカラマツ属に新分類を試みている

が，これは後述する。カラマツ属は北半球の冷温帯から亜寒帯にわたって生ずる。東半球

ではヒマラヤ，アルプスから北に分布して樹木限界に達する種類もあり，西半球では北米

に3-4種産し，わが国にはカラマツただ 1種を産するのみである。

2. 世界における種類と分布

Species and Distribution of Lorix in tbe W orld 

世界におけるカラマツの分類および分布の研究中，異論もあるけれど，最も要を得て

いるのはデンマ戸クの O訂問団LDと SYRACH-LARSEN幻の研究であろう。全世界のカラ

1) PILGER， R.: Pinaceae. ENGL. Naturl. Pfi.-fam. 2 Aufi. Bd. 13. 311-312; 326-329. (1926) 
2) . OSTENFELD， C. H. and SYRACH・LARSEN，C.: Larix. Pfianzenareale， Reihe I1. 59-63. K. 

62-64. (1928-1930) 
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ぐら

第1図 世界におけるカラマツ属の分布 [OSTENFELDand SYRACH-LARSEN 
(1930)および LAVRENKOand SOTCHA V (1954)より改写]

Fig. 1. Distribution of Larix in the world [After OSTENFELD and 
SYRACH-LARSEN (1930)， and LA VRENKO and SOTCHAV (19臼)]

De : Larix decidua S : L. Sukaczewii Si : L. sibirica 
D: L. dahurica K: L. kamtschatica L : L. leρtolepis 
0: L. olgensis Ok: L. olgensis var. koreana 
P: L. Principis-Rupprechtii・ W: L. wulingshanensis 

マツを 10種とし， 各種類について文献;分類記載;分布を詳細に記し， 各種類の種果，

各種類の分布域を伴って，比較的明確な解明をしている。まず世界のカラマツ属をあたる

には，乙の論文を引用しなければなるまい。本篇には OSTENFELDと SYRA四 -L組 S到の

研究を主軸とし，最後にあげる文献を参照しつつ，種類を記してみよう。

1. Larix dahurica TuRCZ.， ex TRAlITV. Pl. Imag. Descrip. Pl. Russ. III. Fasc. 7. t; 
82. 48. (1846) 

Syn. Larix dahurica TuRcz. in Bull. Soc. Mosc. 101. (1838) nom. nud.-L. dahurica 

var. japonica WIUDN-L. kamtschatica CARR.-L. dahurica var. kamtschatica 

MIYABE et Ku∞-L. dahurica var. kurilensis SARG.-L. Gmelinii LEDEB.， ex G侃 D.

ぜar.dahurica 

グイマツ，シコタンマツ;興安落葉松(劉)

Dahurican Larch; Dahurische Laerche. 

[分布] シベリア東部，カムチヤツカ，中国東北区(興安嶺)，樺太，南千島

var. koreana NAKAI 

チョウセンカラマツ;大果黄花落葉松，朝鮮落葉松

[分布] 満州東部，朝鮮北部

も
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form. viridis WILSON 

アオミノチョウセンカラマツ

I分布] 朝鮮東北部

var. olgensis (A. HENR¥') 

Syn. Larix olgensis A. HENRY-L. Gmelinii var. olgensis OSTENFELD et 

SYRACH・LARSEN

マンシュウカラマツ;黄花落葉松，黄花松，長白落葉松，満落葉松

[分布] 沿海州，東満，朝鮮北部

form. viridis (NAKAI) 

Syn. L. olgensis f. viridis NAKAI in Chosen-Sanrin-Kaiho No. 165. 31. (1938) 

アオミノマンシュウカラマツ

[分布] 満州

var. Principis-Rupprechtii REHDER et WILSON 

守 Syn.Larix Princ伊s・RupprechtiilV仏.YR-L. Gmelinii LEDEB. var. 

Principis-Rupprechtii PILGER-L. Gmelinii GORD. var. PrinciPis-Rupprchtii 

OSTENFELD et SYRACH-LARSEN 

ホクシカラマツ;東北落葉松(陳)，落葉松(劉)

PRINCE RUPPRECHT's Larch; PRINZ RUPPRECHTS-Laerche. 

[分布] 華北(山西省，河北省)

[備考] ここでは広い意味の種として，L. dahuricaを取り扱った。

2. Larix decidua MILLER， Gard. Dict. ed. 8. Nr. 1. (1768) 

Syn. Larix europaea DC.-L. Larix KARSTEN 

欧州カラマツ，ヨーロッパカラマツ

European Larch， Common Larch， Larch; Europaeische Laerche， Laerche 

[分布] 主として欧州中部の山岳地方(中欧のアルプス)

3. Larix Gri伍thianaCARR.， Trait. Conif. 278. (1855) 

Syn. Larix Griffithii ]. D. H∞KER et THOM:回N

ヒマラヤカラマツ，シッキムカラマツ

Sikkim Larch， Himalayan Larch; Sikkim-Laerche 

5 

[分布] カラマツ属としては最南部に分布する。 中国南西部(雲南)，ヒマラヤ東部

(シッキム，ネパーJレ東部)の山地 (2500-4500m) 

4. Larix laricina K. KOCH， Dendr. 2 : 263. (1873) 

Syn. Larix americana MICHX.-L. decidua var. amer・icanaHENK. et HOCHST.-
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L. microcaゆaD回F.

アメリカカラマツ

American Larch， Tamarack， Eastern Larch， Hackmatack， Black Larch， Red 

Larch; Ostamerikanische Laerche 

[分布] 北米北部(ペンシJレグァニア北部， ミネソタ中部からカナダ， アラスカ東

南部)

var. alaskensis RAup 

Syn. Larix alaskensis WIGHT 

アラスカカラマツ

Alaska Larch 

[分布] アラスカ(R.KuskokurinからR.Yukon， R. Tanama流域)(Cookinlet 

から Yukon河)。分布は比較的限られている。

なお，北米産カラマツ属に関しては，次の文献によるのが便利であろう。とれらの文

献は Larixlaricina (eastern larch)， L. Lyallii (alpine larch)， L. occidentalis (wesl:ern 

larch)を種名としている。

第2図 北アメリカ産のカラマツ属の分布[吉田氏 (1961)によるー
MUNNS (1938)および VITE(1957)より改写せるもの]

Fig. 2. Distribution of Larix in North America [modified by 
YOSHIDA (19tH) after MUNNS (1938) and VITE (1957)] 

品。

認S

内
a 

品向
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なお，アメリカのカラマツ属に関しでも，色々な分類的の意見はあるが，ここでは

MUNNSと VITEの図を改訂した分布域を示しておく。

MUNNS， E. N.: The distribution of important forest trees of the United States. 

U.S. Dept. Agr. Misc. Publ. No.287. 176. (1938) 

ROE， E. I.: Silvical characteristics of Tamarack， Larix laricina (DUROI) K. KOCH 

Lake St. For. Exp. St. Pap. No. 52. (1957) 

VITE， J. P.: Zur Kenntnis der westamerikanischen Larche， Larix occidentalis 

NlITTALL in Forst-Wiss. Centralb. 76. 277-284. (1957) 

吉田静夫: 北アメリカ産のカラマツ(抄訳). 北方林業， 13-12. 20-24. (1961) 

5. Larix leptolepis GoR以)N，Pinet. 128. (1858) 

カラマツ，フジマツ，ラクヨウショウ

Japanese Larch; Japanische Laerche， Duennschuppige Laerche 

[備考] 後章を参照。

6. Larix Lyallii PARLATORE in Enum. Sem. Hort. Reg. Mus. Flor. (1863) ; in Journ. 

Bot. 1 : B. 35. (1863) ; in Gard. Chron. 916. (1863) 

タカネラクヨウショウ

Alpine Larch， Mountain Larch， LYALL's Larch; Filzige Laerche， Felsen Laerche. 

[分布] 北米西部 (Alberta，Haaler， Cascade， Bitterroot， Northern Rocky Moun-

tains， British Columbia， Washington)の山地 (2000-3000m) 

7. Larix Mastersiana REHDER et WIU回Nin SARGENT， Pl. Wilson. 2: 19. (1914) 

シセンカラマツ;四川紅杉

MASTER's Larch，恥1ASTERS.Laerche.

[分布] 中国西南部(四川西部)

8. Larix occidentalis NUTTALL， N. Americ. Silv. 3: 143， t. 120. (1849) 

Syn. Larix americana brevifolia CARR. 

セイブカラマツ

Western Lacrh， Western Tamarack; Westamerikanische Laerche. 

[分布] 北米西部 (BritishColumbiaより Montana東部， Oregonまで， およそ

北緯400_500) の山地 (600-2300m) 

9. Larix Potaninii BATAL町 inActa Hort. Petrop. 13 : 385. (1894) 

Syn. Larix chinensis BEISSNER-L. thibetica FRANCHET 

トウカラマツ;紅杉，波氏落葉松(静生物研究所)

Chinese Larch; Chinesische Laerche， PoTANINS.Laerche. 



8 北海道大学農学部演習林研究報告第24巻第1号

[分布] 中国西南部(快活，甘粛，四川，雲南)の山地 (2300-3350m) 

10. Larix sibirica LEDEぽ】OR，Fl. Alt. .( : 204. (1833) 

Syn Larix decidua MILL. var. sibirica REGEL-L. euroρaea DC. var. sibirica LouD.-

L. rossica HENK et HOCHST.-L. decidua MILL. var. rossica HENK. et HOCHST. 

シペリアカラマツ;西比利亜落葉松

Siberian Larch; Sibirische Laerche. 

[分布] 欧州北東部，シベリア西部

雑種

Larix x eurokurilensis ROHMEDER et DIMPFELMEIER=L. decidua x L. dahurica. 

Larix x eurolePis HENRY=L. l，ψtol，ψis9xL.deαfdua=L. Henryana REHDER 
Larix x Marschlinsii COAZ;=L. l，φtolepis x L. sibirica. Traner-Laerche 
Larix x Czekanowskii SZAFER=L. dahurica x L. sibirica 

Larix x ochotensis B. KOLESN.=L. kurilensis x L. dahurica=L. Lubarskii SUKATCHEV 
Larix x pendula SALISB.=L. decidua x L. laricina 

なお，以上から分布系を見ると，つぎのように分類される[但し( )内は変種]。

a. ヒマラヤ・華南系: ヒマラヤカラマツ，シセンカラマツ， トウカラマツ。

b. 東亜系: ダフリアカラマツ(グイマツ，チョウセンカラマツ，マンシュウカラマ

ツ，ホクシカラマツ)。

c. 日本系: カラマツ

d. シペリア系: シベリアカラマツ。

e. 欧州系: ヨーロッパカラマツ。

f. :!t米系: アメリカカラマツ(アラスカカラマツ)， セイブカラマツ， タカネカラ

マツ。

3. 東亜北部のカラマツ属

Lαrix of Northern Part of E. Asia 

i.分類 Classification

以上カラマツ属の中で，世界で最も難解を極めているのが，日本の固有種カラマツを

除いた東亜北部の 1群である。すなわち，その中心の種類がダフリアカラマツよ.arix

dahuricaと，その類縁の一群ということになる。わが国では学名として LarixGmelinii 

が使われるが，乙の学名には問題があるようで，著者らはここでは，ダフリアカラマツに

は Larixdahuricaを用いる。

さて，これら問題になるのが，わが国で取扱われてきたダフリアカラマツを主軸とし

マンシュウカラマツ，ホクシカラマツ，グイマツなどである。そしてそれぞれが種類なの

内

ミd



カラマツ林の群落学的研究(舘脇・伊藤・遠山) 9 

か，変種なのか，それから学界でこれまでどう研究されてきたかという問題である。また

との groupに亜種 (subspecies)の概念を持ちこんだ人は少ないが， そのうちにこ乙らあ

たりの問題も当然起きて来るであろう。 またムレイカラマツ Larixωulingshanensisは

果して種類かどうかという問題もとれに伴ってまだ判然と結論が出ていない。

ここにまず分類学者の主な見解を紹介しておこう。

1930年 Prof.OSTENFELDりは，ダフリアカラマツ群の樹種を LarixGmelinii 1種に

総括して， それに 2変種， マンシュウカラマツ (var.olgnesis)とホクシカラマツ (var.

Principis-Rupprechtiのを認めた。

1934年 Prof.KOMAROV2)は，ダフリアカラマツ Larixdahurica， グイマツ Larix

kamtschatica，マンシュウカラマツ Larixolgensisの3種を独立種として認めた。 KOMA-

ROVはソ連領のカラマツ属を取り扱ったので，その分類意図から考えると，ホクシカラマ

ツは LarixPrincipis-Rupprechtiiとなるかもしれない。

1938年中井博士町は，ダフリアカラマツを LarixGmeliniiとし，マン、ンュウカラマツ

Larix olgensis， ホクシカラマツ LarixPrinc争is-Rupprechtii， グイマツ Larixkam-

第 3図 グイマツ近縁の諸種 (竹内原図)

a-eダフリヤカラマツ
(Larix dahurica) 

a 毛主果(左:湿潤状態

右:乾燥状態)
b. 種鱗， c. 哲鱗
d.e.種子
f-i ホクシカラ 7 ツ
(Larix Princltis-
Rupprechtii) 

f. 逮果， g.種鱗
h. 沓鱗 i.種子
k-q "7ンシウカラマツ
(Larix olgensis) 
強果(上・乾燥状態，
:下湿潤状態)
強果

ffi. 種鱗(背面)

n. 種鱗(内面)
o. 萄鱗
p-q.種子
r-uテウセンカラマツ
(Larix o~耳目印，s
var. koreana) 

r 建果 s. 種鱗
t 萄鱗 u. 種子
v-yカラマツ (La門tx
leptolepis) 

v. 建果(乾燥)，w.種鱗
x. 萄鱗， y.種子

働
V
絹
馴
幽
糟
V

織
ゆ

M
A

畿勢
s 

Fig. 3. Closely related species to Larix dahurica 
(T AKENOUCHI) 

1) OSTENFELD， C. H. and SYRACH-LARSEN， C.: ibid. 7. (1930) 
2) KOMAROV， V. L.: Larix. FI. URSS. 1: 153-159. (1934) 
3) 中井猛之進. 満鮮に自生する松柏類の種類並びIC其の分布の状態(予報)3. 朝鮮山林会報 No.165.
26-32. (1938) 
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tschaticaをそれぞれ種類として認め， チョウセンカラマツはマンシュウカラマツの変種

とし，Larix olgensis var. mandshuricaとした。

1941年竹内博士叫は，中井博士の説に同調し，その満洲における分布と種果を図解

(第3図)した。

1961年 DYLIS5) は，“東部シペリアと極東のカラマツ"の分布図において，亜種およ

び雑種としてダフリアカラマツ Larixdahurica ssp. dahurica， カヤンデ Jレカラマツ

Larix dahurica ssp. Cajanderi，ノ号イカルカラマツ Larixx Czekanowskii， グイマツ

Larix kurilensis ssp. kurilensis， カムチャッカカラマツ Larixkurilensis 55p. glabra， 

オホーツクカラマツ Larixxochotensis (Larix kurilensisx L. dahurica)， オJレガカラマ

ツ Larixolgnensis (われわれの用いてきたマンシュウカラマツにはあたらない)， Larix 

olgensis x L. dahuricα，ダッタンカラマツ Larixmaritima， Larix maritima x L. dahu-

rica， アム~)レカラマツ Larixx amurensis， Larix x Lubarskii (Larix olgensis x L. Prin-

cipis-Rupprechtii) (大部分われわれの用いているマンシュウカラマツ)の分布域を示し

Tこ。

ii. DYLlSの分類と分布* Classification and Distribution by DYLlS 

DYLIS (1961)は，“シベリア東部と極東のカラマツ"に彼の分類と分布を詳細に記与し

た。この著は該地方のカラマツ属に関し，最も豊富な資料によって自然的な形質に基づき

分類を樹立したものと考察される。 後日異論も出るであろうが，ここに DYLlSのシペリ

ア東部および極東産カラマツ属に関する見解を抄録してみよう。

DYIおによると，シベリア東部および極東産のカラマツ 6種はi欠のような節および列

に属している。

1. Circle (節)**Extremiorientalis 

A. Series (系)Kaempferiae 

Larix leptolePis， L. maritima， L. kurilensis. 

B. Series (系)Dahuriciformes 

L. dahurica， L. Principis-Rupprechtii. 

II. Circle (節)Circumpolaris 

A. Series (系)Olgen5iformes 

4) 竹内 亮: 満州国lζ産する針葉樹の種類と其の分布(予報).実験林時報 3:277-282. (1941) 

5) DYLIS， N. V.: Larix of Eastern Siberia and the Far East. f. 66. (1961) 
* DYLIS， N. V.: ibid. 181-203. (1961) 
本章に関しては北大農学部里中型一博士， 文学部松井茂雄氏I己負う所が大きい。 記して感謝の意を

表する。

料 “Circle"をここでは仮IC“節"としておく。

' 

4 
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L. olgensis. 

そして DYLISは彼の種類その他について，次のような索引を与えた。

シペリア東部および極東産カラマツ検索表

A. 若校は明色，パラ色を帯びず。

B. 短枝の芽は密に帯白色長毛あるいは短毛に固まれて外部に露出せず。

C. 謹果の種鱗は外捲せず。

D. 壇果は小形，長さ 1--2(-2.5) cm。種鱗は少数， 15--25個。

E. 種鱗は無毛または粉状微小毛を有す。 ………………L. dahurica TuRCZ. 

F. 果時種鱗は 200__500に聞き，幅広く，広卵形または腎形。

L. dahurica ssp. dahurica DYLIS 

FF. 果時種鱗は 500--90。に開き，多くは狭卵形。

L. dahurica ssp. Cajanderi DYLIS 

EE. 種鱗は淡赤褐色の毛を有す。(形態の一つ) ………L. x Czekanowskii Sz. 

DD. 趨果は大形，長さ 2--4cm。種鱗は多数， 20--45個。

. L. Principis-Rupprechtii恥1AYR

α. 種鱗は外捲す。(形質中の一つ)…………………………L.x Czekanowskii Sz. 

BB. 短枝の芽は無毛にして裸出。

c. 若枝は全く無毛。極果の種鱗は直生，帯赤褐色の毛を有せず。

L. x Lubarskii SUK. 

α. 若校は帯赤褐色の毛を散生。極果の種鱗は匙形，帯赤褐色の細毛を生ず。

L. olgensis HENRY 

AA. 若枝は暗鮮明パラ色，帯青灰紅色，紅紫色から栗褐色または褐色~黒色を呈する。

B. 短枝上の芽は無毛にして裸出。

c. 種鱗は匙形，頂部内曲す。

D. 種鱗と若枝は帯赤褐色の細毛にておおわる。

E. 鱗種と若枝の毛は著し。 ………………………………L. olgensis HENRY 

EE. 種鱗と若枝の毛は著しからず。 ……L. olgensis var. Komarovii DYLIS 

DD. 種鱗と若校は無毛，あるいは有毛にしても帯赤褐色ならず。

E. 盤果は大，長さ 2.5--3.5cm，卵形。 …………………L. x Lubarskii SUK. 

EE. 強果は小，長さ1.5--2.5cm，球形または楕円形。

. L. x amurensis KOLESN. 

α. 種鱗は扇平，頂部外捲せざるか，または外捲す。

D. ~果は大，長さ 2.5--4cm。
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E. 種鱗は外捲せず。

F. 若枝は著しくパラ色または帯赤色。種鱗は帯赤色~褐色，無毛。

L. maritima SUK. 

FF. ;6'校は淡色~淡黄褐色~帯ノイラ色。種鱗は淡褐色あるいは黄土色にして

帯赤色を呈せず，時に粉状徴毛を有す。 ……・…L.x Lubarskii SUK. 

EE. 種鱗は辺縁外捲す。

F. 極鱗は著しく外捲，粉状に微毛を有するか，あるいは無毛。

. L. leptolepis GoRD. 

FF. 種鱗は少しく外捲。

G. 種鱗と若校は帯赤褐色細毛あり 0 ・……・・………L.olgensis H凹 RY

GG. 種鱗と若校は無毛，あるいは帯白色を呈する微粉状細毛あり。

-……L. x Lubarskii SUK. 

DD. 毛主果は小， 1-2 (-2.5) cm。

E. 萄鱗の長さは種鱗の長さの 3/4-5/6。

F. 葉は短かく長さ約1cm，下面著しく灰青色。 若枝は灰青色，有毛，種

果は著しく小，長さ 1-1.5cm。

L. kurilensis MA YR ssp. kurilensis 

FF. 葉は長さ約1.5-2.5cm，緑色。若枝は通例無毛。極果は大きく長さ

1.5-2.5 cmc ………・・・……・・・……… L. kurilensis ssp. glabra DYLIS 

EE. 萄鱗は短かく，長さ種鱗の 1/2またはこれより少し大。

. L. X amurensis KOLESN. 

BB. 短枝の芽は帯白紙毛におおわれ，外裸出せざるか，あるいは紙毛が芽の周辺部の

みにあって襟状に芽を囲む。

c. 誼果の種鱗は狭卵形。琶鱗は長さ種鱗の 3/4-5/60

. L. X ochotensis KOLESN. 

α. 趨果の種鱗は幅広く，円状広卵形。萄鱗は長さ種鱗の 1/3-1/20

. L. X amurensis KOLESN. 

1. Circle Extremiorientalis B. KOLESN. (excl. Larix ochotensis B. KOLESN. et 
L. Lubasskii・SUK.)

A. Series Kaempferiae SUK. Lesnoe delo， 1924 emend. DYLIS， incl. Series 
Pacificae B. KOLESN.， Materialji po istorii florji. 1946. (excl. 
Larix ochotensis). 

前年の校条はパラ色，紅色または紅~紫色。短校の芽は無毛。種鱗は頂部裁形にして

外反するか又は，外反せず，直立。

' 

ぬ-
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第4図 シベリア東部および極東におけるカラマツ属の分布 (DYLIS1961による)

Fig. 4. Distribution of Larix in the eastern Siberia and the Far East (after DYLIS 1961) 

1. Larix ぬhuricassp. dahurica 2. L. dahurica ssp. Cajanderi 
3. L. x Czekano叩skii(L. dahuricaxsibirica) 
4. L. kurilensis ssp. kurilensis 5. L. kurilensis ssp. glabra 
6. L. kurilensis x dahurica (L. x ochotensis) 
7. L. olgensis .8. L. olgensisxdahurica 
9. L. maritima 10. L. maritima x dahurica 
11. L. Xamurensis 12. L. xLubarskii 
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1. Larix leptolepis GoRDペThe Pinetum …・・・ (1858) 

Syn. Larix leptol，φs MURR. (non GoRD.) (1871""'1872)-L. Kaempferi SARG. 
ー(1925)L. japonica CARR. (1855) 

樹齢100年にして樹高32m，直径50-60cmに達す。樹冠は概して広円錐形を呈し，

太き校は水平または少しく上向す。樹皮は肥厚せず，赤味を帯びた灰褐色，浅裂。若繊弱

樹皮は平滑，帯茶褐色。葉は長さ 3-3.5cm，幅0.5-0.6mm，上面青緑色，下面白色を識

ぷ，下表皮の発達は中位，または弱，横断面における細胞数は 55-96。電果は帯円状楕円

形または楕円形，長さ 2-3.5(-4) cm，鱗片は 30-45個。成熟時種鱗は 500_ω。に開き，
広卵形，頂部および辺縁部は反捲，帯黄褐色，無毛または細軟毛密生。萄鱗は著しく温か

く不顕著。種子は明褐色，長さ 3-4mm。種子翼は長さ 12mmに達す。l(削個の種子重

量は 3.5-4.5g。

主要分布域 日本本州中央部，大体北緯 350_380 に分布する。海抜16∞-2400
(-2800m)に及ぶ山地斜面に生ずる。

2. Larix maritima SUK. Trudji po lesnomu khozjaistvu i lesn. prom.， 
Vjip. 10. (1931) 

Syn. Larix dahurica var. maritima KOMAR. (1934) 

樹高20-25mに達す。樹冠は若い樹ではピラミツド形を呈し，太枝は水平。樹皮は

平滑，帯赤褐色。 葉は長さ 2.5-3.5cm，上面暗緑色，下面青灰色，下表皮の発達は顕著

で，横断面における細胞数は 60-70，時に 100-120個。趨果は長さ(1.5-)2.0-3.0 cm， 

楕円形，鱗片は 400_500に聞く。種鱗は 25-40(-50)個，直立，楕円形，広卵形あるい

は卵形，円頭~徴凹頭，全縁または微細歯あり，暗褐色または帯青褐色，若く新鮮なるも

のにては青味を帯び蝋状の薄層あり，細線あり，全く無毛にして光沢を有す。萄鱗は長く

長さ種鱗の 3/5司 5/6，顕著，暗青色にして，先端長尖端となる。 種子は長さ約4mm，帯

褐肉佳色。種子翼は種子より少し短かし。

本種は最も研究の遅れているソ連邦産カラマツの一つであって，局部的分布域をもっ

ているにすぎない。

主要分布域 ダッタン海峡沿岸(西岸)。

備 考 オボ Jレ河流域やへフツイ~}レスキイ森林コ Jレホ戸ズで採集した諸標本は."

本種に酷似しているが， ほとんど目立たぬ萄鱗をもっている (No.428と433では種鱗の

長さの約1/2)とと， 若枝は著しく軟毛で被われている (No.428)こと， 若い paraphysis

の色素含量は，一層少くかっ鱗葉背面の隆起が一層著しいなどの点で， 沿海州の Laバz

maritimaと少し異っているので， これらの諸標本は典型的 L.maritimaとはみなさず，

* 種類その他の植物分類群!(関する文献はすべて DYLISの原著によった。

品、ι

4 
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それと Larixdahuricaとの雑種と考えた。

3. Larix kurilensis Mayr， Monogr. d. Abiet. Jap. Reich. 66. Taf. V. f. 15. (1890)*， 
(inc1. pro parte L. ochotensis B. KOLESN. et L. Middendorffii B. KOLESN. 

Syn. L. kamtschatka KOMAR. (1934) p.p.-L. dahurica var. japonica MAXIM. 
RGL. (1871)-L. dahurica TuRcz. var. pubωcens PATSCHKE (1913)-L. Gmelini var. 
apud japonica PILGER (1926) 

樹高25m，稀に 30mに達し，樹幹は径60--80cmに及ぶ。樹冠は広卵形，枝は水平

に生ず。前年の枝条は青灰色の薄層を有し，帯褐紅色あるいは濃いパラ色あるいは帯白パ

ラ色，密または疎の褐色軟毛にて被わる。短校上の芽は無毛または赤褐色細毛を有す。葉

は長さ 1--25cm， しばしば鎌状に湾曲，上面暗緑色，下面蒼白緑色。 葉の下表皮の細胞

数は著しく多く，横断面において 90-100個またはそれ以上， 供試標本にては最高 158，

最小54個。強果は球形または広卵形，稀に卵形，長さ 1-2cm。鱗は片10--250 種鱗の

開出角度は (400_)500_8000 種鱗は通常広卵形，稀に卵形，円形または腎臓形あるはい

不整形 (f.sachalinensis SZAFER)， 長さ (0.4--)0.9--1.0cm，幅0.5--0.9cm，僅かに外反

あるいは外捲せず，頂部は円頭，裁形または徴凹状，無毛，稀に脊面微細軟毛あり。萄燐

は顕著，種鱗の長さの 3/4。種子は褐色，長さ 2-3.5mm， 1，000個の重量2.5-4.0g。種

子翼は長さ 0.4-0.9mm，種子より濃色。

主要分布域 南千島，樺太，オホーツク海沿岸，中部カムチヤツカ。西限地帯は恐

らくタウィスク湾およびアヤン附近より西に出る乙とはないであろう。

.本種は典型的沿海性のカラマツで，適潤地または湿地に生ずる。低地の平原，海岸

台地および河岸台地，緩傾斜の山裾， 丘陵などに生育し，余り高山には生じない。 高度

3∞--4∞mの地までのぼる。凍結しない沼沢化した土壌や， 泥炭地には広く分布し， そ
の他砂地，火山灰地，岩礁地にも見られる。

本種は更に 2つの亜種に分つことができる。これらのうち一つは南方系で千島~樺太

のもの，今一つは北方系でオホーツク~カムチヤツカのものである。

ssp. kurilensis DYLIS， 1. c. 185. (1961) 

葉は短かく，長さ約1cm。前年の枝条はパラ色あるいは紅色， 大部分密に短毛を生

ず。毛主果は小，長さ約1-1.5cm。

産 地 千島: シコタン島(キレトン~ノトロ間)，エトロフ島(ヒトカップ湾)

樺太: ホlレムスクス附近レイブノフスク地区リュチ附近， アレクサ

ンドロフスク附近…-・。

分布域 南千島(シコタン島，エトロフ島)，樺太。

事 DYLISIまMAYRの著者の出版年代を1880年としている。
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[註] 南樺太産のグイマツで，雌花鱗片が淡緑色をなし， 盤果の種鱗が緑色または

遂に黄褐色を呈し，種子，種子翼が共に黄褐色をなすアオミノグイマツがある。乙の学名

は，Larix dahurica TuRcz. form. chlorocarpa MIYABE et MIYAKE (non SCHRODER)， 

F1. Sagha1. 600. (1915)-L. dahurica TuRCZ. var. japoni，ωMAXIM. form. ochrocaゆa

WILSON， TAX. & Conif. Jap. 34. (1916)-L. dahurica TuRCZ. form. ochrocarpa MIYA・

BE et Ku∞， F1. Hokkaido & Sagha1. 1: 71. (1930)である。宮部・三宅は S口mODER

の学名を引用したが， WILSONは乙れは樺太産のものでないもの，即ち，大陸産であろう

ものにつけた名と考えて，新名を下したものである。ただし乙れが後に述べる Larixda-

hurica Ssp. dahurica form. chloroca~仰と考える(舘脇)。

SSp. glabra DYLIS， 1. c. 186. (1961) 

葉は長く，長さ1.5--25cm。前年の校条は帯白パラ色，大部分無毛。謹果は長さ

1.5-2 cm。

分布域 カムチヤツカ，樺太北部(オヒンスク区シュミット半島ヌイグロフ附近，

オハ・エリ附近，ノビリ河中流)，オホーツク海沿岸(シャンタル半島~タウイスク湾)。

本亜穫はカムチャッカやオホーツク海沿岸に多く生育しているが，後者では，本亜種

を L.dahuricaと L.kurilensisとの雑種から区別することは現在困難であると考えられ

る。

B. Series Dahuriciformes B. Ko印刷.(exc1. Larix Lubarskii SUK.) 

前年の校は明色一白ーァ淡黄色または鮮黄土色。短枝の芽はもつれた汚白細毛にお

おわる。生長緩慢な大陸気候に適応した植物。

4. Larix dahurica TuRcz.， ex TRAUTV. Pl. Imag. et descr. Fl. Russ. (1844) 

Syn. Abies Gmelini R凹 R.(1845トLarixGmelini PI凶 ER(1926) 

樹高20-25m，稀に 30m，胸高直径30--50cm，稀にそれ以上。樹冠は若時ピラミ

ット状~卵形，後に長円形~卵形，円筒形または柱状を呈す。樹皮は厚く，縦に深裂，灰

褐色または薄く細浅裂し，層状に削離しやすく，帯赤黒褐色。葉は鮮緑色，下表皮の発達

は徴弱。横断面上の細胞数は (22-)40-70 (-134)。電果は概ね楕円形または広卵形，円

形，長さ1.5-2cm，鱗片は 15--20個。種鱗は多少とも扇平状楕円形，広卵形あるいは卵

形，頂部微凹状または裁形。琶鱗は小，多く不顕著，長さ種鱗の 2/3以内。種子は明褐色

斑点を有し，全体帯白色， 1000個の重量は1.5--3.5g。種子翼は明褐色，長さ 0.6-1.0cm，

幅0.2-0.3-0.5cm。

主要分布域 ノリリスク湖西岸から東方ノイイカJレ湖北岸，更にそれからオホーツク

海沿岸，アナドゥイ Jレ河中流に及ぶ。一方シベリア東部北緯71_720の森林限界~モンゴ

ーJレのステップまで南下。大興安嶺沿いには，舌状に第一スシガリ河まで，あるいはそれ

• 
F‘ ~， 
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より少し南まで分布する。

本種は，北東アジアの最も厳しい環境に適応した，大陸性カラマツで，生態的性質か

らみると，寒地植物 (psychrophytes)である。本種は次の2亜種に分けることができる。

ssp. dahurica DYLlS， l.c. 188. (1961) 

種果は緊密，卵形。種鱗と極果軸との聞きは 450以下，大形にして幅広し，萄鱗は不

顕著。 Larixdahuricaの西方系。

分布域 外パイカJレ地方，ヤクーツ地方，中国北部。

本亜種に含まれる諸変種， 品種などには， f. macrocarpa LrOTJ et W ANG (盤果の大

なるもの);未熟な種果の色によるもの(特に緑の種果の樹と，紅い趨果の樹);若枝の被毛

状態によるもの;果鱗の形状によるもの(特にB.SHAFERが指摘したf.rotundataと

f. obtusa，われわれの指摘した腎臓形の種鱗をもつもの);生長様式によるもの(文献にあ

るvar.prostrata6】や var.pumila町);樹冠の形によるもの (f.piceoidesや球形樹冠を有す

るもの)などがある。同様に指摘しなければならないのは形態的に区別できない ecotype，

特に南方~外ノイイカ Jレ種と北方のヤクートの climatypeがある。

[註 1934年 KOMAROV6)は上記の他， form. erythrocarpa KOMAR. (趨果は紅色)

と form.chlorocarpa KOMAR. (越果は緑色)をあげている。

また劉慎誇 (1955η)は form.macrocarpa Lrou et W ANGの他に， form. glauca Lrou 

et WANG (種鱗は紫褐色，白粉に被わる);form. denticulata Lrou et W ANG (種鱗は先端

mu1tilepis多く円形，稀に裁形，凹入なく，縁辺牙歯あり，黄褐色，光沢を有し，質は堅

硬D;form. Lrou et W ANG (1年生小枝は赤褐色，柔毛あり，種鱗は約30個，先端通常

円形，質は硬く薄し。)をあげている。

本亜種の分布西域，その分布境界では Larixsibiricaと交雑して，しばしば L.Cze. 

kanowskii SZAFERの名で一括される雑種遺伝個体群の大集団を形成している。南東域で

は，過去において L.maritimaや L.olgensisと交雑し，アム戸Jレ下流域で L.amurensis 

と呼ばれている非常に変化の多い個体群を形成した。

ssp. Cajanderi (MAYR) DYLlS， l.c. 190. (1961) 

趨果は円形または広卵形。 種鱗は幅狭く，趨果軸から 600_900 またはそれ以上に開

出。萄鱗はよく種鱗の聞に見える。

L. dahuricaの東方系

主要分布域 アナジル地方，ヤク戸ツク地方(レナ河以東)，オホーツク海沿岸，ゼ

ヤ河流域。

6) KOMAROV， V. L.: ibid. 156. (1934) 

7) 劉慎誇: 東北木本植物図誌.82. (1955) 
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多くの派生系中，主なものを挙げると，時に葉の下表皮の細胞数に富み，通例多数の

鱗片をもっ大型の趨果をつけるもの;盤果は緊密， 種鱗は光沢のない粉状微細毛を有し，

琶鱗がほとんど目立たないもの;普通にみる未成熟極果の色彩の異なるもの(特に緑色の

盤果と紅色の趨果をもっている個体);散在的に分布しているが極めて稀な， 種鱗の外捲

しているもの;同じく散在的分布をするが極めて稀な，種鱗表面に短く白い粉状微細毛を

有するもの;若枝の有毛度の状態による変種;樹冠の形状によ変種などがある。

オホーツク海沿岸で本E種は Larixkurilensisの個体群と混合し，多数の，両者聞の

自然的雑種を形成する。本亜種はゼヤ河流域とウダ河のカラマツ個体群に加わっているこ

とは疑う余地がない。 そして上述の地域が本亜種分布の南限で，やがて L.dahuricaの

西方種へと次第に移行してゆくのである。

5. Larix Principis-Rupprechtii島仏YR*，Fremland. Wald-u. Parkbaume 
Eur. (1906). 

Syn-Larix Gmelini var. Principis-Rupprechtii PILGER (1926) -L. dahurica 
var. Principis-Rupprechtii REHD. et WIL釦N(1914) -L. si・biricaPATSCHKE (1913) 

樹高は 20-25(-30) m，樹幹は直径60-70cmに達す。樹冠は(森林では)ピラミッ

ト形または円柱形，弧立木では球形または長三角形を呈す。 樹皮は灰褐色，鱗状に裂け

る。前年枝は無毛または軟毛散生 (L.dahuricaからの類推により，もっと毛の多い個体

が見出される可能性あり)。 葉は扇平，長さ (3-)3.5-4 cm，下面中肋は顕著ならず，下

表皮の発達は微弱，横断面上の細胞数は 54以下。 強果は長楕円形，長さ 2-4cm。鱗片

は25-30(-40)個。種鱗は広楕円形または広卵形，極めて稀に円形，頂部は載形，鋸歯縁

あるいは徴凹状全縁。琶鱗は長さ種類の 1/2-5/6，謹果の中によく見えることもあり，種

果の底にだけ目につくこともあり，稀に果鱗と同長。種子は帯白クリーム色，褐色班点あり

長さ 2-3mm，中国でえた材料では 1∞0個の重量が3.48g，種子翼は長さ1O-12mm。
主要分布域 中国北東部。

本種は明らかに今後の深い研究を必要とし，かつ新しい，より広汎な事実，資料の採

取と共に厳密な調査考究を必要とする。と同時に本種は変化に富むものであることは疑い

ない。五台山，霧霊山，小五台山の山中で採集された僅かな資料でさえ，強果の大きさ，

• 

a 
司唱

若い蓄の色，種鱗の形態，琶鱗の長さなどで極めて多様性である。今のところ，これらす s 

べての場合の典型性の程度を決めることは不可能である o

11. Circle Circumpolaris B. KOLESN. 

A. Series Olgensiformes B. KOLESN. 

前年校は帯褐ノイラ色で，赤褐色の細毛を生ず。短枝上の芽は無毛。種鱗は匙形，

* 原文では“Larixprincipis Rupprechtii MA YR"である。
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頂部は僅かに内曲し，赤褐色の細毛に被われる。

6. Larix olgensis A. HENRY in Garden. Chron. (1915) 

Syn. Larix Komarovii B. KOLESN.-L. dahurica f. multipes LIEU et W ANG， p.p. 

-L. Gmelinii var. olgensis OSTENFELD et SYR.-LARSEN (1936) 

一L.sibirica MA.xIM. ex KOMAR (1936) 

高さ 20-25(-30) m，樹幹は径70-80cmに達す。 樹冠はピラミット~卵形，時に

不整形，円錐形または旗状，柱状または傘状を呈することあり。校は水平に生ず。葉は長

さ2-3cm。上面暗緑色，下面著して灰色を帯びる。下表皮はよく発達し，横断面におい

て細胞数は 70-125。盤果は卵形または楕円形， 長さ(1.5-)1.8-2.5 (-3) cm。 鱗片は

(20-) 25-40 (-50)個。成熟時種鱗は 500_700に聞き，ほぼ円形，または広卵形，腎臓

形，稀に卵形，脊面隆起，通常頂端は内曲，稀に内曲せず。 萄鱗は長さ種鱗の 1/2-2/3

(-4/5)の盤果中にあって通常よく見ゆるも， 時にほとんど種鱗の聞にかくれてみえざる

ととあり。

主要分布域 グァレンチン湾とクフチン河谷間のシホテーアリン海岸地帯，沿海州

地方。

本種は適潤地性植物あるいはむしろ湿性植物で，生長期に降水量の多い湿った土地に

適した植物である。分布地域の境界では，他のカラマツの個体群と共存し，雑種環(サー

クJレ)を形成している。チエ Jレネイスク地区における本種と，L. dahurica (より正しくは

L. amurensis)との雑種， オボJレ河とネムプトウ河流域における L.amurensisとの雑種

は，上述のサ戸ク jレに属する。

本種の典型的な特徴から離れた性質をもっ var.Komaroviiがある。この変種では若

枝と種鱗に毛が少なし時に完全に無毛となる。また樹木の外観による一連の ecadとし

て B.P. KOLESNIKOVは次のように分けた。

var. inundata: 盤果は大，長楕円形。樹高の高い，生長の早い沖積土上のもの。

var. litoralis: 曲った幹，旗状の樹冠，楕円形の短小な謹果をもっ，海岸河口部の砂

土堆積層に生育する低い樹。

f. turfosa: 曲った幹，傘状の樹冠，短い葉，球状の小型極果をもっ， 漸新世層お

よび中世代層の泥炭地に生育する低木。

[註 DYLISの分布図を見ると，中井，竹内の東満に分布するマンシュウカラマツ

の大部分は LarixLubarskii (雑種の章に後述)になる。 従ってアオミノマンシュウカラ

マツ [L.olgensis form. viridi・'sNAKAI in Chosen-Sanrin-Kaiho No. 165. 31. (1938)]は，

L. Lubarskiiの品種となる。またチョウセンカラマツ [L.olgensis var. koreana NAKAI， 

l.c. 32. (1938)]もL.Lubarskiiの変種となり， アオミノチョウセンカラマツ [L.olgensis 
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var. koreana form. viridis NAKAI， l.c. 32. (1938)]はその品種となってくるであろう。も

っとも中井は L.Lubarskiiを L.olgensisの異名としているので， 両者の種に対する考

え方が相異しているのである(舘脇)。

[雑種群]

1. Larix x Czekanowskii SZAFN. in Kosmos 38. (1913)-Grex hybrida: 
Larix sibirica x dahurica 

L. dahuricaと L.sibiricaとの相異なる特徴を備えた個体群である。時には過去，

および現在両種の分布域の全接触地帯で両種の交雑によって生じた少数の新しい特徴を備

えた諸個体を一括した群である。この雑種個体群の分布地域はタイミノレ半島の基部からパ

イカJレおよび、外ノfイカルまで，広い帯状に連なって出てくる。乙れらの雑種は，変異性が

はげしく，体系化することは困難であるけれども，次のような区別がある。

1) 趨果と若校の構造の点で L.sibiricaの特徴が優越しているもの(大型の種果で，

種鱗数が多く，種鱗は匙状。琶鱗は不顕著。若枝は無毛，太く，帯緑灰色)。

2) 向上の点で L.dahuricaの特徴が優越しているもの(小型の越果。種鱗は小形，

光沢を有し，局平，無毛。琶鱗は顕著。若校は有毛，細く，白~黄土色)。

3) いずれの両親種の特徴もはっきりせず，中間的性質をもっているもの。

Larix Czekanowskii個体群は， 山地岩上や河谷に広く生育しているが， 1)型 (L.

sibiricaの特徴が優越している)ではより温暖で排水の良い地に多く生育し， 2)型 (L.

dahuricaの特徴が優越している)ではより寒冷で排水の良くない地に多く生育している。

2. Larix x ochotensis B. KOLESN. (pro sp.)， Mater. Hist. Fl. a. Veget. 2. (1946) 
Grex hybrida Larix kurilensis x dahurica 

L. dahuricaと L.kurilensisの相異なる特徴を備えた諸個体を一括したもので， オ

ホーツク海の大陸沿岸，両者の接触地帯に生じている。多くの場合本雑種では，北方種で

ある L.kurilensisの諸特徴が明らかに優越し，L. dahuricaの特徴はめだたない。 これ

らの雑種にあって3つのグループがみられる。

1) L. kurilensisに非常に近いが， 乙の種に無縁な一つの特徴(短枝上の芽が密に生

じたもつれた白細毛によって完全に被われていること)を有している。

2) 趨果の構造の点で L.kurilensisの特徴が支配的であるにもかかわらず， 若校の

色がパラ色の色調を全く欠いた帯白クリーム色で，かつ短校は白軟毛でおおわれている

もの。

3) 盤果の構造の点で，L. dahuricaの特徴が優越しているが，個々の L.kurilensis 

的諸特徴(特に若校にパラ色と青灰色の部分がみられること)も存在している。

" 

-ι 

，ι 

& 
d 
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3. Larix X amurensis B. KOLESN. (pro sp.)， Trudji DV bazji AN SSSR， serija bot.， 
Vjip. Bot ser. 1. (1947) nom. nud.-Grex hybrida. 

これは Larixdahurica， L. maritima， L. olgensisの古い交雑種ならびにアムーJレ

河下流と中流沿いに分布するこれらの種の雑種を一括したものである。

前年枝条は大部分薄色~パラ色，短校の若い芽は大部分無毛。趨果は長さ1.5-2cm， 

円形，卵形あるいは広楕円形。種鱗は多く幅広く，円形または広卵形~広楕円形，頂部は

深波状または円頭状，直立または匙状。萱鱗は多く不顕著。

L. amurensisは雑種強勢の結果とみられ， 極めて速やかな生長をするのを特色とし

ている。 モスクワ近くで栽植した時，L. europaeaや L.leptolepisのような生長の速い

カラマツをさえ，高さの上では追い抜いた。しかし自然状態では上述の例ほど顕著ではな

く，生長は遅く，背の低い疎林を形成している。これは生育地が種々の程度に沼沢化した

河や湖の台地であるからで，二次的な生育地，特に河谷や山裾斜面のようなところでは速

やかな生長ぶりが発揮される。

4. Larix X Lubarskii SUK. (pro sp.)， Trudji i issled. po lecn. khoz. i lecn. promjish， 
Vjip. 10. (1931) 

Syn.? Larix dahurica var. Princが.-Rupprechtiif. viridis Wru泊N(1920) 

この植物は L.olgensis.と L.PrinciPis-Rupprechtiiとの古い交雑の結果生じた雑

種群である。

前年の校条は大部分淡色，無毛，あるいは稀に密に有毛，またはやや褐色の長毛を疎

生す。短校の芽はおおむね無毛。謹果は長さ1.5-3cm。種鱗は 20-45，円形，匙形，直

立または僅かに外捲し，多く茶褐色の毛を疎に生ず。萄鱗は多く不顕著。

このカラマツの分布地域は局部的で，その主要分布地域は中国北東部である。(本種は

日本の研究者にとって非常に難解な種類である。舘脇)

備考 Larix olgensis参照のこと。

[東亜カラマツ属の分類系統]

なお， DYLISは Extremiorientalis節のカラマツ類の系統模式図をのせているが，

乙れによると， Kaempferiae列は Dahuriciformes列より起源は古く，鮮新世中頃に前者

の系統幹はL.cf. leptolepisから三岐し， 一つは現在の L.leptol，ゅゐへ，一つはL.cf. 

maritimaをへて現在の L.maritimaへ， 最後の枝はL.cf. kurilensisをへて，現在の

L. kurilensisに至るのであるが，乙の系統校はなお最新世の始めに，一つの枝を生じ，こ

の校が Dahuriciformes系の諸種， すなわち L.dahuricaと L.Princ争is-Rupprechtii 

につながっているとしている。

以上東亜産カラマツ属に関し記述したことを要約すると， OSTENFELD (1930)， KOMA-

ROV (1934)， DYLIS (1961)の学説が代表的なものとなる。そこで種の取扱い方と分布に対
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OSTENFELD 

(1930) 

L. Gmelinii 

...司..-------・'.・・・----_.-・..-._--_.----

var. olgensis 
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KOMAROV 
(1934) 

L. dahurica 

L. kamtschatica 

L. olgensis 

DYLIS (1961) 

L. dahurica 

ssp. dahurica 

ssp. Cajanderi 

* L. x Czekanowskii (L. si・'biricaxぬhurica)
* L. x amurensis 

L. maritima 

* L. maritima xぬhurica

L. kurilensis 

ssp. kurilensis 

ssp. glabra 

本L>くochotensis(L. kurilensisxdahurica) 

L. olgensis 

* L. olgensis xぬhurica
*L.xLubarskii (L. 0位。tsisx PrincipiトRupprechtit1

--------・ー...・.ーーー・a・・・ーーーー..圃・ー・-_.-.----

var. Pri 
RupprelcnhCt1ipi IS 

L. Prnicipis-Rupprechtii 

して，それぞれ表示してみると上表のようになる。

次に上記の主な学説と分布を一覧表に整理して見ると，つぎのようになる。

東亜産カラマツ属種類分布一覧

Distribution of Larix spp. in E. Asia 

District 地 域

Author Species 

iiiizijjjj主i著者 植 物 名

KOMAROV Larix dahurica グイマツ +++・++ +・++ +・+
(1934) Larix kamtschatica グイマツ . (+)・+++・

Larix olgensis マンシ A ウカラマツ . +・

中 井 Larix Gmelinii グイマツ + + +・十+・・+
(1938) Larix kamtschatica シコタンマツ + -十+

Larix olgensis var. olgensis . + +・・+マンシュウカラマツ

var. koieanu .+ チョウセンカラマツ

Larix Principis-Rupprechtii 十+・ホクシカラ 7 ツ

、匹、
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District 地 域

Author Species 

z i宣3目3言gi占必33ロd2:iiE 1i:vi 33;s z 著者 植 名 物

J1J Larix dahurica グイマツ + + + ? +・・・+
(1955) Larix olgensis マンシュウカラ 7 ツ +・・・+・・+

Larix Principis-Rupprechtii 
. +・ホクシカラマツ

Larix wulingshanesis ムレイカラマツ . +・

DYLIS Larix dahurica ssタp'._d~h~r~c~ +・・・+・・・+・・・十
(1961) フリアカラマツ

ssp. Cajanderi + +?+ +・・・・・.++カヤンデルカラマツ

Larix kurilensis ssp. kurilensis グイ 7 ツ .++・・

ssp. glabra . + +・・十・・カムチャッカカラマツ

Larix maritima ダッタンカラマツ .+・

Larix olgen由オルガカラマツ(?) -十+・・・・・・+

Larix Principis-Rupprechtii 
-十・ホクシカラマツ

4. 東亜北部カラマツ類の群落

Plant Communities of Larix in Northeastern Asia 

舘脇操 TATEWAKI，M. 

東亜北部のカラマツ林の生態に関しては，まだ群落学的精査はみていないが，著者の

踏査と手元にある文献によってその大綱を整理してみよう。

a・グイマツ林 Larix kamtschatica for，回t

干 島 千島にグイマツの産を初めて報じたのは， JlI上1)で，エトロフ島ではJレ

ベツとトシモエに代表的な純林があり，南限をオンネノツカ，北限をオトイマウシとし

た。舘脇2)は1940年エトロフ島中部の植物群落を調査して， グイマツーホロムイスゲ・

ワタスゲ基群叢，グイマツーキタヨシ基群叢，グイマツーイワノガリヤス基群叢，グイマ

ツーチシマザサ基群叢を認めた。育地は湿原，沼沢，湿性草原，適潤地となり，山火後の

二次林も認めた。時として， トシモエに砂正林の報ぜられたこともあるが，これは飛砂に

下層群落の埋れた乙とを記した。

武田3)は色丹島の南側コンブウスとキリトウシの間，多少湿性な地に純林を形成する

1) 川上湾弥: 択捉島の森林樹種及び其の分布. 植物学雑誌 15:241-245， 261-269. (1901) 
2) 舘脇操: 択捉島中部の植物群落. 北海道林業会報 39: 9-14. (1941) 

3) T AKEDA， H.: The flora of the Island of Shiko回n. Linn. Soc. ]ourn. Bot. 42 : 486. (1914) 
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と記した。舘脇4)はグイマツーシコタンザサ群落，グイマツーイワノガリヤス群落，グイ

マツーホロムイスゲ・ワタスゲ群落を認めた。

樺 太 1914年 WIU白>N5)は南樺太において，グイマツ林を観察，小沼附近のグ

イマツ林(樹高 25m;幹周 2-2.5m)と単木(幹周 2.6m)の写真を示し，南樺太では沼沢

地に広大な純林を形成するが， トドマツ，エゾマツ，ケヤマハンノキ，シラカンノ勺ダケ

カンノイ，ヤナギ類などを混交することを述べた。

南樺太のグイマツ林の分布と群落に関し， 山崎6)は京大樺太演習林とその附近のグイ

マツ林を調査して，グイマツ林下の林床植物の優勢区を設定し，ヤマドリゼンマイ優勢区，

エゾクロウスゴ優勢区，ミズバショウ優勢区，ホロムイツツジ優勢区，イソツツジ優勢区，

ヤチボウズ優勢区を明らかにした。そして，それぞれを更に「区」で小区分した。そして

高位泥炭地型にホロムイツツジ優勢区，イソツツジ優勢区;中間泥炭地型にミズバショウ

優勢区，ヤマドリゼンマイ優勢区，エゾクロウスゴ優勢区;低位泥炭地型にヤチボウズ優

勢区を属せしめた。結論的にはそれぞれ優勢区に群叢名を与え，泥炭地と群叢を次のよう

に結合さしている。

高位泥炭地型: グイマツーホロムイツツジ群叢，グイマツーイソツツジ群叢，グ

イマツーホソパイソツツジ群叢，グイマツーワタスゲ群叢。

中間泥炭地型: グイマツーミズバショウ群叢，グイマツーヤマドリゼンマイ群叢，

グイマツーエゾクロウスゴ群叢。

低位泥炭地型: グイマツーヤチボウズ群叢，グイマツ一ナJレコスゲ群叢，グイマ

ツーイワノガリヤス群叢。

これより先 1923年， 1924年の両度，工藤仰)は北樺太を踏査し，北樺太のグイマツ林

の概要を把握し，グイマツ林のもつ植物地理学的重要性を強調9)した。なお 1943年舘脇聞

は，工藤山の記述大綱に若干の補足をした。グイマツ林はしばしば湿原に成林し，時に河

川に沿い，また湖沼の畔に立林し，あるいは山腹に生ずることもあり，山火跡地に生ずる

こともある。グイマツ林は北樺太林地面積の半以上を占め南樺太に比較すると，その発達

が大であり，植物地理学的にも一つの特徴になる。林床植物の概略報告はあるが，群落構

4) 舘脇操:色丹島植物調査報告. 11， pl. 8-12 (1940) 
5) WILSON， E. H.: The conifers and taxads of Japan. 33， pl. 17-18. (1916) 

6) 京大学術調査班: 樺太演習林植物調査報告. 京大演習林報告 21.7-9. (1930) 

7) KUDO， Y.: A contribution to our knowledge of the flora of Northern Saghalien. Journ. 

Coll. Agr. Hokkaido Univ. 12-1. 7-8. (1923) 

8) 工藤祐瞬: 北樺太植物調査書.(1924) 

9) KUDO， Y.: Uber die Pflanzengeographie Nordjapans und der Insel Sachalin. Oster. Bot. 

Zeits. 76-4. 310. (1927) 

10) 舘脇操:北樺太の植物. 16-17. (1943) 

11) 薩J合連軍政所: 北樺太森林調査書.(1925) 

' L 
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成は見ていない。

カムチャッカ カムチヤツカ半島12)，1めではグイマツは，54050'--570NL，の間250km

にあらわれる。その純林は一部は河川流域の沖積土に，一部は河川流域の台地の傾斜面

に，更に一部は丘陵ならびに山麓に接する土地の傾斜面に存在するある場合には特殊な疎

な小林が森林限界を形成するけれども，かかるグイマツ林が山の上部に生ずることは稀で

ある。乙とにおいても所生植物の概記はあるが，群落調査の資料は著者等の手元にはない。

b. 東亜大陸のカラマツ類群落 Larix forests in E. Asia 

広義の東シベリアの落葉針葉樹林の領域，気候帯上における位置づけ，また東北アジ

アの気候区分と生態系区分については，吉良14)の報告がある。またその植生的分布図から

は， LAVREN∞， E. M. & SOCHAV]， V. B.15)の植生図を参照しなければならない。後者は

L. dahuricα， L. olgensis， L. Lubarskiiを含んでいる。なお中国東北地方，旧満洲に関す

る分布図は竹内聞と KむCHLER17)を参照されたい。なお生態的概要に対しては，高橋川，19)

も参照すべきである。しかし何分にも分類がむずかしいので，乙乙では種類のはっきりし

た，しかも著者(館脇)が実地踏査せるダフリアカラマツ林を取りあげる。

c. ダフリアカラマツ林 Larix dahurica forests 

舘脇は 1943年 6月上旬より 1月半に互って大興安嶺の調査したが，その時の field

notesが手許にあるので，大興安嶺のダフリアカラマツ林に関する生態概況を記しておこう。

針葉樹林は大興安嶺植物景観の本体をなすものであるが，そのうちでもダフリアカラ

マツ林が大部分を占め，ダフリアカラマツは植物生態学上から見て気候的安定林すなわち

極盛相林と考えられるのである。乙のダフリアカラマツはアジアに広く分布し，北部に向

つては森林限界に到達し，さらに森林ツンドラに入り，喬木性木本の生育限界まで見出さ

れ，垂直分布的に見ても，喬木分布の最高地点まで生育する。ダフリアカラマツの近縁な

るものにマンシゥカラマツ，ホクシカラマツ，チョウセンカラマツ，グイマツ等がある。

乙れら四者については既に述べたように，分類学者によってそれぞれが種類とも見られ，

1勾 コマロフ: カムチャッカの植物概観(東亜研究所疎訳).56-59. (1943) 

13) リプレツ・エス・ユ，リベロフスキイ・ユ・ア: カムチャッカ河中部の土壌植物調査および農業問題.

194-197 (1937) (満鉄調査部疎訳).(1939) 

14) 吉良竜夫: 落葉針葉樹林の生態学的位置，づけ. 今西錦司一大興安嶺探険.476-497. (1952) 

15) LA VRENCO， E. M. & S∞HAVJ， V. B.: Geobotanical map of URSS. Maps. 4， 6， 8. (1954) 

16) 竹内亮: 満州国IC産する針葉樹の種類とその分布(予報). 実験林時報 3-3.277 -282，第2図.

(1941) 

17)KむCHLER，A. W.: A new vegetation map of Manchuria. Ecol. 29-4. 513-516. (1948) 

18) 高続適量生: 北部東亜大陸を一括せる植物学的概見. 地理学 8:66-69; 1134-1135; 1296-1298 ; 

11制 -1回4;1662-1665; 1816柑 1817.(1950) 

19) T AKAHASHI， M.: Studies on the system of plant ecology on五eldinvestigations made in 

Northern East-Asia. Jour. Fac Sci. Imp. Univ. Tokyo， Sect. 3. 5-5. 621-630. (1944) 
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また亜積とも見られ，変穏とも見られ，または広主主に同一種ともされ，タフリアカラマツ

とグイマツが同稀，ほかに変穣とされる説もあり，未だ一定していない。

調査地域の都落に関して，大部分基君1'I援を単位とし，これに弾落なる認を便宜上使用

しておく。

i. ダフリアカラマツーオオパコケモモ群落

調 査地.二道盤査，二道盤山一納欽恰達，上老i茸ーサボシキ，サボシキ一吉興構

観察地諸 所

本群落はi菌if'IJ地に発達し，しばしば基!まが岩礁地の所に見出され，ダ7 リアカラ 7 ツ

ーオオノ、コケモモーミヤ 7 ハナゴケ部族の林型によって現われる乙ともある。山火の影争時

を受けた所ではよく コウ アンシラカンパが混生している。ヌド:ltr落の立木は二i益盤査では樹

高 12-14m，胸日直径5-6cm，上老溌とサボシキ聞では樹高 13m， J胸高直径 18cm，サ

ボシキと吉興治問では樹高約 20m，J胸高直径 18-26cm，実務 100m'と目測された。

ダフリアカラマツーオオバコケモモ獅絡の下応'には，下回優勢種たるオオバコケモモ

の他，ホソパイソツツジまたはヌイオスゲの衆務があり，殊に疎開地にはホソパイソツツ

ジが多い。また疎開地においてホソパイソツツジの衆落がイワノガリヤスの衆絡に置換さ

れるのを観察したこともある。これら群落の下層においては上記の他生ずる縞物としてi欠

の廊類がある。

第5図 ダフリ 7カラマツ ホソパイソツツジ群落

Fig. 5. Lari:r dahurica-Ledumρalustre community 
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ヤマハマナス (少)，ケワレモコウ，コエンドウ，ツマトリソウ， リンネソウ，ナ

力"パ、ヒコ、タイ， ヒメ 7 イプノレソウなど。

焼跡地なるダアリアカ ラ7 ツーコウアンシラカンパーオオノてコケモモ訴落においては

マノレパノパッコヤナギ，マンシュウハンノキなどが少量混生し，サボシキと吉興浅間にお

ける該林のダフリ アカラマツは樹高約22m， I胸高直径 18-30cmと目測された。

ii. ダフリアカラマツーホソパイソツツジ群落

典型的な木群落は槻地系に所属するが，林地が疎開した岩石地系にもあらわれ，岩石

地系のものはしばしばダフ リカラ 7 ツーホ ソバイソツツ ジーオオノぜコケモモ都落となって

あらわれる。かくて混測地から乾性地に見11¥されるが，その育地によって混裕樹種や下居

前落要素が異なって来る。

第6図 ダブリアカラマツ林

Fig. 6. Larix dahurica forest 
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α. 適潤系群落

調査地: 二道盤査一納欽恰達，吉勅穆図ー荒火地。

と乙に適潤系と称するものの中には多少乾性に傾く場合も入れる。混治樹種としては

コウアンシラカンパあり，またシベリアカラマツがある。下層群落中にはホソパイソツツ

ジの他，オオバコケモモがしばしば随伴し，ダフリアカラマツーホソパイソツツジーオオ

バコケモモ群落であらわれる乙とも稀でない。所生植物は一般に種類少なく，量も少なく

次のものを生じている。

フサスギナ，キンロノイイ，チシマイチヤクソウ，ハナシノブ， リンネソウ，ナガ

パヒゴタイ，イワノガリヤスなど。

s. 湿地系群落

調査地: 二道盤査一納欽恰達，吉勅穆図一荒火地， 荒火地ー佳宿症，佳症搭ー

腰庖。

本群落は調査地中，特に吉勤穆図と腰居間に多く見たものである。時にシベリアケヤ

マハンノキが混じ，謹木層にはコウアンヒメオノオレが衆落することもあり，またしばし

ばクロマメノキが衆落する。 本群落の主木は佳庖症と腰居間では樹高26m，胸高直径

20~26cm，蓄積 130m' と目測された。上記の外に下層植物としては次の種類がある。

フサスギナ， コウアンヌマヤナギ，ハイスグリ，キンロノぜイ，ホソノぜノシモツケ

ソウ， コパナワレモコウ，ハナシノブ， リンネソウ，ナガノぜヒゴタイ，イワノガ

リヤス，チシマガリヤス， トナカイスゲなど。

iii. ダフリアカラマツーイワノガリヤス群落

調査地: 二道盤査一納欽口合達， 上老溝，サボシキ，サボシキ一吉輿潜， 吉勅穆

図一荒火地，佳定痕一腰庖。

観察地:諸 所

本群落は適潤地に生ずる場合と山火後に生ずる場合と，今一つ多少湿潤地に生ずる場

合とがある。便宜的に前二者を (α)，後者を (s)とする。

α. 適潤系群落

本群落は各所に普通に見るもので，下層植物は比較的多く，優勢種の外に次の種類が

ある。

フサスギナ，カラフトヒメオダマキ，キエボシソウ，マンセンカラマツ，マンシ

ュウクサイチゴ，チシマイチゴ，ケワレモコウ，シヤジクソウ，コエンドウ，ダ

フリアフウロ，ヤナギラン，エゾボウフウ，ヨロイグサ，オオホタ jレサイコ，ベニ

ノてナイチヤクソウ，ホソノfイソツツジ，オオノイコケモモ，ツマトリソウ，ノ、ナイ

カリ，ハナシノブ，シヤジン類，シコタンヨモギ，ナガパヒゴタイ，コウアンヤ
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マボクチ，禾本類，スゲ類，チョウセンヌカボシソウ，スズラン，ヒメマイヅノレ

ソウ，チョウセンキノぜナアツモリソウなど。

s. 湿性系群落

調査地: 荒火地ー佳搭痘，佳信症一腰居。

本群落は荒火地より腰屈に至る間にしばしば観察した群落である。混滑樹種として時

にシベリアケヤマハンノキがあり，また穫木層にはコウアンヒメオノオレがあり，それが

時に衆落する。 本群落の立木は佳定症と腰居間では樹高28m，胸高直径40cmに達する

ものもあり，蓄積は 150m3と目測された。上記の他下層植物としては次の種類がある。

メシダ，フサスギナ， コウアンヌマヤナギ，オクチキンノぜイソウ，ハイスグリ，

ヤマブキショウマ(少)，チシマイチゴ，ホザキシモツケ，エゾレンリソウ，キツ

リフネ，ホソノfイソツツジ，クシロノ、ナシノブ，クロミノウグイスカグラ，ナ力。

パヒゴタイ，スゲ類，カラフトユキザサ， トナカイソウなど。

iv. ダフリアカラマツーヌイオスゲ群落

調査地:二道盤査一納欽恰達。

本群落は適潤地のやや乾性に傾ける山腹に生じ，比較的観察した所の少い群落であ

る。上記調査地点においては主木は樹高22-23m，胸高直径 15-18cmと目測された。

下層植物は散生的でヌイオスゲの他に次の種類がある。

カラフトヒメオダマキ，キタノオキナグサ，マンシュウクサイチゴ，キジムシロ

類，ケワレモコウ，コエンドウ，ペニパナイチヤクソウ，オオバコケモモ，シヤ

ジン類，コアヤメなど。

v. ダフリアカラマツーコウアンヒメオノオレ群落

調査地:二道盤査一納欽恰達，吉勅穆図ー荒火地，腰!苫。

観察地:所々。

本群落は旧満洲としては大興安嶺においてとれをみる特殊な植物相である。コウアン

ヒメノオオレは高さ 1-2mでよく純叢を構成するが， 所々にミズゴケ類の小群落が散在

し，興味ある種類，例えばホソパハナカヅラ， ミズキンポウゲ，チシマヒメカラマツ，オ

クヤマスミレ，ホソノイセンキュウ， ヒメツノレコケモモ， レンフ。クソウ，チョウセンオノエ

スゲなどをミズゴケ類の聞に散生する。

本群落の立木の大なるは二道盤査と納欽恰達聞では樹高26m，胸高直径26cmと測

定された。林中後継樹種は少い。一斉林型の所が多く，下層にはコウアンヒメオノオレの

他，次の種類を生じている。

ヒメドクサ，コウアンヌマヤナギ，ヌマキヌヤナギ，チョウセンオノエヤナギ，

ホソノぜハナカヅラ， シベリアエンコウソウ， カラクサキンポウゲ，オクキンノイイ
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ソウ，ハナタネツケノイナ，ハイスグリ，カラフトネコノメソウ，チシマイチゴ，

キンロノすイ，エゾレンリソウ，ホソノぜノ夕、ケ， クロマメノキ，オオノTコケモモ，

ホソノイイソツツジ，サクラソウモドキ，クシロハナシノブ，ナガパヒゴタイ，イ

ワノガリヤス，オオイッポンスゲ，チョウセシヌカボシソウ，トナカイソウなど。

vi. ダフリアカラマツークロマメノキ群落

調査地: 納欽恰達一上老溝，上老溝ーサボシキ，サボシキ一吉興溝。

観察地:所々。

本群落は踏査区域中には余り面積の大なるものを見ず，大部分湿原型に属している。

納欽恰達と上老溝聞に見る主木は樹高 18m，胸高直径20cmであった。 林床にはクロマ

メノキの他次の種類を混じている。

ワレモコウ類，コエンドウ，ホソパイソツツジ，オオバコケモモ，ナガパヒゴタ

イ，イワノガリヤス， トナカイスゲなどo

vii. ダフリアカラマツーミズゴケ類群落

調査地: 二道盤査一納欽恰達，サボシキ一吉興溝。

観察地:所々。

極めて小規模に出てくるものであるが，サボシキと吉興溝聞では林床がほとんどミズ

ゴケ類一層のととがあった。一般に濯木としてはハイスグリが普通である。その他，次の

種類も生じている。

チシマヒメドクサ，シベリアエンコウソウ，ホソノイノコンロンソウ，チシマイチ

ゴ，ヒメツルコケモモ，レンプクソウ，チョウセンオノエスゲなど。

viii. ダフリアカラマツーシラカワスゲ群落

調査地:佳定痘一腰居。

本調査は極めて一部分で観察したのみであるが，一群落型とするのにたりる。混生要

素としてホソパイソツツジ，オオバコケモモが樹幹下に生じて，シラカワスゲの聞にワタ

スゲ類を散生する。

ix. ダフリアカラマツーフサスギナ群落

調査地:サボシキ一吉興溝。

本群落は僅かに 1カ所に調査し得たのみで，その面積も小であり，下生植物の種類も

少ない。立木は樹高約18m，胸高直径20-30cmのもの多く，蓄積は 120m3と目測され

た。フサスギナの他，次の種類を生じている。

ハイスグリ，チシマイチゴ，ホソノイイソツツジ，オオノぜコケモモ， リンネソウ，

ナガパヒゴタイなど。
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x. ダフリアカラマツーヱゾムラサキツツジーオオバコケモモ群落

調査地: サボシキ一吉興溝，吉勅穆図ー荒火地。

観察地:所々。

31 

本群落は多く乾性地に生じ，大興安嶺所々に観察せられたもので，特に基底が岩礁地

なる所に多い。サボシキと吉輿溝間では主木は樹高22m，胸高直径60cm，蓄積 140m3

と目測された。下層群落を通観するに，時にはオオバコケモモを欠如し，エゾムラサキツ

ツジのみのとともある。しかし一般にはオオパコケモモを伴い，下生植物はダフリアカラ

マツーオオバコケモモ群落に近い。けれどもダフリアカラマツーオオバコケモモ群落にし

ばしば随伴するホソパイソツツジは少く，エゾシモツケのとれに代るととが多い。なお本

群落が比較的軽微な山火を受けて，濃木を除く林床植物がその影響を受けた時にはイワノ

ガリヤスが多く入って来るととがある。本群落の林床植物を通観するに，上記の他，次の

種類を生じている。

チシマイチゴ，ワレモコウ，シコタンヨモギ，ナヵーパヒゴタイ，イワノガリヤ

ス，ヒカゲスゲ，ヒメマイヅJレソウ，チョウセンキパナアツモリソウなど。

xi. ダフリアカラマツーワラビ群落

調査地: サボシキ一吉輿溝。

本群落は地表火の影響を受けた山火後の二次林で，サボシキと吉興溝聞の主木は樹高

18m，胸高直径 15-23cm，蓄積 130m3と目測された。 林床にはワラビの他，僅かに次

の種類を生じている。

マンシュウクサイチゴ，コエンドウ，フウロソウ類，イワノガリヤス，スズラン

などo

xIi. ダフリアカラマツーヤナギラン群落

調査地:二道盤査一納欽恰達。

本群落は山火跡地，殊にヤナギランに縁取られた林地に観察された。面積は小なが

ら，地表火著しき二次林のー型として記述する。二道韓査と納欽恰達聞の主木は樹高20-

23m，胸高直径 10-15cmと測定された。

ダフリアカラマツ林概括

乙れらを要約すると，ダフリアカラマツ林は次のように総括される。

乾性系: ダフリアカラマツーオオバコケモモーミヤマハナコーヶ群落，ダフリアカ

ラマツーエゾムラサキツツジーオオバコケモモ群落。

適潤系: ダフリアカラマツーオオパコケモモ群落，ダフリアカラマツーホソパイ

ソツツジ群落，ダフリアカラマツーイワノガリヤス群落，ダフリアカラマツーヌイオ

スゲ群落，ダフリアカラマツーワラビ群落，ダフリアカラマツーヤナギラン群落。
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湿潤系: ダフリアカラマツーホソパイソツツジ群落，ダフリアカラマツーイワノ

ガリヤス群落，ダフリアカラマツーコウアンヒメオノオレ群落，ダフリアカラマツー

クロマメノキ群落，夕、、フリアカラマツーシラカワスゲ群落，ダフリプカラマツーフサ

スギナ群落。

以上の代表的群落を群落更行の上からみると次のようになる。

岩礁地系 ダフリアカラマツ林
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11. カラマツ

Lari玄 leptolepisGORDON 

舘脇操・伊藤浩司 TATEWAKI， M. & 1叩， K. 

1. 学名 ScientificName 

i. 種 名 S抑児ificName 

Larix leptolepis (SI回.et ZUCc.) GoRD.， Pinet. 128. (1858) 
Syn. Abies leptol，φis SIEB. et Zuα.， Fl. Jap. 2 : 12. tab. 105. (1842) 

“Pinus Larix L." sensu Thunb.， Fl. Jap. 275. (1784) 
Pinus l，ゆtolePisENDL.， Syn. Conif. 130. (1847) 

Lalな Iφ，tolepisGoRD. var. minor MURR. in Proc. Hort. Soc. 

London 2 : 637. (1862) 

Larix le，ρtol，ゆz・'sGoRD. s. Murrayana MAXIM. in Ind. Sem. Hort. 
Petrop. 3. (1866) 

Larix conifera KAEMPF. Amoent. exot. fasc. 5. 883. (1712) 

Larix Kaempferi (LAMB.) SARG. Sylv. North-Amer. 12: 2， note 2. (1898) 
non Carr. 

Pinus Kaempferi LAMB. Descrip. Pinus ed. 2. 1 : VII. (1828) 

nom. subnud. 

Abies Kaempferi L町DL.in Penny Cyc1. 1 : 34. (1833) nom. nud. 

Larix japonica Hort.， ex ENDL. 1. c. 130， pro syn. (1847) 
Larix japoni・'cavar. macrocarpa CARR.， Traite Conif. ed. 2. 354. (1867) 

日本に産するカラマザが始めて泰西の文献にあらわれたのは， 1712年 KAMEMPFER

のAmoenitatumexoticarumのp.883に“Siosi，vulgo Kara Maatz Nomi. Larix coni-

fera， nucleis pyramidalis， foliis deciduis"としてあらわれたのが始めであろう。次に 1784

年 THUNBERGは日本のカラマツに欧州カラマツの学名“PinusLariヱ"を与えた。ところ

が1828年 LA旧四Tが PinusKaempferiなる学名を与えた。 これは nomensubnudum 

である。

乙れより後で， 1833年に LINDLEYがカラマツの学名に対し，Abies Kaempferiを与

えたが， 乙れは nomennudumであり，正式な命名上には採用できない。 更に厄介な

ことは中国の“金銭松:イヌカラマツ"に対して LINDLEYは 1854年に同一な Abies

Kae1η企feげを与えたが， その時には記載と図を伴い， 従って植物命名規約からはこれは

“金銭松:イヌカラマツ"の正名となった。 従って後に 1856年， CARRI企REが，Abies 

Kaempferi LINDLEY (1854)を土台として命名した μrixKaemjうiferiCARRI企REは“金銭

*学名11:関しては東大原 寛教授，京大北村四郎教授に文献の出典をただして，配慮11:与った ζとを

深謝する。
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松"に当てられる。

一方 1898年 SARG町 Tはカラマツの学名を LarixKaem.企feriSARG凶 Tとした。 乙

れは PinusKaempferi LAMBERTに基づいたものであるが，今述べた“金銭松:イヌカラ

マツ"の学名に LarixKaempferi CAR町立REという先行名があるので，Lari・xKaempferi 
SARGENTは laterhomonymとなって使用できない。

そこでカラマツの学名は Abiesl，φ，tolepisに基づく Larixl，φtol，φisω紅削が正名
となる。なおこの学名に関しては SURINGAR1)(1927)の論文はよき参考となるであろう。

[MAXIMOWICZの変種]

L. leptol，φis s. Murrayana MAXIM. in Ind. Sem. Hort. Petrop. 3. (1部6);
BEI田N.Handb. Nadelholzk. 2 Aus. 309. (1909) 

L. japonica MORR.， The pines & firs of Japan. 94 (non CARR.); BEISSN. 

ibid. 309. (1909) 

MAXIMOWICZが発表した var.Murrayanaなるものは SA腿RG但EN悶T2的〉によると

山の樹木限界附近で低い濯木状をなして生ずるものに与与.えた" とあり，P. CODMANが富

士山の海抜 8500ftのと乙ろにあった樹高数フイ戸トの植物体から標本と種子を採集した

ものである。“更に"彼によれば，“var.Murrayanaは，普通にみる喬木性の個体からは，

球果が小さく，葉が小さいのみである"という。その 22年後 W山田N3)は， MAXIMOWICZ 

の var.Murrayanaおよび CODMANの持参した富士山カラマツについて，次のように記し

ている。“……富士山の南側では濯木状となって， 2900 mに達している……。生育が低濃

木であるのは，土地的な生態条件によるもので，それが一定した特性ではいことは ARNOLD

Arboretumで生育した植物によって証明される。(この樹の)種子は 1892年， P. CODMAN 

により，護木状カラマツの上限地で採集されたものであり，現在 (1916年)，その種子から

生じた個体は，樹高 12mに達し，普通生長のカラマツより採集した種子から生じた個体の

生長とほとんど変らない"。

BEIssr氾RはA.UNGERの書 (Japan.Conif. 10)から白根山のカラマツにふれ，“高さ

9 

は4-8m。短校は肥厚，卵形または円柱状長楕円形。狭長な葉は長さ 15-22mm。種果 P 

は球形，長さ約22mm。査鱗はしばしば反曲"と記載している。著者等の見解によれば乙

はもまたカラマツである。

なお， カラマツの実生より生じ， 地面を這い， 直立せず傘形を呈するものに Larix

Iφtole戸~s ρrostrata BEISSN. [in Mitt. d. D. Dendrolog. Gesellsch. Nr. 18.252 et 327. (1叩9)

cum lat. descr.]がある。とれと var.Murrayanaと同じものかどうかは判らない。

1) SURINGAR， V.: Mitt. d. Deut. Dendrolog. Gesellsch. Nr. 38. 306-307. (1927) 

2) SARGENT， C. S.: Forest flora of Japan. 83. (1894) 
3) WILSON， E. H.: Conif. a. Tax. Jap. 30-31. (1916) 

』恥
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ii. 品種

L. leptolepis form. rubescens HAYASHI 日本産針葉樹種の分類と分布.37. (1960) 

Syn. L. Kaempferi SARG. var. rubescens INOKUMA in Bull. Tokyo Imp. Univ. 

Forests No. 25， art 2. 21. (1937)-L. leptolepis var. rubeso側 sINOKUMA ex 
H町四IANom. Pl. Jap. 32. (195η 

アカミカラマツ
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本変種は猪熊博士が信州八ガ岳西岳で得たものに基づき， 1937年発表された。記載に

よると“種果は卵形あるいは卵円形または楕円形，大きさ 2.5x2.2，2.3 x 1.7 cm，種鱗は

ゆるくほぼ5列に鱗次し，背面は美しい紅紫色を呈し淡黄褐色を帯び多少粉白を被り，光

沢なく，縦に平行する繊細なる条線あり。萄鱗は種鱗の聞にあって濃い紅紫色を呈する"。

林はとれを品種として取り扱ったが，品種か変種かに関しては，将来の植栽実験の結果を

待つより他あるまい。舘脇は本品種に属する個体を 1961年信州小浅間山麓でも採集した。

form、pendulaSUGIMaro in Hokuriku Journ. Bot. 6: 27. (1957) 

シダレカラマツ

本品種は 1957年杉本によって長野県伊那郡大鹿村鹿塩国有林の三伏峠登山道の近く

の霊捜性カラマツによって命名されたものである。 乙れが後述する BEI話 NERの Lari・z

lφ，tOl.φisteηdulaと同じものかどうかは判然としない。

form. corticosa TATEWAKI et Ko. 1τ'0， form. nov. 

マッハダカラマツ

Cortex arboris crasse fissus rubescens et in lamellas irregulares solutus. 

Nom. Jap. Matsuhada-Karamatsu (n.n.) 

(M. TATEWAKI， Jun. 23， 1961. Photo 27-Typus.) 

樹皮は肥厚し，大きく長い亀甲状に裂け，帯赤色を呈し，不規則に剥離し一見アカマ

ツの肌色を思わせるような品種である。カラマツの分布地域内で諸処に稀に見られるが，

日光の小田代原周辺にはかなりの個体数をみることができる。

iii. 植栽品種 Cultiva加dForms 

樹型 (Wachsformen)

L. leptolepis pendula BEISSN. in Mit. d. Deut. Dendrol. Gesellsch. Nr. 9. 104. 

(1筑ゆ);ibid. Nr. 11. 73. (1902); BEI罰N.-FITSCH.Nadelholzk. 296. (1930);上原

樹木大図説 1.294. (1959) 

Syn. L. leptol，φis pendula Hort.; SWER町 inMitt. d. Deut. Dendrolog. 

Gesllsch. Nr. 12. 94. (1903) 

シダレカラマツ

BEIS剖 ERは1卯O年本品種に対し非常に短い記載をしているが， 1902年につぎのよ

うな記載をしている。“GANGHOFERが報告したように，本植物は GRASMA1引が 1888年
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および 1889年東京から持参したカラマツの種子から育成された美しいシダレ型のカラ 7

ツである。 現在樹高は3.5m云々"。 舘!協は根室国紘一臼IUJの寺院で楠栽された， これに該

当するものを見た。(第 7図)

第7図 シダレカラマ:;(北海道恨室国羅臼町)

Fig. 7. Lalば Jゆlolejうistelldula (Rausu T.) 

Larix leptolepis Ganghoferi SCHWERIN， l. c. 94. (1903) : BEISSN.-FITSこH.l. c. 297. (1930) 

密に上向性の校をもっ，美しい円錐形樹姿のカラマ ツc ドイツの Augsburg近くの

Diedorfの森林公園で GANGHOFERによって作り出されたものと言われる。木植物の写真

は Mitt.d. Deut，. Dendrol. Gesllsch. 1912年版の 9頁に掲載されている。

Larix leptolepis dumosa BEISSN. l. c. 73. (1902); SCHWERIN l. c. 94. (1903); 

BEISSN守FITSCH.l. c. 297. (1930) 

BEISSNERによれば本植物もまた GANAGHOFERの育成したもので， “GANGHOFERは

シダレカラマツの外に，なお 2つの叢生カラマツを育成した。その一つは高さ 1.25m，直

径 1.1mあり，他の一つは市さ 1.3m，直径 0.9mある。 根元から多くの条幹を発し円形

に叢生した"それで BEISSNERはこのものを L.leptolψis dltlJlOSaと呼んだのである。

SCHWERINは“日本のカラマ ツ叢生型rい最も美しくかっ興味深いもの。校や小枝は多数で

こみ入っているので，植物体は大きな球型を呈する"と記している。

斑 入 葉 Variegatedleaves 

Larix leptolepis aureo-variegata DIRKEN， ex BEISSN. l.c. 113. (1899) 
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葉に黄金色の縞または斑点をもっている斑入品。 BEISSNERによると，はじめオラン

ダのB.W. DIRKENによって発見され， 彼はそれを接穏でふやして，Larix leρtolepis 

aureo-variegataの名で商品化したもので DIRKENのカタログ 1899-1900年版の第5頁

にのっているという。

Larix Ieptolepis form. albovariegata Hort.; SUGIMOTO New Keys of Japanese 

Trees. 45. (1961) 

フイl リカラマツ

上記の aureo-variegataに似て白色の斑入葉をもつものであろうか。著者らにはよく

わからない。

iv.雑種 Hybrids

DALLIMO阻と JACKSONはその著書4)において日本のカラマツ (L.leptol，φis)，欧州

カラマツ (L.euroρaea， L. decidua)および両者の雑種である L.eurol，φlS聞の形質の特

徴を一覧表にしてあるので，参考のために訳出しておく。

L. euroJ田ea L. leptolepis L. eurolepis 

無 毛 有毛また無毛
無毛または極めてわづか
毛あり

一年生枝
黄 色 赤 色 黄 色

ろう分なし ろう分多し ろう分少しあり

黄金色 赤 色 薄手皆赤褐色

芽 褐 色 褐 色

樹脂分なし 樹脂あり 樹脂なし

四頭lとして急鋭 凹頭にして急鋭

股芽の基部11:重復する 股茅の基部11:少し童復

若い電車果の趨
桃紅色 宇野 緑色 桃紅色

直 立 背 反 背 反

円錐形 球 形 円錐形

醤 果
鱗片は直立または内曲 鱗片はいちぢるしく背反 鱗片はわずかに背反

替は長く抽出 沓は短かく抽出せず 萄は短いが幾分抽出

梗は黄色 梗は帯紅色 梗は黄色

4) DALLIMORE， W. and ]ACKSON， A. B.: A Handbook of Coniferae. 281. (1923). 
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2. 水平分布

Geographical Di日tribution

カラマツは日本固有の種類で，本州の中部および北部に分布するが，乙とに本州の中

部山岳地帯に多い。また本州中部の高冷地帯，東北地方，北海道における造林樹種として

重要なものであり，一方欧州沿海地方に移植されている。本種は北温帯においては，生長

が極めてよく，その造林的研究がしばしば報告されて来た。

わが国におけるカラマツ林の天然分布について，詳しい研究を行なったのは，田中の

校正大日本植物帯調査報告 (1887j!)が，恐らく最初のものであろう。同氏はその報告に 1

表をあげ，発表当時に知られた天然良林と人造良林の土質ならびに分布帯との関係をまと

めた。つづいて同氏は 1900年“落葉松と白楊の植かた幻"という書において次のように述

べている。“落葉松は日本に 2種あり，ーはカラマツまたはフジマツと称し，学名 Larix

leptolepis GOROONといい， 信濃の浅間山，御岳，毒事科山等，下野の日光，上野の吾妻郡

白根山，甲斐の八ガ岳，駿河富士山(甲州方面とも)，越中の立山，越後の妙光山等に天然

林ありて多し"。その後になり三好3)によって日光，富士山のカラマツ，早出ぺ武田51A)，

田辺凡7)の各氏によって富士山のカラマツについてゆきとどいた観察と説明が行なわれた。

地理的分布全般については， 近年高橋が“カラマツ林業総説"(1960)8)においてまとめて

いる。それによると“カラマツの天然分布地帯は本州中央部に限られ，その範囲は中部高

原地区である信州(長野県)を中心とし， 日光以南加飛国境白山迄の表日本斜面， 下野，

上野，武蔵，甲斐，駿河，飛騨の諸国にわたり，裏日本側では越後，越中，加賀の諸国に

わずか越境するに過ぎない"。 しかし，分布は隔離的になお北にのびていて，宮城県刈田

郡馬ノ神山 (1565m)9)に至っていることが 1935年来知られている。

今各地方別に主なる産地を挙げればつぎの通りである。

東北地方: 宮城県刈田群宮村および福岡村両村境に位置する馬ノ神山 (1565m)， 東

限であると同時にカラマツ分布の北限地でもある[木村 (1935)");木村・村井 (1935)1勺。

関東地方: 尾瀬ガ原上田代， 上の大堀川上流および川上川沿岸， 日光(湯本，夢の

羽田中 壊:校大正日本植物帯調査報告 67， 79， 116 & 136. (1887) 
2) 向 上:落葉松と白楊の植かた 1-6. (1気的)

3) 三好学: 日本植物景観 2:pl. 12 & 13. (1905): 5 : pl. 33. & 38. (1906): 8 : pl. 58. (1907) 

4) HAYATA， B.: The Vegetation of Mt. Fuji. 25， 48， 93， 94 & 95. (1911) 

5) 武田久吉・田辺和維: 高山植物写真図豪 65-68， pl. 313， 314 & 317. (1932) 

6) 武田久吉: 高山の植物. 33. (1941) 

7) 田辺和雄: 原色日本植物生態図鑑.1. 52， 57， 108， 127， 138. (19ω) 

8) 高橋松尾: カラマツ林業総説.(1960) 

9) 木村武松: 当局管内に於ける針葉樹天然分布について. 青森林友 No.237. 12-13. (1935) 

10) 木村武松・村井三郎: 宮城県植物目録. 15. (1935) 
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第8図 北限地，馬ノ神山の力ラマツ

Fig・8. Larix 1ψtoleρis at the northern limit of the 
distribution， Mt. Manokami， Pref. Miyagi 
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j胡，男体山，戦場が原，白根山，!Jlf州原)， 日光， 浅間山系の， 水ノ登山~箆登山の北側

1600-2000 m， !，'r:津白根山一;!??，万!坐I船主バt{fl)，秩父山系 (神流川上流，十文字峠，f]f;沢，

突出峠)な ど。以上の分布に|菊しては，次の報告 [三好 (1905-1906)'勺 武田 (1928)");猪

熊 (1931)12勺 同僚 (1960)勺 を考nuされたい。

中部地方 よく知られている浅間山(信州側)，八ガ岳一帯，富士山，上高地(梓川上

流)，木曽街I岳などである。その他江省所に散在しているが，従来記録されているのを挙げる

と，妙高山麓，立山当山，雨前1;山 (1963m)，戸隠山 [五地li;l>(岳附近 (1955m)]， 甲武信岳

(2468 m)，金峯山 (2595m)，同附岳 (2591m)，三岡岳 (1828m)， 梓山F付近七而山上部，

11)武田久吉 尾瀬地方に於ける保護林と其の鼠観 東京営林局 (1928)
12) 猪熊泰三 秩父演習林及び其の附近の木本植物 (予報) 東京帝大農学部演習林報告 No.14. 22 
(1931) 
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仙丈岳 (3032m)の中下腹部， 美ガ原北側武石山地， 中津川上水源地方;赤石山系大井

川流域， 白砂山 (2140m)， 佐武流山 (2192m)中腹 15∞-16∞m， 黒部川流域， 乗鞍
岳など(田中 18871);三好1905-19063);早田 1911');武田・田辺 19325);猪熊 1934町;

高橋 1960町。

序でに村井・棟方両氏 (1957)'0によって水平分布の東西南北限を示しておこう。

北限・東限: 宮城県刈田郡馬神山 140030'EL;3806'NL 

南限: 静岡県志太郎天狗宕山 (1366m) 3508'NL 

西限: 石川県石川郡白山 (2702m) 1360印包L:36010'NL 

西限に関しては高橋 (1943'町， 1郎08))と林 (1951)'町主によって白山山実の所産を報ぜ

られている。すなわち前者は白山の東谷庄川筋に，後者は石川県石川郡白峯村にその産を

報じている。正宗 (1963)17)は白山に生ぜずとし，また金沢営林署で (1964)も白山聞には

生じないとしている。西限に関しては更に研究の要があろう。

わが国におけるカラマツの天然水平分布をScHOBER(1953)聞によりまとめてみると

“カラマツの天然水平分布域は狭いもので，ことに長野県に集中し，離れて山梨県，埼玉

および静岡県にあり，東経 137。と 1400，北緯350と38
0
の聞に限られている"。 また寺崎

氏20)の作成した天然および人工カラマツ林分布図によってみよう。 “この図によると，広

い面積の森林をもっ天然の分布地域の核心は略々四角形の中にあり，乙の阿角形は北は上

田市，南は駿河湾，西は赤石山脈，そして東は富士山を通って作られている"。しかし，実

際には御岳や日光地方におけるカラマツ林の存在を無視することはできない。結局村井

(1957)の述べたごとく “尾瀬一男体山一富士山一赤石岳ーー御岳一白馬山一妙高山一白根

山"に固まれた地域とするのが妥当であろう。

カラマツの分布域の比較的限定されている点について LIN∞UIST(1955)2日は“カラマツ
が落葉樹の一層安定した社会 (societies)に定着すること，あいるは比較的新しい溶岩地域外

のスギ林に定着することが全く困難であることによるものと推測される。"と述べている。

[カラマツの北限帯]

13) 猪熊泰三: 甲州身延山及び七面山の樹木目録. 東京帝大農学部演習林報告 No.18. 58. (1934) 
14) 村井三郎・棟方啓爾: 北限カラマツ林の現状. 第67回日本林学会大会講演集.201-202. (1957) 
15) 高橋松尾J カラ 7 ツ林業綜説.46.(1943) 
16) 林弥栄: 日本産重要樹種の天然分布1.86. 95. (191) 
17) MASAMUNE， G.: Geobotanical studies of Mt. Hakusan. (1960);書信.(1964) 
18) 金沢営林署: 私信.(1964) 
19) SCHOBER， R.: Die japanische Larche. 3-4. (1953) 

20) TERAZAKI， y.: Forestry of the“Sugi" (ひyptome均 ja抑 lIcaDON) and the“Karalrult&u" 
(La門・'xleptolepis GORD.). Dep. For Minist. Agr. & Forest. Tokyo 1. (1926) 
21) LINDQUIST， B.: Provenances and type variation in natural stands of Japanese larch. Act. 
Hort. Gotob. 20-1. 8. (1955) 

角. 
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木村氏町 (1935)および村井・棟方両氏凶 (1957)の報告があるので以下記そう。

木村によれば， “カラマツは，馬ノ神山(扉風岳の東方にあり)附近に 1カ所存在す。

ζれ恐らく天然生カラマツの北限をなすものなるべし。北緯約3805'，海抜高 1850mの地

にして，面積約0.02haの範囲に散生するものなり。 直径は平均 15cm，高さ 3.5m位あ

り。直径6cm以上のものは全部にて約30本あり"。

村井・棟方は宮城県刈田郡宮村倉石岳国有林海抜高 1500m， 馬ノ神山頂カラマツ林

について， “高橋氏の群落型にあてはめると， カラマツーミヤマハンノキーアカミノイヌ

ツゲーオノエガリヤス型となるものである。その地区の土壌型は，高山ポドゾーJレとして

PoII型に当る"。 また林分構成を表示しているが， カラマツの平均値は生存木15本，平

均直径17.5cm， 平均高3.5m;枯死木14本， 平均直径15.5cm， 平均高3.0m;合計29

本，平均直径16.5cm，平均高3.3m。 ついで木村 (1935)のカラマツ本数，平均直径値，

第9図 カラマツ自生北限地

Fig. 9. Northern limit of Larix le，ρωlepis. (・)
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樹高値と比較して“すなわち 1932年当時30本生存していたものが， 大略25年後の 1956

年には生存が半減して 15本となり， 残存木の単木数値は少し大きくなっているに過ぎな

い。馬ノ神山では現在カラマツの生育地は 2団地に分れ， その各々は 3-4個の発生群か

ら成立していることは明らかである。すなわち西団地は 16本からなり， 3発生群に分ける

ことが出来，東団地は 13本からなり， 4発生群に分けることが出来る。殆んど各発生群に

の密集団枯死木を生じているけれども，特に顕著なのは西団地の中央群で，それは 9本の

内 7本の全部が枯死し，少し離れた 2本のみが生存しているのである。乙の現象から本

地区のものは明らかな天然生であることが認められ， 最近25年間にその半数が枯死して

いるので，近い将来絶滅する心配のあるととを報告しておくものである"。

1964年5月伊藤の観察によると，馬ノ神山ではカラマツは，村井の云うように大別し

て東西2団地に分れて生育している。西側の団地ではカラマツが上層にあり，ヒメコマツ

が混生する。 カラマツは樹高2.1-4.9m，胸高直径 15-40cm，下層にはシロヤシオ，サ

ラサドウダン， ミネカエデが多く，ついでヒメコマツ， ミヤマハンノキ，ダケカンノイ， ミ

ズナラ，ナナカマド，ハクサンシャクナゲ，チシマザサなどの木本，ササ類があり，なお

木本としてアカミノイヌツグ，ツノレツグ，ハナヒリノキ，オオカメノキ，草本種ではマイ

ヅJレソウと醇類が多しその他ミツバオウレン，ヒメイチグ，コキンパイ，オノエガリヤ

第1表 カラマツ自生北限地におけるカラマツ樹高と

胸高直径階B日本数表

Table 1. Height and Breast height diameter of Larix 
leptolepis at the northen limit. 

Hei喧ht(m) 1 

D.B.H. (cm) 2 

9-10 

10-11 

11-12 

12-13 

13-14 

15-16 

17-18 

18-19 

21-22 

23-24 

25-26 

40-41 

l 

Tota! 1 

2 

3 

l 

1 

2 

2 

1 

1* 

8 

3 4 

4 5 

1 

l 

1 

1 

l 

1 

2 4 

* 頂部は供試用として切断されている。本来は樹高約5mあったといわれる。

Tota! 

l 

2 

1 

1 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

l 

15 
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スなどがみられた。一方東側の団地では，地形的に馬ノ神山の一つの鞍部に相当している

ので，前者と違って風衝の影響が減少し，広葉樹種の高さは増大して上層を占めるように

なり，カラマツは広葉樹種に被圧された感じとなる。広葉樹種は概ねブナが多く，樹高

3-5mに及ぶ。 ブナに混在して，ヒメコマツ， ミヤマハンノキ，ダケカンノペ ミズナラ，

ナナカマド，ミネザクラ，コシアブラなどがみられた。カラマツは樹高1.5-5m，胸高直

径 9-26cm (1本のみ 40cm)。下層には前記ツツジ類の他，ムラサキシヤオ，ウラジロヨ

ウラクもみられ，その他木本種としてはミネヤナギ，ノリウツギ，ハナヒリノキ，ハウチ

ワカエデ，ハイシキミ，草本種としては，なお前記種の他クノレマパソウ， ミミコウモリ，

ヤブレガサなどがみられた。

本カラマツ自生北限地点における生存木について，伊藤の測定記録を表示すると第1

表のようになる。

3. 垂直分布

Vertical Distribution 

カラマツ天然林の垂直分布高度に関しては， 田中 (1887)')，REIN (1888)ペSARGENT
(1894)ペ三好 (1906)ペWILSON(1916)町，猪熊 (1931)ぺ林 (1951)ぺ武田 (1956)町，村井・
棟方 (1957)的，田辺 (1961)'0)など諸氏の記録がある。

上記文献を参照してこれらを一括すれば， カラマツの垂直分布高度は概ね 1ω0-

2800mの聞に認めることができょう。

なお本調査において，カラマツ群落標準地として求めた地点の高度を示せば

尾瀬ガ原(1カ所 1420m

日 光 (14カ所 1020--2320m; 1400 m前後に最も多し

浅間山 (6カ所 1390-1500m 

万 座 (2カ所) 18∞m 
梓 山(1カ所) 1480m 

金峯山川 (3カ所) 1360-1750 m 

八ガ岳 (4カ所) 1800-1850m 

御 岳 (2カ所) 1640-1650m 

上高地 (2カ所) 1540-1620m 

富士山(6カ所) 1840-2450m 

1)， 3)， 4)， 5)， 6)， 9)は前掲書。

2) REIN， J. J.: Japan (Travels and Researches). 157. (1888) 

7) 林弥栄:前掲書， 1. 86-95. (1951) 

8) 武田久吉: 高嶺のfE. 151-158. (1961) 

10) 田辺和雄: 原色日本植物生態図鑑1. 126-127. (1960) 
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標準地は群落相の均整な箇所に設定するので，これによってみると，カラマツ林とし

て群落学的に整った林分は， 富士山を除いては概ね 1400-1800m， 富士山では 18∞~
2500mの聞に見られる乙とになる。前者の数値は，村井・棟方 (1957)が最適高度範囲と

する 1400-2000mとほぼ同じである。

森林帯: カラマツの垂直分布域を森林帯との関係において論じている例には，国

中， RE町，早田，本多の諸説がある。 問中 (1887)はカラマツは彼の“第三帯から第四帯

に跨り生ずる樹種"であると述べているが，第三帯とはいわゆるブナ帯，第四帯とはいわ

ゆる“シラビソ帯"である。早田 (1911)11)は，富士山の垂直分布を論じその第4番目に

"Larix region"を設けた。 この regionに接して下位には EvergreenConifersすなわ

ち常緑針葉樹の regionがあり，上位には Salix-Alnusregionミネヤナギーミヤマハン

ノキの regionがあるとした。

REIN (1888)は， 日本列島の植物を記述した中で， 日本の森林帯を垂直分布から 5区

分し，その4番目に“Zoneof Firs and Larches"を設け， "1500-2000 m"にわたる間と

した。そしてそ乙では“カンパ類，ハンノキ類，亜高山植物と濯木を見る"とした。ここ

に日本森林帯を大きくわけると乙ろにカラマツを登場させた。ちなみにここでいう firsと

はシラビソとオオシラビソを含むのであろうか。 ところが 1905年の RE町山の著を引用

して， F ABER (1935)日〉は“シラビソ類帯もしくは上部針葉樹林帯は 11∞-2必Omで，カラ
マツもまたこの帯に属する"と記している。 そしてなおカラマツ帯は 2300-26ωm間に

あり，早田の富士山の記載を引用して，高さ 2900mに達するとしている。本多 (1916)10

は同様に富士山の垂直分布において， その中の寒帯林 (1680-2760m)中， 2370-2580 m 

聞にカラマツ林なるー区分を設けた。富士山におけるこれらの著者の考え方に対し武田，

田辺 (1932)15)は反対を唱えている。すなわちへ..…富士の中腹以下には……亜高山帯の上

部と高山帯の下部との聞に，カラマツ帯なる特殊な一帯があるかとさえ思わしめる程であ

る。 されば早田博士のごときは……少くとも富士山上の植物帯中に[カラマツ帯lの存在

を主張されるが，こ乙はカラマツの本拠ではなくて，ただ先駆者として生育しているにす

ぎないのである……"。

SCHOBER (1953)は[カラマツの気候帯への適応性から REINの示した中部日本の

森林垂直帯中“ 3.Stufe der Abies Veitchii"すなわち 1700-2480mの“ObereKoni-

11) HA Y A T A， B.: 1. c. 93. (1911) 
12) REIN， J. J.: Japan nach Reisen und Studien. (1905) 
13) SCHIMPER， A. F. W. und F ABER， F. C.: Pflanzen geographie auf physiologischen Grund-
lage. 1418-1419. (1935) 
14) 本多静六: 造林学前論/三. 改正日本森林植物帯論.174. (1916) 
15) 武田久吉・周辺和維: 高山植物写真図乗. 67-68. (1932) 
16) SCHOBER， R.: 1. c. (1953) 
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ferenstufe"にカラマツは属している]と述べている。

カラマツの垂直分布について PLOCHMANN(1961)17)は“H.MA.YRのいう Picetumと

同ー分布域を持つとし， 1500mまたは 1600mから森林限界の 2400-2500mにわたる針

葉樹林帯中， 15∞-2oo0mにカラマツの主要分布領域がありとし 2∞Omのシラビソ・
オオシラビソ帯ではコメツがと同様カラマツも従属的となり，混入量も少なくなる。しか

し22∞-2印Om聞の少量の筒伏性植物のみが生育できるような森林限界や樹木限界を形
成する種類の中には特殊条件下ではカラマツも加わっている"と述べている。

上記の著者とはやや趣を異にするが，木村・村井 (1935)聞は，東北地方の通性として

温帯林を代表し，落葉広葉樹林の大部分を占めるブナ群叢の中にカラマツの北限地帯を包

含させている。

4. 育地 Habits

カラマツはわが間中部山岳地方の新生火山域の林相を特徴づける重要な樹種である。

すでに述べたように， 森林の垂直分布からみると，おおむね冷温帯林から亜寒帯(亜高山

帯)林にわたって見出される。森林群落から見ると，林地としては，ブナ林帯から，シラ

ビソ・オオシラビソ林帯，時には樹木限界にまで到達する。カラマツはコメツガとは対鯨

的に，代表的な陽樹であるので，他樹の庇蔭下では生育しない。しかし乾燥に耐え，脊薄

土壌にも殖民する能力をもっているので，現存天然林は概して劣悪条件のところにみられ

る。すなわち火山土や火山噴出灰土からなる新しい土壌，溶岩地など。しかしまた，劣悪

土質でなくとも，山火跡地，地滑り跡，雪頼れ跡，河原，氾濫原のような新しく形成され

た裸地にも好んで成林する。それらは多くの場合一斉純林である。次にここに主な文献に

紹介されている育地をあげてみよう。

日 本 SARGENT1) (1894): カラマツを生態的あるいは群落的に記述したのは，

SARGENTである。彼はその著において次のように述べている。“日本に産するカラマツ属

はカラマツ一種である。 まことに美事な樹で，高さは 70-80ftに達し，葉は淡緑色，太

い樹幹の樹皮は帯紅色で，欧州の種類と育地を同じくしている。日本のカラマツは本州中

部では 5∞oftのところに普通であり，小林状に群落するか， あるいは他の落葉広葉樹
と混生する"。

WILSON2) (1916): 日本産カラマツは加賀国白山から分布し，日光地方に北限があり，

17) PLOCHMANN， R.: Okologische und Waldbauliche Beobachtungen und Untersuchungen an 

Lari・xleptolePis GORD. in ihrer Heimat. Forstw. Cbl. 80 Jg. 1961 (5肌 132-133.(1961) 
18) 木村武松・村井三郎: 宮城県国有天然林植生概況 (1935).

1) SARGENT， C.・1.c. 83. (1894) 

2) WILSON， E. H.: 1. c. 30-31， pl. 15， 16. (1916) 
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近代的火山の火山土の上に限られて生ずる。このような土壌条件を有する山岳地帯ではど

こにでもみられるが，特に八ガ岳と富士山が有名である。 高度的にみると， 5ω-23∞m 
の聞に分布し，富士山の南側では濯木状となって， 29∞mに達している。 カラマツは純
林を形成する傾向がある。その純林はしばしばかなりの面積に達する。

しかし，一方アカマツ， トウヒ，コメツガあるいはミズナラ，カンパ類，シデ類，ブ

ナなどと混交し，もっとも海抜高の低いと乙ろではウラジロモしもっとも高いところで

はシラビソと混交する。 カラマツの最大なものは， 高さ 33m，幹周 4mに達する。 しか

しこのような樹は稀で，普通は樹高25--26m，幹周2-3m。 樹皮は灰色で，鱗片は狭く

縞状に剥離し，その跡は赤色を呈する。老樹の樹幹の基部近いところをみると，樹皮は多

少楕円形の板状，溝状に深く彫られ，校条は多数で細く短かく，水平に拡がり，時に湾曲

する。樹冠は狭く，ややピラミッド状。校条は無毛または有毛，帯黄褐色または帯紅褐色，

しばしば有粉。葉は灰白緑色，下面に強き竜骨あり，両面に気孔を有する。球果は広卵状，

長さ1.6-6cm。種鱗の上縁は反捲する。 乙の書において WILSONは日光戦場ガ原と湯元

で撮影したカラマツの写真二棄を収めている。前者は戦場ガ原カラマツ林の一部で，樹高

20-25m，幹周1.6-2.3m。後者は湯元で下層にニツコウザサの生じていたもので，幹周

3.75mの単木である。

日 光 三好 (1905)3):“馬返しより渓流に沿い徐々に山腹を登れば中の茶屋一

帯の山地は潤葉樹の混林をもって覆わるるも，すでに大平の高原(華厳の上の平原をいう)

に達すれば，カラマツ，モミ(ウラジロモミ?)，針葉樹の生長に適し……。……湖辺を往

く里許(約4km)りにして赤沼原に達すべし。 これ日光山中の一大湿原にして，その北方

なる男体山の山麓にはカラマツの純林をみ……。……湯元に達すれば，植物帯はふたたび

一変し，快活なる潤葉樹に代うるに暗黒なる針葉樹をもってし，ツガ(?)，コメツガ，ア

スナロ， リュウセン(シラビソ)，モミ(ウラジロモミ?)， トウヒ(?)，カラマツなどの松

柏科植物繁し……。

富士山 早田 (1911)'):“針葉樹林帯の 2300m以上は……。常緑針葉樹は落葉

針葉樹の Formationを形成するカラマツに席をゆずる。 ……南側ではカラマツは海抜

2900mまで見出される。 そこでは地面にしっかり密着し風によって吹きとばされるのを

防いでる。それは同じ状態におけるハイマツに似ている。……Larixformationの中で見

出される植物の種類は次の formationにおけるものと同じである。"

武田・小林 (1931)町は富士山の生態的分布を野火跡地のもの，雪代跡地のもの，樹木

3) 三好学:前掲書 (1905)

4) 早田文蔵:前掲書.(1911) 

5) 武田久吉・小林義秀: 日本地理大系. 富士山.78-80. (1931) 
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限界に成立するものの三種に大別した。

a) 野火跡地のカラマツ林: 富士における伐採野火跡地にカラマツのよく生育する

乙とは著名なる事実である。頻々とした野火におそわれたと乙ろも現在カラマツのみの景

観を呈すると乙ろがある。これはカラマツが，冬季針葉をつけず，根も深く，従って野火

に対する抵抗も極めて強い。

b) 雪代跡地のカラマツ林: 乙れは富士における植物景観中特異なものである。カ

ラマツの純林を生ずるのは破壊がひどく新裸地を形成せると乙ろに多い。

c) 樹木限界におけるカラマツ林: 乙れは早田博士のカラマツ帯と命名されたと乙

ろである。

武田・田辺 (1932)町:“富士北口五合目から小御獄に向うには……。……かく草本こ

とに樹木の成立する条件中，重要なものは第一に土地の安定することであって，第こには

風当りの弱い乙とである。富士山中腹では岩盤は概ね縦に露れ，しかもこれは砂膿とちが

って容易に移動するがごときことはないから，樹木の成立に都合のよい足場となる……。

富士中腹にみる樹林は主としてカラマツ， ミヤマハンノキ，ダケカンパのごとき落葉樹か

らなり，ままコメツガとかトウヒのごとき常緑針葉樹とか，またはミネザクラ，ナナカマ

ド， ミヤマヤナギ乃至はシロシャクナゲを?昆ずる…・・。

ScHOBER (1953)7)が記述していると乙ろによれば，カラマツ林は SCHENCKによると

火山噴出性の火山岩，火山砂，火山灰の風化によって生じた肥沃な，石灰に富むそしてし

ばしば土壌層の厚い土地に成立している。特にカラマツの分布は溶岩の噴出や，大豪雨後

の著しい崩壊によって拡大される。カラマツは他のいずれの種と違って，この様な大崩壊

(Katastrophen)後の荒廃地には先駆樹種として再び植民する能力をもっている。

自然分布域に於ける気候条件は，極度に耐寒性で， BA∞uxによると，“比較的寒冷
で，乾燥する冬と暑く雨量の少ない夏"で特徴づけられる。 そしてまた 2000m前後の高

山地では生育期間において非常に高い湿度が支配的であるようなところである。

寺崎によると，自然立地における Bestockungsformは富士山，赤石山脈の広大な純林

および利根川や木曽川の原流地域 (Quellgebieten)にみられるが， これらは通例他の針葉

樹種と混在する。また同氏によると，混在樹種は低地ではウラジロモミ，シラカンノイ，シ

ロヤナギ，コオノヲレ，高地ではコメツガ，シラビソ，オオシラピソ，イラモミ，トウヒ，ア

カマツ，ダケカンノイ， ミネザ、クラおよびミネヤナギなどがある。随伴頻度の高いものはシ

ラビソ，コメツガである。カラマツはシラビソ，コメツガ， トウヒおよびダケカンパと共

に最上部の森林限界迄上昇する。早田によれば富士山の種々の高さの地良や露出における

6) 武田・田辺:前掲香.(1932) 

7) SCHOBER， R.: 1. c. (1953) 
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カラマツの出現について詳しく知ることができる。この調査によると，富士山の北面では

カラマツは広く分布しているので， 海抜15∞-2000mの間ではカラマツ林が常緑針葉樹
林帯の中に孤島状に突出している。東面ではカラマツは最上の生育状態に達しており，

18∞m近傍に多い。 低地では生育や(材)質は低下し， 9∞m以下ではカラマツは優勢樹
種から消失する。 2300m以上，殊に南面では 2900m迄，カラマツは濯木型を呈するし，

部分的に地上を筒伏する幹をもち，風衝樹冠を呈する。 2ωOm近傍ではカラマツはヤナ

ギ類，ハンノキ類およびカンパ類からなる濯木叢に混生している。

天生の立地における天然更新の経過や個々の樹種の更行は入手し得た文献によれば未

だ明らかにされていないと記した寺崎は“日本のカラマツは富士山や赤石山脈で純林地に

おいて極めて広域にわたり更新している。天然更新はそれでもうつ閉した林 (geschlossen

Bestand)に到達しないで，漸く樹冠層に間隙が出現してくる。このような条件下ではしば

しばオオシラビソやシラビソ(の種子)が近くに飛散して定着し， 樹冠層の間隙が一層広

くなるにつれてカンパ類やヤナギ類が現われーそしてまた多産な種子によりーカラマツも

出現する。カラマツ林においては広葉樹種の天然立地に伴ってトウヒ類，モミ類，コメツ

ガおよびカラマツが随伴する。カラマツは新開地ではアカマツによって征服されるが，

Schenkの言及せる如く，火山噴出による自然崩壊，雪崩(富士山)及び Erosion後の荒

廃地に生ずる。"

LIN∞'UE訂 (1955)8)は1952年夏から秋にかけて，富士山(山梨県側)，日光，群馬県，
長野県軽井沢， 浅間山， 八ガ岳などのカラマツを調査し， 1955年その研究結果を発表し

ている。この研究調査において彼はカラマツの樹冠型の変異と，校条型にある遺伝的変異

に気づき，地方系の問題と，自然の育地における形態的変化に留意している。カラマツの

天然立地について彼は次のように述べている。

“日本のカラマツの天然立地は，高度nOO-2400m閣の山岳地帯に主に見出される。

現在のカラマツの分布下限は，旧い時代からの植林のために決め難いが，上限ははっきり

と決めることができる。カラマツの立地は純林にしても，またダケカンパやオオシラビソ

と混交するにしても，中部日本のいくつかの山では樹木限界を形成している。山岳の南斜

面上では筒旬するものが極端な高度に出現するが， 林によれば富士山では2加Om迄達す

るという。

日本のカラマツは火山地域を好み，その最適な発育は崩壊熔岩上にみられるが，恐ら

くは火山灰土壌，火山磯上でも，また浅土性の第3紀石灰岩地域にもみられる。カラマツ

が天然林において極端に弱い競争能力しかもっていないにも拘わらず，中部日本において

いぜん広面積を占めているのは，火山噴火による新土壌形成によるものであろう"。

8) LINDQUIST， B.: 1. c. 5. (1955) 
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第10図 崩壊地のカラマ ツ林 (金峯山)11)

Fig. 10. Larix leρtolejうisforest on the disintegrated 

slope (Kinpusan River， Nagano Pref.) 
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PLOCHMANN (1961)的はカラマ ツはーその属のすべての種と同級ーコメツガのような

陰樹ではなく，陽格!なので森林発達の上から発達した段階に相当した杭洛には混生するこ

とはないと述べ，カラマツの立地についてどにのように分類した z すなわち 1)森林の極

盛相への発達を阻止しているところー活動中あるいは長い間休止している火山 2)大変

動 (Katastrophen)によって森林が破壊されてな くなったところ 台風による風害と長雨に

よる洪水によって生じたところ。 しかし PLOCHMANN 自身はなお，カラマツ材の成立に

ついては次に述べるような別な而から整理ーして，彼の論文で笑際に区分して用いているn

9) PLOCHMANN， R.: 1. c. 133-151. (1961) 
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それは火山と@副長においτつぎのように考察した。 1)非火山性の基盤 (Grand-gestein)

または古火山性基盤に護地成立しているカラマヅ林 2) 若い火山性の噴出物の立地に成

立しているカラマツ林。

1)についてみるに， PLOCI剖 ANNによると，本州中部の山岳は険阻で，その急峻な地

形と，裂け目の多い山腹で特捜づけられている。この様な山岳では鋭く稜線や尾根が突出

しており，また深く切れ込んだV字谷がみられ，保水力も僅かであるので，立地条件に対

し要求度の大きい樹木は生育出来なし九 Tsugetumではツガーヒノキの立地，または，そ

れらの林木と並んでヒメコマツやクロべなどの立地がそうである。乙れら二つの森林帯で

は上記のような森林群落までは形成するが，極盛相に達するまでの通常の発達は順調に行

かず，やや永存的群落として存続するのみであるという。このようなやや永存的群落の中

では，カラマツが代表的であり， Pr成 HMANNはその代表例として笛吹谷のカラマツ林を

あげている。そして非火山性あるいは古火山性基盤の立地上の稜線上でのカラマツの殖

民は，本種が悪い環境でもたしかに，そして常に存在している乙とを示すものであるとし

ている。

Pr氏 HM必-lNは笛吹谷のカラマツ林について， belt-transectによってその林況を示し

ている。ーっは上述の稜線上に生じたカラマツ林であり，今一つは谷底部にみられたカラ

マツ林である。 彼によるとカラマツの純林またはほとんど純林地は Murgangeと Wild

bach betteの素土壌 (Rohboden)上に生ずるもので，後者のカラマツ林はまさしくその純

林の状態をよく示している。前者の belt-transect(50 X 10) m2でカラマツ，コメツガがおお

むね 10-30m層を占めて混交し 10m層にシラビソ，オオシラビソ，トウヒw-jezoensis 
とあり)，ゴヨウマツ，ヒメコマツ，ウダイカンノイ，ダケカンパなどが生じている。後者で

はカラマツが40m層に優占し， 10m層にコメツガ，ミズメ，ダケカンノf，オガラパナ，

ミネカエデ， トウヒ，アズキナシなどをみる。

2)についてみると，噴出後幾らも年月もたっていないで，風化の期間の短かい火山

灰，熔岩，火山礁は，本州中部の多くの平地をおおっている。火山噴出物は殖民にとって

かなりの，しかもしばしば極度の困難さをもたらすものである。その困難さの原因は物理

的関係のみならず，化学的なものによるものである。熔岩が固まる間，火山灰はほとんど

その結着力を欠いており，栄養物の吸収は不十分である。すなわちここでは個々の栄養物

は欠如するか，または不可溶性である。保水性は一般に均しくないので，全くまたはただ

少量の保水力のみが保たれているにすぎない一少なくとも傾斜面では。これに対し平坦な

地形では水のせきとめが生じる。この様な条件下では要求の少ない，頑丈な生育様式の植

物のみが殖民する。例えばほとんど常にまず生じるのはタデ科の種類で，ついでミネヤナ

ギ，ノぜツコヤナギ，ナナカマド， ミヤマハンノキ，ダケカンノぜ，多くの Rhododendron，
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1匂aciniurrfの種類， 低いところではアカマツとミズ歩ラ d'1ことにカラマヅは最初に殖民

する第ーのものに属している。

彼はとの研究に富士山のカラマツ林を対象としてわる。彼によると，富士山のカラマ

ツは 23oo-2500mの間，飛んで 2800m迄到達している。 富士山ではカラマツは森林お

よび樹木限界を形成しており，そこではカラマツ以外にミネヤナギ¥パγコヤナギ，ナナ

カマド， ミヤマハンノキが加わってくる。 最初は小さな斑 (Trupps) または群 (Gruppe)

を生じる。筒旬個体に並んで殖民の中央では個々の樹木は直立する。しかし嵐や雪によ

って崎型的になっているものもある。殖民が密集してくると，ダケカンパが生じる o'_下床

には多くの様々な Rhododendronの種類が少数の小濯木を伴ってー諸に繁茂する。高

さは 2-3mに達する。

カラマツは森林限界では他の樹種に交代されずに自己保存が可能であるが，低地では

純林とならない。そこでは殖民が成功し土壌条件がカラマツに一層有利であっても耐陰性

の樹種がカラマツに勝ってくる。これらの樹種として"針葉樹林帯では殊にシラビソとコ

メツガがあり，低地では広葉樹，第一にカエデ類がある。

富士山のカラマツ林を，次の 3カ所の belt司transectsによって図示している。 Belt1 

は (looxl0)m2で高距 2000m， カラマツ大径木の富むコメツガとの混交林に設定したも

のであり，その他シラビソ，夕、ケカンノイ，オガラパナ， ミネザクラ，ナナカマドなどを生

じている。 Belt2は (100Xl0)m2で高距1卯O:rp.， iJラグツが密に閉じた樹冠層をもって

いる林で，同層にシラビソを混生する外，下層にコメツガをみるだけである。 Belt3は

(50X5) mへ高距2200mで火山灰でおおわれた土壌上，急、な北斜面上に設定したもので，

旬旬状カラマツ限界に近い個所であるという。しかしとこではカラマツは直立しており，

樹高5-20m層にわたって存在し， その他シラビソ，ナナカマド， ハクサンシャクナゲ，

コメツガ，ダケカンパなどが混生している。

以上述べてきたように，カラマツ林は特殊な陽樹林で，一つの立地的極盛林と考えら

れる。本州中部において，オオシラビソ，シラビソ，コメツガ林あるいはブナ林が成立す

べき立地に，なんらかの起因で立林した日本固有の森林である。すなわち，破壊によって

そ乙に新成土が生じ，たは地面が裸出した地域へとカラマツが侵入して，カラマツ林が生

じ，もし群落更行が方正に進めば，カラマツ林は他の森林に置換される。しかしこれには

おそらく 200年以上を要し，もしこの聞に再び破壊作用が起れば，またカラマツ林が成立

することもある。乙のような破壊作用はしばしば自然界では断続的にくりかえされるもの

で，富士山などではその好例がみられる。カラマツ林成立要因としては次の事項が考えら

れる。

a. 火山灰磯地: 新生火山にみられ，富士山や浅間山にその代表的群落がある。
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b. 酒 沢: 所々の高山における潤沢沿にみられ，男体山や富士山にその好例が

ある。

C. 岩礁地: ζれは表土の浅いところで， コメツガやアカエゾマツの同系の立地

に似ている。

d ‘ 押出溶岩流: 戦場ガ原にこの好例がある。

e. 急傾斜地: ζれはしばしば岩礁地と重なる。

f. 崩壊斜面: 信州の諸山や男体山にその好例をみるであろう。

g. 雪代また雪崩跡地: 富士山に好例がある。

h. 河 原:信州山岳地帯の諸川上流で所々にみる。

1. 山火跡地: 信州山地でよくみられる。

j. 放牧地:信州の山地にある。

k. 耕作跡地: 信州の山地にある。

いずれの場合においても，しばしば天然生一斉林が形成される。しかも団林面積の大

きいのが降下火山棟地帯で，富士山， 浅間山， 男体山，八ガ岳， 御岳山などが，その好

例である。なお湿原上にカラマツの生じる例は日光戦場ガ原で観察されるが，カラマツに

はグイマツのような湿原上の成林はみられない。

5. 群落更行 Succession

群落更行上から，カラマツ林の研究と観察は，従来主として富士山と日光でなされて

いる。その代表なるものをあげてみよう。

富士山: 富士山においては現在森林限界に対して森林殖民の第一線がカラマツに

よって代表されている。 富士山における広汎なカラマツ林の分布に対し，早田は特に d)

カラマツ帯を設定し，更にまた 1926年富士山口の植生更行を論じた際に， 具体的例示と

して，“ (2)カラマツはトウヒによっておきかえられる。 (4)シラビソはカラマツによって

おきかえられ，また (6)ミヤマハンノキはカラマツにおきかえられる"などの例を挙げて

いる。ことに同博士は“シラピソは比較的短命で数代後には，おそらくカラマツによって

おきかえられるであろう"と述べているが， (4)と (6)は一考を要するところである。 ζ

れに対し，式出，田辺 (1932)2)は既述のように富士山上のカラマツは，先駆者として生育

しているにすぎないとい森林帯的に安定したカラマツ帯の存在を否定した。田辺町(1節0)

は富士山のカラマツ林は“極相の森林を形成することではない。オオシラビソやコメツガ

1) HAYATA， B.: Proc. 3rd Pan-Paci五cSci. Congr. Tokyo， (1926). 1867-1民8.(1928) 

2) 武田久吉・田辺和維: 前掲書.(1932) 

3) 田辺和維: 前掲書.52.(19伯j
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の森林の中に，それよりも樹令をはるかに上廻っていると見なされるカラマツがある乙と

から考えると，多くの山ではソウシカンパ→シラビソ・コメツガとなってゆく植物群落遷

移の過程が，乙乙ではカラマツまたはソウシカンパ→シラピソ・コメツガとなっているの

である"。 乙のように，富士山あるいは浅間山など森林帯の未完成な単体火山では，方正

な森林帯の配列を無視して，カラマツが先行していく。

日 光: 薄井叫 (1955)はカラマツーシラカンパ群集を設けこれを戦場ガ原周辺の

カラマツ林にあてた。その成因は先駆種の，崩壊による山腹剥落地および、山足の堆積土砂

上への侵入と排水による湿原の乾燥化に伴う植生推移の二つの場合が考えられる。推移が

進むにつれ，ササの侵入を受け上木の天然更新が著しく害されるととはブナ林と同様であ

るが，カラマツもシラカンパもおおむね一代限りで子孫の絶える点を異なるとしている。

これより先 Lindquist町 (1955)はカラマツ林の天然更行について，一つは落葉樹林へ，

一つは針葉樹林へ至る道程を見ている。彼によると， “既に述べたようにカラマツは火山

灰，溶岩および火山喋地上に優占しており，時には極めてうつ閉した立地に優占し，時に

はアカマツ，コメツガ，ズミ，タケカンノT，シラカンノイ，パツコヤナギの混生する林冠の

開いた林中に散在する。乙の混交林は落葉樹林へ向つての天然更行の一環と見る乙とがで

きるし，あるいはまた富士山や日光におけるようにシラビソ林あるいはウラジロモミ林へ

の天然更行の一環とも見られる。しかし一層分解した噴出物地域ではカラマツはオオシラ

ビソ， トウヒ，時にはまたネズコと混交している。そこではカラマツはミズナラ，夕、、ケカ

ンパ，ウワミズザクラ，エゾイタヤ，オガラパナと混交した落葉樹林へと発達する。そし

てリョウブ，オオカメノキ，シャクナゲ類は濯木層に出現する"。

なお日光の戦場ガ原に関して，カラマツと湿原の問題が出てくる。湿原が湿原として

群落更行する場合には，湿原上にカラマツ林が果して出現するかどうかについては問題は

あるが，現在湿原上にカラマツの生存していることは確かである。しかもこのカラマツの

湿原中の立地は谷地坊主かもしくは谷地坊主的な小E状の所に限られている。この場合，

谷地坊主もしくは谷地坊主級の主体は，ヌマガヤ，オオアゼスゲのことが多く，ワタスゲ

の乙ともあり，時にはミズゴケ類のクッションの上にあることもある。後者の場合はミズ

ゴケ類ークロマメノキ基群叢の中にあり，あたかも北海道におけるミズゴケ湿原中のアカ

エゾマツにも似ており，ヌマガヤ湿原中のカラマツは，北海道におけるヌマガヤ湿原中の

アカエゾマツにも似ている。現在三本松西方のカラマツ林から湿原の乾燥につれてカラマ

ツの侵入が見られているが，乙の関係についてはなお将来を待たなければならない。

いずれにせよ，森林植生から見ると，カラマツ林は，オオシラビソ，シラビソ，コメ

4) 薄井宏:宇都宮大学農学部学術報告. 3-1， 18-30. (1955) 

5) LINDQUIT， B.: 1. c. 7-8. (1955) 
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ツガなどの諸林，あるいはブナ林の成立すべき地域に，何らかの原因により，土地的の破

壊がおこり，それがため新成土が生じ，または土地の裸出した地域へと侵入し，そして林

地を形成し，群落吏行が方正に進めば，上述したような他の森林に更行すべきものであ

る。また異例的に湿原の乾燥によって媛林からのスタ戸トが起り，土地の環境変化によっ

てはカラマツ林が成立したとしても，それから先の更行は前者に準じてこよう。ただしい

ずれの場合にも群落更行には 200年以上を要するものと推定されるがゆえ，その聞に再び F 

破壊作用が起れば，またまたカラマツ林が出現する乙ともあろう。このような破壊作用は

山岳の条件によってはしばしば継続的にくりかえされるであろうから，カラマツ林が現在

随所に見られる富士山，日光，浅間山などはその好例である。

111. 群落調査

Phytosociological Study 

舘脇 操・伊藤浩司・遠山三樹夫

TATEWAKI， M.， 1τD， K. and TOHYAMA， M. 

本州中部山岳地帯におけるカラマツ天然林の群落調査に際し，その代表となるような

次の 9地域を選んだ。(第11図)

1. 富士山(山梨・静悶県) ...・H ・-・…...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..p. 54 

2. 金峯山(長野県)……………………………………………… p. 69 

3. 八ガ岳(長野県)……………………………………………… p. 81 

4. 御 岳(長野県)……………………………………………… p. 96 

5. 上高地(長野県)……………………………………………… p.101

6. 浅間山(長野県)……………………………………………… p.108 

7. 万 座(群馬県)……………………………………………… p.122

8. 日 光(明木県)………・・・…………………………………… p.127 

9. 尾瀬ガ原(群馬県)……………………………………………… p.156 

1. 富士山 Mt.Fuji (Fig. 12) 

富士山におけるカラマツの分布は， その山麓海抜lO00mから始まり 28ωmを分布

の限界とし，日本の山岳において最も巾広い垂直分布を示している。残念なことに開発の

進んだ今日，山麓のカラマツはほとんどその姿を消し，山中湖畔にわずかに若干の自然木

をみるのみで，該湖畔にあるカラマツ林はいづれも植栽されたものである。また河口湖登

山道1合目から 2合目附近には立派なカラマツ林があるけれども，これも人工林である。

なお，寄生火山長尾山の熔岩によって造られた青木ガ原にはカラマツの老令木が散在する
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第 11図調査地概図

Fig. 11. Experimental plots 
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が，純林はほとんどなく，ツガ(上部ではコメツガ)，ウラジロモミ，ハリモミ，アカマツ，

ヒメコマツ，ヒノキなどと混生する。カラマツが最も多くみられるのは北側斜面の森林限

界附近で，古御岳ー御庭一大沢を結ぶお中道の上下にはその純林が広く分布している D 東

南面では寄生火山宝永山噴火の際堆積した砂棟上に，先駆群落としてのカラマツがある。

乙れは御殿場登山道の太郎坊附近から富士宮登山道5合目宝永山火口附近にかけてみられ

る。しかし御殿場登山道沿いの大部分は未だ森林の回復がおくれ，大部分は砂礁を露出し

ている。須走登山道，富士宮登山道沿いにはウラジロモミ，シラビソなどと混交した林を

みる乙とができるが，これらも近時伐採と風倒により原生状態は破壊されつつある。

富士山におけるカラマツの主要分布域は既に早田 (1911)の植生図に示されているが，

現在でもその中によき純林が残されている。

本研究で対象のーっとした富士山国有林74林班「ち」小班について， 静岡営林署の



56 北海道大学農学部演習林研究報告第 24巻第1号

第 12図 富士山調査地位置図

Fig. 12. Mt. Fuji 

森林調査簿表による森林概況を示すと第2表のようである。 (p.66参照)

[1. a] 帯状区 (50X5)m2 カラマツー辞類基群叢方位 N(斜面 N) 傾斜0-16。

高距 1850m Photo 4. 

本帯状区は富士山北面精進登山道に沿って3合目小屋の上方約700m，高距 1850m，

. 
叫
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74ち

シラビソ林が近くにあるカラマツ林中に設定した。山梨県有林富士事業区 22林班に属し，

所生高本林は尾根筋から沢斜面にかけてほぼ一斉林型を呈し，林床は辞類を主体として，

カ1層を形成する。等植物の種類数に乏しい。本帯状区の高木層にはカラマツが優占し，

幹径の樹高の均等なるに比較して，胸高直径 18-38cmで，ラマツの樹高は 16-18m，

3層 (4-11m)にはコメツガを見，

第3表 [1. a]帯状区樹高階別本数表

Table 3. Number of trees in each height grade in 

the [1. a] belt-transect 

2層 (11-16m)はシラビソが多く，開きは大きい。
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第4表 [1. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 4. Number oftrees in each diameter grade in 
the [1. a] belt-transect 
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第51提 [1. a]帯状区林床植物一覧表

Table 5. Cover degree and frequency of plants in the 
[1. a] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 W ~ a ~ a ~ ~ ~ 
F. C.V. 

Species 植物名 5 W ~ a ~ a ~ ~ ~回

Abies Veitchii シラピソ + + + + 十++ IV 
Tsuga diversifolia コメツガ + + + 
Sorbus commixta ナナカマド 十+

Acer Tschonoskii ミネカエデ + + 

Euonymus macropterus ヒロハツリパナ + 

丹rolarenifolia ジンヨウイチヤクソウ + + + +十+
Maianthemum dilatatum ~イヅノレソウ + + + + + + 
Pyrola a伊ina コパノイチヤクソウ + + 
Pyrola secunda コイチヤクソウ + 
Monotropa Hypopithys シャクジョウソウ 十

Clintonia udensis ツバメオモト + 

Mosses 蘇 類 4 4 3 4 2 1 2 

第 13図 [1. a]帯状区 カラマツー蘇類基群叢

Fig. 13. [1. a] belt-transect in the forest of Larix 
leptole.ρis (L. leptolePis-Moss soc.) 
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2-3層聞に跨ってナナカマド，ダケカンパが少数混生している。なおシラビソとコメ γガ

はすみわけをして，シラビソからコメツガへの群落更行を思わせるかもしれないが，両種

はほとんど同時代に入ったものと考察され，シラピソの代の先は今推定できない。林床は

草本層の発達が悪く，所生要素としてはシラビソ，コメツガ，ナナカマドなどの高木幼苗

の外，ヒロハツリパナ，ミネカエデなどの小喬木，濯木幼苗，草本種としてはジンヨウイチ
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ヤクソウ，マイヅJレソウ，コパノイチャクソウなどがある。林床は結局底層における醇類

で代表される。本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第3表，第4表，林

床楕物の一覧表を表示すれば第5表，林木配置および樹冠投影図を示せば第 13図となる。

[1. b] 帯状区 (40X5)m2 カラマツーハクサンシャクナゲーコケモモ基群叢 方位 S

(斜面 N) 傾斜 20。高~g 2380 m Photo 2. 

本帯状区は富士山北斜面のいわゆる御中道に沿って，古御岳神社より約500m御庭寄

りの小尾根筋上，カラマツの下にハクサンシャクナゲーコケモモの層をもっ林中に設定し

た。本帯状区近傍は山梨県有林富士事業区 31林班に属している。 上層にはカラマツが優

占し， 1層を形成する。カラマツは樹高3-lOm，胸高直径1O-50cm，樹木限界に近いの

で高いものにあっては樹冠は風衝型を呈する。混交樹種としてはシラピソ，ダケカンノイ，ヒ

メコマツなどがある。 樫木層(1.5-2m)の発達は顕著でハクサンシャクナゲが優占種と

なり，シラビソ，ナナカマド，ヒメコマツなどの高木幼樹が少数散生している。草木層に

はコケモモが優占し，所生要素は種類もその量も至って少なくコイチヤクソウ，フタパラ

第6衰 [1. b]帯状区樹高階別本数表

Table 6. Number of trees in each height grade in 
the [1. b] beIt-transect 

Height (m) 樹 高 3 4 5 6 7 8 9 Tota! 

ー
計Species 植物名 4 5 6 7 8 9 10 

Larix leptolepis カラ 7 ツ 1 2 1 4 8 5 3 24 

Abies Veitchii シラピソ (AV) 1 1 1 1 4 

Betula E門冗ant ダケカンパ (BE) 1 l 

Pinusμrviflora ヒメコマツ (Pp) 1 1 

Tota! 計 3 3 2 5 9 5 3 30 

第7表 [1. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 7. Number of trees in each diameter grade in 

the [1. b] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 2 ~ ~ M W ~ ~ ~ ~ a 30 ~ ~ ~ Th~ 
Species 植物名 4 8 ~ W lli ~ ~ a a 30 ~ ~ ~ ~計

Larix leptole，ρis カラマツ 2 1 1 3 3 1 3 3 l 3 2 1 1 24 

Abies Veitchii 1 1 l l 4 
シラピソ (AV)

BetuよaErmani l 1 
ダケカンパ (BE)

Pinusμrviflora 
ヒメコマツ (Pp)

1 1 

Tota! 計 1 4 2 l 3 3 1 3 3 2 3 2 1 1 30 
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第8表 [1. b]帯状区林床植物一覧表

Table 8. Cover degree and frequency of the plants in 
the [1. b] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Abeis Veitchii シラピソ 十 1 

Sorbus commixta ナナカ 7 ド + 
Pinus parviflora ヒメコマツ

Rhododendron Fauriae 4 2 4 4 5 
ハクサンシャクナゲ

Vaccinium Vitis-ldaea コケモモ 5 3 5 5 5 

乃rolasecunda コイチヤクソウ + + + + 
Listera niゑponica ミヤマフタパラン + + 十 + + 
孔{aianthemumdilatatum マイヅルソウ + + + + 
Clinton叫 udensis ツバメオモト + + 

Mosses 蘇 類 2 3 4 2 

第14図 [1. b]帯状区 カラマツーハクサン
シャクナゲーコケモモ基群叢
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+ 

Fig. 14. [1. b] belt-transect in the forest of Larix 
leptol，φis (L. l，ψtolepis-Rhododendron 
Fauriae-Vaccinium Vitis-ldaea soc.) 

30 

35 

十

+ 

5 

5 

+ 

35 
F. C.V. 

40 

+ E 125 
E 

+ E 

+ V 5印3

十 V 6719 

+ V 

+ V 

lV 

E 

+ lV 1688 

ン，マイヅJレソウ，ツバメオモトの4種に過ぎない。底層には醇類がやや目立っている。

本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第6表，第7表，林床植物一覧表を

表示本帯すれば第8表，林木配置および樹冠の投影図を示せば第 14図となる。
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傾斜200方位s(斜面 N)カラマツーコケモモ墓群叢[1. c] 帯状区 (40x5)m2 

高距24∞m
本帯状区もまた山梨県有林富士事業区 31林班内にあり，御中道に沿って，前記[1.b] 

帯状区より更に御庭寄り 300mの地点に設定した。本帯状区の 1層 (6-13m)はカラマツ

のみで占められ，大部分その樹高は 8-11m，胸高直径は 15-30cmで，樹姿は前記[1.b] 

2層 (3-5m)には少数ながらカラマツにダケカンパが混生してややに比し端正である。

ミヤマハンノキが散生し，草本層には二段林相を呈している。濯木層にはミヤマヤナギ，

まコケモモが優占している。時にベニバナイチヤクソウが小集団をなして斑点状に生じ，

ミヤマフタパランなどを散生する。本帯状区の樹高および胸オンタデ，たコイチヤソウ，

高直径階別本数を表示すれば第9表，第 10表，林床植物一覧表を表示すれば第 11表，林

第9表 [1. c]帯状区樹高階別本数表

Table 9. Number of trees in each height grade in 

the [1. c] belt-transect 

Height (m) Total 
計
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第10表 [1. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 10. Number of trees in each diameter grade in 

the [1. c] belt-transect 
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第11表 [1. c]帯状区林床植物一覧表
Table 11. Cover degree and frequency of the plants in 

the [1. c] belt-transect 
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Distance (m) 距 離 。5 10 15 20 25 30 
Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 

Alnusλ1axim'J叩 iczii ミヤ 7 ハンノキ + + + 1 
Salix Reinii ミヤマヤナギ + + + + + + 
Rhododendr，仰 Fauriae

+ + ハクサンシャクナゲ

Vaccinium hirtum ウスノキ + 

Vaccinium Vitis-Idρea コケモモ 5 5 5 5 5 5 4 

Pyrola incarnata 
十 + 十 1 十ベニノぜナイチヤクソウ

Pyrola secunda コイチヤクソウ + + 
Listera nipponica ミヤマフタパラン + + 
Polygonum Weyrichii 

+ var. alpinum オンタデ

「イ¥f¥uれ ¥1

J jjwjqw〔時紺
第15図 [1. c]帯状区 カラ 7 ツーコケモモ基群叢

Fig. 1 S. [1. c] belt.transect in the forest of 

Larix leptolePis (L. leptolePis-Vac-

cinium Vitis-Idaea soc.) 

木配置および樹冠投影図を示せば第 15図となる。
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[1. d] 帯状区 (25x5)m2 カラマツーコケモモ基群叢方位s(斜面 N) 傾斜 180

高距 2450m Photo 1. 

本帯状区は前記[1.c]帯状区より 50m上方，森林限界のカラマツ叢中に設定した。

すでに森林限界上部に到達しているので，とのあたりのカラマツ群落は連続的な林を形成

せず，極めて小面積の斑点状に分布している。 樹高は低く 2-6m，樹形は図にみるよう

に樹冠は扇枝状の風衝型(いわゆる職型)をなし，校は地面に接する部分にのみ繁茂する。

しかし根元直径は 4-38cmに及び， 垂直方向への伸長より， 水平方向への伸長の方が大

きいことがわかる。樹冠はいずれも東北方向に伸び，季節風の強い影響を物語っている。



63 カラマツ林の群落学的研究(舘脇・伊藤・遠山)

第 12衰 [1. d]帯状区樹高階別本数表

Table 12. Number of trees in each height grade in 

the [1. d] belt-transect 

Height (m) 
Tota! 
計
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第13表 [1. d]帯状区根元直径階別本数表

Table 13. Number of trees in each basa! diameter in 

the [1. d] belt-transect 
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25 1 1 3 1 1 4 4 3 2 2 2 1 1 カラ 7 ツLarix leptolepis 

25 1 1 3 1 

第 14表 [1. d]帯状区林床植物一覧表

Table 14. Cover degree and frequency of the p!ants in 
the [1. d] belt司transect

1 4 4 3 2 2 2 1 1 計Tota! 

Distance (m) m
tお

u
t
m
 

0
1
5
 

1
、

t
l

5
t
m
 

o
t
5
 

離距
C.v. 

Salix Reinii ミヤ 7 ヤナギ ・+ + + JI[ 

Vaccinium Vitis一Idaea コケモモ 5 5 5 5 5 V 87印

F. 
名物植Species 

Y
ム

T

L

T

L

十Pyrola incarnata ベニバナイチヤクソウ

Arabis serrata フジハタザオ

Polygonum Weyrichii var. aZρinum 
+ 

+ オンタデ

みるべき種類はコケモモが優占する他，樹冠下には，

ベニノイナイチヤクソウ，通常ミヤマヤナギ，少なし

フジハタザオが散生している程度である。オンタテ1

オンタデなどは，樹冠下のみなただしミヤマヤナギ，

らず植生殖民の先駆植物として斜面一帯に広くコロニ

ーを形成して分布している。本帯状区の樹高および胸

高直径階別本数を表示すれば第 12表，第 13表，林床
Fig. 16. 

林木配置および樹植物一覧表を表示すれば第 14表，

冠投影図を示せば第 16図となる。
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[1. e] 帯状区 (25X5)m2 カラマツーハクサンシャクナゲーイワノガリヤス基群叢

方位 WNW(斜面 WNW) 傾斜240 高距2400m

本帯状区は御中道沿い，大沢休泊所の北方約 1kmの地点lこ設定した。本帯状区もや

はり山梨県有林富士事業区 31林班に属している。 本調査地点は富士山西斜面に位置し，

乙の斜面の森林限界は北斜面より高く 2800mにまで達している。 カラマツは 1層を形成

し，樹高 13-23m，胸高直径22-46cm， 2層 (3-9m)にはナナカマドが多い。潅木層

第 15表 [1. e]帯状区樹高階別本数表

Table 15. Number of trees in each height grade of 

the [1. e] belt.transect 

Height (m) 樹

Species 植物名
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Larix leptol~がs カラマツ 113  1 121  122  15 

Abies Veitchii シラピソ (AV) 1 ・ 1 

Sorbus commixta ナナカ 7 ド(Sc) 32211  9 

Total 計 322  1 2 1 1 3 1 121  122  25 

第16表 [1. e]帯状区胸高直径階別本数表

Table 16. Number of trees in each diameter grade of 

the [1. e] belt.transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 2 4 ? 16 22 24 2? 2~ 3~ 3? ~ ~ Total 

Species 植物名 4 6 8 lli U a a a ~ ~ ~ ~計

Larix [，φtolepis カラマツ 2 2 2 3 2 2 1 1 15 

Ab的 V白lchii シラピソ (AV) 1 1 

Sorbω commixta ナナカマド (Sc) 6 2 1 9 

Total 計 6 2 1 1 2 2 2 3 2 2 1 1 25 

第 17表 [1. e]帯状区林床植物一覧表

Table 17. Cover degree and frequency of the plants in 

the [1. e] belt.transect 

Distance (m) 距 離 。 5 10 15 m 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 m 25 

Sorbus commixta ナナカ 7 ド 十 + E 

Rhododendron Fauriae ハクサンシャクナゲ 3 1 3 1 2 V 2筑)()

Rosa acicuZaris var. nipponensis タカネイバラ 十 1 1 1 1 V 400 
LeucothoeGobflaoynagnua b var. + 1 + + + v 1∞ lia ハナヒリノキ

Cfematisao伊cihnoat var. + + 五tensis ミヤマハンショウヅル

Calamagrostis Langsdorffii イワノガリヤス 4 1 1 4 3 V 34印

Cimicifuga simplex サラシナショウマ 2 2 十 E 1原則
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名

Saussurea tr:争teraf. major ミヤマヒゴタイ 十

乃l7"olaalpina コパノイチヤクソウ + 
Aconit即時 Isidzukae オオサワトリカプト + 
Ma勾nthemumdilatatum マイヅノレソウ + 
Cacalia hastata var. farfaraefolia コウモリソウ + 
Geranium eriostemon var. Reinii グンナイフウロ+

Osteric即時 Florenti ミヤマニンジン + 
Trientalis europaea var. europaea ツマトリソウ

Adenophora nikoensis 
var. multiloba ミヤマシヤジン

Fragaria n争pomca シロパナノヘビイチゴ

Clintonia udensis ツノぜメオモト

Solidago decurrens コガネギク

Streptopus streptopoides 
var. japonicus タケシマラン

Luzula oligantha タカネスズメノヒエ

Senecio持。norensis キオン

Trillium apetalon エンレイソウ

Ru伽 spseudo-japonicus ヒメゴヨウイチゴ

物植Species 

E 

にはハクサンシャクナゲが多く，

+ + 

被度は優占とま

ミヤマワラビLastrea Phegopteris 

相観として一つの層が形では行かないけれども，

タカネその他ナナカマドの幼樹，成されている。

草木層にはイワノイバラ，ハナヒリノキを見る。

林縁部に15-25mに多く，ガリヤスが0-5m，

種類数のはサラシナショウマの集落を生ずる外，

所生要素を多い割に量的にみるべきものはない。

コノイノイチヤクソウ，挙げるとミヤマヒゴタイ，

ツマトリソマイ、ゾjレソウ，オオサワトリカブト，

[1. e]帯状区 カラマツ
ハクサンシャクナゲ イワ

ノガリヤス基群叢

[1. e] belt-transect in the 

forest of Larix leptole-

pis (L. leptolepis-Rhodo・

dendron Fauriae-Cala-

magrostis Langsdor ffii 
soc.) 

本帯状区の樹高ミヤマシヤジンなどがある。ウ，

第17図および胸高直径階別本数を表示すれば第 15表，第

林

Fig. 17. 

林床植物一覧表を表示すれば第 17表，

木配置および樹冠投影図を示せば第 14図とな

る。

16表，
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[1. f] 帯状区 (50X5)m2 カラマツーヒメノガリヤス基群叢方位 W(斜面 W) 傾

斜 25
0
高距 2450m Photo 3，第 2表(p.57)

本帯状区は静岡営林署富士山国有林74林班「ち」小班に属し， 大沢左岸の尾根上に

発達したカラマツ林中に設定した。富士山のカラマツ林としては比較的幹径の大きい個体

に富むが，カラマツの配置は疎であり，林下は極めて明かるい。高木層にはカラマツが優

占し，樹高1O~14m，胸高直径 30~56cm で， 樹姿は[1.b]帯状区のそれと同様風衝の

影響を受けて，主幹頂は曲折している。林床構成種類数は極めて多いが，量的に優勢な種

類は少ない。所生要素を挙げればダケカンノイ，カラマツなどの高木幼樹の外，草本種には

第18表 [l. f]帯状区樹高階別本数表

Table 18. Number of trees in each height grade in 

the [l. f] belt-transect 

Height (m) 樹 高 6 9 10 11 12 

Species 植物名 7 10 11 12 13 

Larix leptolepis カラマツ 1 1 1 1 5 

Total 計 1 1 1 1 5 

第19表 [l. f]帯状区胸高直径階別本数表

Table 19. Number of trees in each diameter grade in 

the [l. f] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 30 34 36 42 44 50 52 

Species 植物名 32 36 38 44 46 52 54 

Larix leptolepis カラマツ 1 l 2 2 1 3 2 

Total 計 1 1 2 2 1 3 2 

第20表 [l. f]帯状区林床植物一覧表

Table 20. Cover degree and frequency of the plants in 

the [l. f] belt-transect 

14 

15 

4 

4 

54 

56 

1 

1 

Distance (m) 距 離 。5 10 lli a ~ 30 a ~ ~ 
F. 

Species 植物名 5 10 lli a ~ 30 a ~ ~回

Betul，σErmani ダケカンパ + + + + + + m 
Larix leptolepis カラマツ 十 + + + 十+m 
Sorbus commixta ナナカマド + 十 + E 

Alnus Maximowiczii ミヤマハンノキ +・ + + + n 

Leucothoe Grayana 
var. oblongifolia ハナヒリノキ +十 + n 

Total 
計

13 

13 

Total 
計

13 

13 

C.v. 
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Distance (m) 距 離 O 5 W ~ a ~ a ~ ~ ~ 
F. C.V. 

Species 植物名 5 W ~ a ~ a ~ ~ ~ ~ 

RhoゐdendronFauriae + I 
ハクサンシャクナゲ

Rosa acicularis var. nipponensis + . I 
タカネイノぜラ

Vaccinium Vitis-ldaea コケモモ + + + E 

4 3 4 4 3 3 3 4 4 4 V 52~ 

+ + + + 1 1 1 + + v 150 
+ + + 1 1 + + + + + v 100 
+ + + + 1 + + + IV 50 

+ + + + + + + + + + v 

Calamagrostis hakonensis 
ヒメノガリヤス

C. Langsdorffii イワノガリヤス

Solidago decurrens コガネギク

Angelia polymorpha シラネセンキウ

Adenojう，horanikoensis 
var. multiloba ミヤマシャジン

Saussurea triTtera 7"'::..:_.. ， ~ _.. _' h' + + + +・+ιmajor ミヤ 7 ヒゴタイ
Geranium eriostemon 
var. Reinii グンナイフウロ

Veratrum Maximowiczii アオヤギソウ + 
llalenia corniculata ハナイカリ

Aconitum Isidzukae 
オオサワトリカプト

十++ IV 

+ + + 十++ + + IV 

+ + IV 
+ + IV 

+ + IV 

+ +十+十
+ + + + +・+・

+ +・++ + + 
Pyrola a争ma コパノイチクソウ ・+ + + +十++ +・ IV
Maianthemum dilatatum マイヅノレソウ + ・ + + + + + ・ ・ 十 IV 
Agrostis flaccida コミヤマヌカポ ・ ・ + +・・十+ +・+1II 
Fragaria n争ρonica

シロノてナノヘビイチゴ

Festuca ovina var. ovina 
ウシノケグサ

Ostericum Florentii ミヤ 7 ニンジン

Pediculasis ruやinata シオガマギク

Lilium medeoloides クノレマユリ

Astilbe microphylla チダケサシ

+ + + +・・+・+ 1II 

+ +・++・+1II 

E

E

E

E
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+・
+
 

Ixerisゐ河tata ミヤマニガナ ・・+・+・+・・・ rr
Paris verticillata クルマパックパネソウ ・ ・ ・ + + + ・ ・ rr 
Astilbe Thunbergii ・+・++・・ rr
var. coπ:gesta トリアシショウマ

Orchis cyclochila カモメラン ・+・・・・・・+・工

Pyrola incarnata ベニパナイチヤクソウ

Potentilla Dickinsii イワキンパイ + 
Artemisiaρedunculosa 

ミヤ 7 オトコヨモギ

Aquilegia Buerger句~na ヤ7 オダマキ

Luzula oligantha タカネスズメノヒエ

Angelica hakonensis イワニンジン
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民と)子〕
第18図 [1. f]帯状区 カラマツーヒメノガリヤス基群叢

Fig. 18. [1. f] be1t-transect of the forest of Larix leptolepis 
(L. l(ρtoleρis-Calamagrostis hakonensis soc.) 

ヒメノガリヤス，イワノガリヤス，コガネギ、ク，ヒメシヤジン， ミヤマトウヒレン，グン

ナイフウロ，アオヤギソウ，ハナイカリ，オオサワトリカフト，コパノイチヤクソウ，マ

ィヅlレソウ， コミヤマヌカボ，シロノfナメヘビイチゴ，ウシノケグサ， ミヤマニンジン，

シオガ、マギクなどがある。本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第 18表，

第 19表，林床植物一覧表を表示すれば第 20表，林木配置および樹冠投影図を示せば第 18

図となる。

以上富士山における 6帯状区([1.a] -[1. f])はもちろん新生火山におけるカラマツ林

の代表的な植生であり，森林限界のものとしては[1.c] [1. d]，殊にその極端な一つの型で

あるが[1.d]はカラマツ林の最高地点における群落型とみてよい。 そして[1.c]はカラ

マツーコケモモ基群叢としては下部の方の型で，林地の面積も広くなっている。カラマ

ツーハクサンシャクナゲーコケモモ基群叢は，前二者に比較すると，該群落より低いとこ

ろに現われ， [1. b]は外見するとカラマツーハクサンシャクナゲの基群叢のような外観を

呈しているが，これはカラマツーシャクナゲ類群叢の最上部の形態であろう。次ぎにカラ

マツー禾本類群叢の 2例として[1.e] [1. f]を挙げることが出来る。 すなわち一つはカラ

マツーイワノガリヤス基群叢で，林床にかなりのハクサンシャクナゲを伴っている。そし

て他の一つは林床に陽光をより多く受けるカラマツーヒメノガリヤス基群叢[1.f]である。

後者においてはハクサンシャクナゲは少なかった。更なる調査地はカラマツー醇類群叢に

属すると考えられるもので林下にはシラビソの層と，更にコメツガを見た。これは岩礁地
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における群落更行のー断面を示す興味深き植生である。

2. 金峯山 Mt.Kin酬Z蝿 n(Fig.19) 

東京営林局管内で，カラマツの所生地としては富士山を筆頭に秩父山塊や大井川上流

が知られている。そして秩父山塊と大井川上流は大体散生状に分布するといわれている。

金峯山附近は秩父山塊の西部に位置し，金峯山および朝日岳から北流する金峯山川と東股

沢に沿い3個所と，その東，甲武信岳より出る梓川上流の一個所に調査地を求めた。本研

究の調査対象とした自国営林署管内長尾国有林51林班「に」小班と 53林班「は」小班の

森林調査簿表による森林概況を示すと第21表のようである。

小名班
商積
(ha) 

511c 3.90 

第21表 調査小班の森林調査鐙表

Table 21. Forest investigation book of the compartment 
including sample plots (R. Kinpusan) 

地 況 林 況

腕|吋位|傾斜|土壌 樹種|努i蓄積|樹齢|吋
(m3/ha) I I (cm) I (m) 

カラ 95 190 
カラ :A寝尚岩中マツ 45 26 17 
マツ (め w 中 広 5 10 20-1∞ K 12-46 9-2 1 軟様 適

1∞ 計制

fi!?1131同

N 中伊133川蜘 40 
11&119 15-90 彊一9一-一23

天然
林

天然
林

[2. a] 帯状区(5OX5)m2 カラマツ幼齢林方位 N 傾斜 0
0
高距 1300m

Photo 5. 

摘要

採林種

精英保

樹護林

長野県南佐久郡川上村川端下部落より南約3∞m，金峯山川の中洲にカラマツを主と
する小林地がみられる。 本帯状区はこの林中の南端から長軸の内部(北方向)に向けて設

定した。 カラマツの混交歩合は 50%に近い。 ついでアカマツが多く，以下シラカンノむ

ミヤマザクラ，ミズナラの順となる。配分表ならびに図からわかるように，層階的には極

めてまとまりのないもので，との群落が若齢でしかも不安定な相にある乙とを示してい

る。立地的には中洲の周辺では岩礁が多いが，内部に向って砂質土となり，林下では多少

の腐植もみられた。しかし林床植物には量的に優占するものはなしイタドリ，ススキが

目につく程度である。 本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第22表，第

23表，林床植物一覧表を表示すれば第24表，林木配置および樹冠投影図を示せば第20図

となる。
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第19図 金峯山調査地位置図

Fig. 19. Mt. Kinpusan 
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第22表 [2. aJ帯状区樹高階別本数表

Table 22. Number of trees in 回 chheight grade in 
the [2. aJ belt位 ansect

71 
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Total 計 1 2 9 ~ 6 745  46 

第23表 [2. aJ帯状区胸高直径階別本数表

Table 23. Number of t士eesin each diameter grade in 

the [2. aJ belt-transect 
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Betula platyρhylla var. japonica 
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第24表 [2. aJ帯状区林床植物一覧表

Table 24. Cover degree and frequency of the plants 

in the [2. aJ belt-transect 
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Sorbus commixta ナナカマド ・・・・・・・・・+工

Philadelphus satsumanus パイカウツギ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・+・ ・工

Clethra brabinervis リョウプ

Hydrangea paniculata ノリウツギ
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Distance (m) 距 離 O 5 W ~ a ~ 00 ~ ~ ~ 
F. 

Species 植物名 5 W ~ a ~ 00 ~ ~ ~ a 

Polygonum cuゆidatum イタドリ + + 1 十 E 

Miscanthus sinensis ススキ + + + E 
Caγ.ex sp. スゲ類 . + + 工
lris ensata var. spontanea 

+ ノハナショウプ
. +工

Solidago decurrens コガネギク + . 
Artemisia montana エゾヨモギ + . 

f幹事11瞬酔払鞄
，J〆/7YJ'¥ _ n ( 

:?訟の却も部品潟議
第20図 [2. a]帯状区カラマツ幼齢林

Fig. 20. [2. a] belt-transect in the forest of 
Larix leptolepis 

I 

工

C.v. 

回

[2. b] 帯状区 (25x5)m2 カラマツーヤクうレマソウ基群叢 方位 ENE(斜面 W) 傾

斜 140 高距 1460m

本帯状区は金峯山川の上流川端下部落より約1.5km上流，長尾国有林 51林班「に」

林班中，沢沿いにみられるカラマツ林に設定した。本小班は嘗てカラマツの母樹林であっ

第25衰 [2. b]帯状区樹高階別本数表

Table 25. Number of trees in ωch height grade in 
the [2. b] belt-transect 

Height (m) 樹 高 2 3 4 5 6910192021 Total 

Species 植物名 3 4 5 6 7 W 11 20 21 22 計

Larix leptolepis カラマツ 1 1 1 4 4 11 

Quercus crispula ミズナラ (Q) 1 1 2 

Betula E門nani ダケカンパ (BE) 1 1 

Prunus Maximowiczii ミヤマザクラ (PM) 1 1 

Acer Mono エゾイタヤ (AM) 1 1 

Clethra barbinervis リョウプ (Cb) 1 1 

Weigela hortensis タニウツギ (Wh) 1 1 2 

Hydrangea paniculata ノリウツギ (H) 1 1 2 

Total 計 2 2 3 1 1 2 1 1 4 4 21 
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第26表 [2. b)帯状区胸高直径階別本数表

Table 26. Number of trees in each diameter grade in 

the [2. b) belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径

Species 植物名
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Prunus Maximowiczii ミヤマザクラ (PM)

Ace7・Mono エゾイタヤ (AM)

Clethra barbinervis リョウプ (Cb)

Weigela hortensis タニウツギ (Wh)

Hydrangea p叫niculata ノリウツギ (H)
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Tota! 計 1 5 2 1 1 1 1 5 1 2 1 1 21 

第27表 [2. b)帯状区林床植物一覧表

Table 27. Cover degree and frequency of the p!ants in 
the [2. b) belt-transect 

Distance (m) 距離

Species 植物名

o 5 10 15 20 
F. c.v. 

5 10 15 20 25 

Spiraea japonica シモツケ

Rubus phoenicolasius エピガライチゴ

Lonicera d旨missa イボタヒョウタンポク

Weigela hortensis タニウツギ

+ + + JII 
E + + 

+ 
(1.5m) 1 

+ 

E 
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+ lV Ce.加 trusorbiculatus 
var. p叫:pillosus オニツノレウメモドキ + 十 + 

+ 4 3 1 lV 26∞ 
Rhodogersia podophylla ャグJレマソウ

Carex sp. スゲの一種

Clematis stans クサボタン

Cirsi・um吃ffusum ホソエノアザミ

Artemisia mo舟tana エゾヨモギ

Aralia corcUlta ウド

Veronica sibirica クガイソウ

Polygonum 印刷，datum イタドリ
Thalictrum Thunbergii アキカラマツ

Solitお:godecurrens コガネギク

Astilbe Thunbergii 
var. congesta トリアシショウマ

Hosta montana オオパギボウシ

Miscanthus sinensis ススキ
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Distance (m) 距 離

Species 植物名

Fraga門;anipponica シロパナノヘビイチゴ

Vioよ'aacuminata エゾノタチツボスミレ

Moehring，ω laterグora オオヤマフスマ

Eρilobium angustifolium ヤナギラン

Viola grypoceras タチツボスミレ

Aster scaber シラ1'7 ギタ

Cimicifuga simplex サラシナショウマ

Sedum Aizoon ホソノぜノキリンソウ

Aquilegia Buergeriana ヤマオダマキ

Swertia bimaculata アケポノソウ

V叩 laSelkirkii ミヤマスミレ

Campanula hondoensis ヤマホタルプクロ

Calamagrostis Langsdor ffii イワノガリヤス

Saussurea sp. トウヒレンの一種

Arabis hirsuta ヤマハタザオ

Athyrium crenatum var. g，んlbrum ミヤマシダ

A. yokoscense へピノネゴザ

Dryopteris austriaca シラネワラビ

たという。しかし今日，天然カラマツが見られ

るのはごくわずかであった。 カラマツは樹高

10-22m，胸高直径 14-44cmで1層を占め，

他積を混生しない。 そして 10-15mではミズ

ナラ，ダケカンノイ， ミヤマザ、クラ， エゾイタヤ

の高木幼樹 5m以下ではリョウプ，タニウツ

ギ， ノリウツギなどの潅木種が散生している。

林床構成種類は 37穫の多きに達し， ヤグノレマ

ソウが優勢であるが，他に主な所生要素を挙げ

れば， スゲ類，クサボタン，ホソエノアザミ，

エゾヨモギ， ウド， ミヤマシダなどである。本

帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示す

れば第25表，第26表，林床植物一覧表を表示

すれば第27表， 林木配置および樹冠投影図を

示せば第21図となる。

。
5 
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5 10 15 20 
F. c.v. 

10 15 20 25 
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工

工

十 I 

十 工

十 I 

十 工

+ 工

十 工

十 I 

十 I 

+ I 
十 工

+ I 
+ I 

1 工 1∞ 
+ + E 

+ 工

第21図 [2. b]帯状区 カラマツーヤグ

ルマソウ基群叢

Fig. 21. [2. b] belt-transect in the fo 
rest of Larix leptolepis. (L. 
leptole，ρzトRhodogersiapodo-
phylla soc.) 
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[2. c] 帯状区 (50X5)m2 カラマツーコメツガ基群叢 (53X5)m2 方位s(斜面 NW)
傾斜 30 高距 1750m Photo 6. 

本帯状区は金峯山川上流東股沢出合より更に約加Om上流にあり， 日田事業区 53林

班「は」小班中河岸岩礁地上に成林しているカラマツ林中に設定した。カラマツは樹高

24-27m，胸高直径 30-42cm， 1層では優占して他種を混生しない。そして 2層として

4-7mにオオパヤナギ， ミヤマザクラ， ウラジロノキ， コメツガなどの高木幼樹が散生

しているにすぎない。林床にはコメツガ，シラビソの幼稚樹が多く，そのうちコメツガ 40

本，シラビソ 28本でコメッガの方が多い。 これは岩疎地なるがゆえであろう。 その他，

高木穫としてはダケカンノイ，アサノハカエデ， トウヒ，ナナカマドなど，濯木層にはコヨ

ウラクツツジ，コマガタケスグリ，クロツリパナ，ウスノキなどがあり，一部にエビガラ

イチゴを見た。草本層は 19種を数えるが量的に著しいものはない。本帯状区の樹高およ

び胸高直径階別本数を表示すれば第 28表，第 29表，林床植物一覧表を表示すれば第 30

表，林木配置および樹冠投影図を示せば第 21図となる。

第28表 [2. c]帯状区樹高階別本数表

Table 28. Number of trees in each height grade in 

the [2. c] belt-transect 

Height (m) 樹 高 4 5 6 24 25 

Species 植物名 5 6 7 25 26 

Larix leptolepis カラマツ 1 5 

Toisusu Urbani・ana オオパヤナギ (TU) 1 1 

Prunus Maximowiczii ミヤマザクラ (PM) 1 

Sorbus japonica ウラジロノキ (Sj) 1 

Tsuga diversifolia コメツガ (Td) (1) 1 

Tota! 計 2(1) 1 2 1 5 

第29褒 [2. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 29. Number of trees in each diameter grade in 

the [2. c] belt-transect 

26 Tota! 

27 計

7 13 

2 

l 

l 

1(1) 

7 18(1) 

B.H.D. (cm) 胸高直径 2 6 10 26 30 32 34 36 40 Tota! 

Species 植物名 4 812283234363842 計

Larix leptolepis カラマツ 5 3 2 2 1 13 

Toisusu Urbaniana オオパヤナギ (TU) 2 2 

Prunus Maximowiczii ミヤマザクラ (PM) 1 1 

Sorbus japonica ウラジロノキ (Sj) 1 1 

Tsuga divel叫folia コメツガ (Td) 1 (1) 1(1) 

Tota! 計 1 3 1 (1) 5 3 2 2 1 18(1) 
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第30表 [2. c]帯状区林床植物一覧表

Table 30. Cover degree and frequency of the plants in 

the [2. c] belt-transect 
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Viola Selkirkii ミヤマスミレ

Oxalis Acetosella ssp. Griffithii 

Circaea alpina ミヤマタニタデ

Solidago decurrens コガネギク

Clintonia udensis ツバメオモト

Pteronopetalum Tanakae イワセントウソウ

Galium triflorum ヤツガタケムグラ

Calamagrostis Langsdor ffii イワノガリヤス

Peracω1仰 carnosa
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第22図 [2. c]帯状区 カラマツーコメツガ基群叢

Fig. 22. [2. c] belt-transect in the forest of La門!xleptolepis 
(L.le，ρtolepis-Tsuga diversifolia soc.) 

77 

[2. d] 帯状区 (30X5)m2 カラマツーシラカンパーベニバナイチヤクソウ基群叢方

位 NNE(斜面 NNE) 傾斜 100 高距 1480m

本帯状区は長野県南佐久郡梓山部落の南東に位する五郎山 (2131.7m)の北東麓，秋

山，榛木両部落所有のカラマツ林に設定した。 カラマツは樹高 17-21m，胸高直径34-

48cmで1層に優占し， 1-4m層には萌芽シラカンパが密生して 2層を形成している。本

帯状区の林床構成種は 49種に達しているが， 量的に見るべきものは潅木層におけるシラ

カンノイ，草本層におけるベニバナイチヤクソウである。主な所生要素を挙げれば，濯木層

に，高木の幼樹としてはシラカンパの他， ミズナラ， ミヤマザクラ，アズキナシ，ナナカ

マド，コオノオレ，ヤマナラシ，エゾイタヤなど，濯木種としてはズミ，カラコギカエデ，タ

第31表 [2. d]帯状区樹高階別本数表

Table 31. Number of trees in each height grade in 

[2. d] belt-transect 

Height (m) 樹 高 5 6 16 17 20 Tota! 

Species 植物名 6 7 17 18 21 計

Larix leptole，μt"s カラマツ 1 1 4 6 

Betufa platyphvyarfl.a Ja伊n
ica シラカンノぜ 5 3 8 

Total 計 5 3 1 1 4 14 
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第 32表 [2. d]帯状区胸高直径階別本数表

Table 32. Number of trees in each height grade in 

the [2. d] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 4 6 w ~ M ~ ~ ~ << ~ T~~ 
Species 植物名 6 8 12 28 36 38 42 44 46 48 計

Larix leptolepis カラ 7 ツ (L) (1) 1 . 1(1) 1(1) 1 1 1 6(3) 

Betula plaりIvHhayrf.L1zapo 
nica シラカンノマ 4 3 1 8 

Total 計 4 3 1 (1) 1 1(1) 1(1 1 1 1 14(3) 

)は切株

第33表 [2. d]帯状区林床植物一覧表

Table 33. Cover degree and frequency of the plants in 

the [2. d] belt-transect 

Distance (m)距離 0 5 w 15 m 25 30 35 40 45 
F.C.V. 

Species 植物名 5 w 15 20 25 30 35 40 45 50 

Betufa rp.fJaatpyopmhyca ffa u q 1 3 2 2 1 4 1 1 4 
va ν-二フ占カノノて (2-4m) (1-4m)(3-4m)(2-3m) (3 m) (1.5-3 m) (3~) (1-4m) V 25田

Quercus criミspズula 1 1 3 3 + 1 + +欲)()
ナラ (3m) (4 m) (2-3m)(1-4m) (0.8m)(2-3m)(3m)(1.5m)IY 

Prunus Maximowiczii + 3 + II 375 
ミヤマザクラ (1.5 m) (2-3m) (1-3 m) 

Sorbus alnifolia 1 2 + + + 1II 225 
アズキナシ (2 m)(1-2m) (0.5m) (1 m) (0.8m) 

l'vfalus Sieboldii + + 十 2 
II 175 

ズ 、、、 (2m) (2m) (1-2m)(I-2.5 m) 

Sorbus commixta + + 1 + E 田
ナナカ 7 ド (1m) (0.5 m)(I-1.5 m) (1-3m) 

Betula davurica + 1 
I 回

コオノオレ (2m) (3m) 

Acer argutum + 工
アサノハカエデ (1.5m) 

Populus Sieboldi + I 
ヤマナラシ (2.5m) 

Acer Mono + 工エゾイタヤ ぇ (1m)、

Weigela hortensis + I 
タニウツギ (3m) 

Hydrangea ノpリ'aniculata + 十 工
ウツギ (1m) (1m) 

Lonicera demissa + I 
イボタヒョウタンボク (0.5m) 

Le4pfeodremza a bzcoJCr 
ヤacマutハifoギlia + 工

Celastrus orbiculatus 
var. paPillosus + + I 
オニツノレウメモドキ
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Distance (m)距離 O 5 10 15 20 25 30 35 40 45 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 45 回

Pyγola incarnata 3 1 5 5 5 5 2 5 5 1 V 5ωo 
ベニパナイチヤクソウ

Carex lanceolata 
十 2 十 + 十 + JI1 8∞ ヒカゲスゲ

Solidago decurrens + 十 + + + + + 1 十 V 50 
コガネギク

Hosta montana 
十 十 十 十 + 十 + + + 十 Vオオパギポウシ

Moeh門ingialatenヌora
十 + + 十 + + + lV オオヤマフス 7

Polygonum cuψidatum + 
イタドリ

十 + + + + + lV 

Miscanthus sinensis + 十 + + 十 + 十 lV 
ススキ

Astilbe Thunbergii 
var. congesta 十 + + 十 十 + 十 R
トリアシショウマ

Sanguisorba' 0 fficinalis + 十 十 + 十 十直
ワレモコウ

Camμnu!a ~ h?n:!o..e'!..sis + 
ヤマホタルプクロ + + 十 十 E

Artemisia montana + + 十 + E 
エゾヨモギ

Polygonatum falcatum + + + + II ナルコユリ

Astilbe microphylla + + + 瓦
チダケサシ

Gentiana scab叩
var. Buergeri + + + II 
リンドウ

Epi目lobiumangustifolium • + + 十 E 
ヤナギラン

Atracりlodesjaponica + + + E 
オケラ

Aster ageratoides 
var. ovatus + + 工
ノコンギク

時lpericumerectum + + 1 オトギりソウ

Adknvツoaprリh.Jガoamρネoニtnriicンpahジylンla + +工

Viola gryιpoceras 
十 + I タチツボスミレ

Patrim'a villosa + + 工
オトコエシ

AmJhvhaarti.samngaufsgtdzoff ifzacea 
十 + 工

ヤマハハコ

Aralia cordata + 工
ウ ド

Muhlenbergia japonica 
ネズミガヤ 十 工
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Distance (m)距離 O 5 10 15 20 25 ω 35 

Species 植物名 5 10 15 m 25 30 35 40 

Potentila fragarioides 
var. maJor + 
キジムシロ

Picris japrmica 
+ コウゾリナ

Dzdnvtahru.slosnugpiecrdbuys cthus 
+ 

カワラナデシコ

Achillea sibirica 
var. sibirica 

+ f. discoidea 
ヤマノコギリソウ

Aster scaber + シラヤマギク

/xeris chinensis 
十

タカサゴソウ

Maianthemum dilatatum + マイヅルソウ

Scabiosa japonica 
マツムシソウ

BulveaZ4r71.0b7rzeltoygn-fgaidmz-adtuamtum ・

ホタルサイコ

Athyrium yokoscense + + + + + + + ヘピノネゴザ

第23図 [2. d]帯状区 カラマツーシラカンパー
ベニバナイチヤクソウ基群叢

40 

45 

Fig. 23. [2. d] belt-transect in the forest of Larix leptolepis 
(L. leptolepiトBetula platyphylla var. japonica-
Pyrola incarnata soc.) 

45 
F. c.v. 

印

I 

I 

I 

工

I 

工

王

+ I 

+ 1 

lV 
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ニウツギ，ノリウツギ，イボタヒョウタンボクなど。草本層には，ヒカゲスゲ，コガネギ

ク，オオノぜギボウシ，オオヤマフスマ，イタドリ，ススキ， 下リアシショウマ，ワレモコ

ウ，ヤマホタJレブクロ，ヘビノネゴザなどがある。本帯状区の樹高および胸高直径階別本

数を表示すれば第 31表，第 32表， 林床植物一覧表を表示すれば第 33表， 林木配置およ

び樹冠投影図を示せば第 23図となる。

秩父山塊西部にかいて，金峯山山麓附近から梓山にかけては，カラマツの産地として

よく知られている。しかし，今日原生林として典型的なカラマツ林はほとんどその姿を消

してしまった。この地域において設定した4帯状区 ([2.a]-[2. d]) のうち [2.c]帯状区

が原生林に近いところで，カラマツーコメツガ基群叢は典型的な古き河床における岩礁地

型の最も原生林に近い植生を有している。これに対して [2.a]帯状区は林床が河川の氾濫

をうけたと思われる河床の新植民的林地のー型であり，従って群落はカラマツー無植被基

群叢という極端な群落によってあらわされた。 [2.b]， [2. d]帯状区は自然林ではあるが，

原生林とは考えにくく，両者とも択伐を受けているらしい。殊に [2.d]帯状区は択伐をよ

りはげしく受けた天然林と考察する。 [2.b]帯状区の林床植物にヤグルマソウが多い乙と

は，該林が沢沿いに位置しているのをよく物語っており，林床植物の種類数の多いことと

その生態育地を考えると，択伐を受けたことが明瞭となる。 [2.d]帯状区は 2層にシラカ

ンパが現われること，しかも林床にベニバナイチヤクソウこそ多いが，他の所生要素の生

態育地を考えれば，かなりの択伐と林床が放牧あるいは草刈の影響を受けたのではなかろ

うかと考察される。

3. 八ガ岳

M旬.Yatougatake (Fig.24， 25， 27， 30) 

山梨県と長野県に跨がる八ガ岳は海抜2899mの赤岳を最高峯とし，夢科山を含める

と，十余座の山がほぼ南北に連った古い休火山の山実である。湿性お花畑はないが，高山

植物が豊富な山であり， 森林植物としてはヤツガタケトウヒ口とヒメマツハダ幻が有名で

ある。本山実のカラマツ林をみると，山麓には造林地が多く，自然林は主として亜高山針

葉樹林帯の下部に発達している。林床から見ると，笹型が大部分を占める。おおむね海抜

1400-2筑)()mに分布し，巨木の純林は少ない。 これは山火跡地の先駆群落として発達し

た場合が多いためではあるまいか。八ガ岳山実におけるカラマツ林の団地は南八ガ岳の西

斜面と北八ガ岳の東斜面にあり，また少し離れて夢科山の南斜面にある。本研究における

調査対象地は南八ガ岳 (3A)， 諏訪営林署管内の広原国有林310林班に l個所， 北八ガ岳

1) Picea Koyamai SHIRASAWA， Bot. Mag. Tokyo 27. 128. t. 2， f 28-35. (1913) 
2) Picea bicolor MAYR var. aciculars SHIRASAWA et KOYAMA， 1. c. 129. t. 2， f 1-18. (1913) 
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51Okm  

第24図 八ヵー岳調査地概図

Fig.24・;' Mt Yatsugatake 3A=p. 83; 
3B=p，87; 3c=p.94 

(3 B)，臼田営林署管内八ガ岳国有林83林班「ゐ」小斑と 84林班「にJ小班の 2個所，そ

れと夢科山 (3c)の民有地に 1個所をとった。森林調査簿表による森林概況を示すと第

34表のようである。

(3A) 南八ガ岳

Minarni-Yatsugatake(Fig. 25) 

[3. a] 帯状区 (50X5)m2 カラマツーニツコウザサ基群叢 方位 N(斜面 W) 傾斜

30 高距1加Om

本帯状区は諏訪営林署八ガ岳製品事業所の東方約1.8km，尾根を通る西岳登山道に沿

った西面の斜面，林床にニッコウザサの優占する林中に設定した。本調査地点は，八ガ岳

広原国有林310林班に属する。 カラマツは樹高5-エ6m，胸高直径6-50cmであるが，

階層的にみると 12-16mと4-8mの上下二層に分れる。 しかし， 前者に比べると後者
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第34表 調査小班の森林'調査祭表

Ta:ble 34. Forest investigat必n"bookof the compartnient 
including sample plots (Yatsugatake) 
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第25図 南八ガ岳調査地位置図

Fig. 25. Mts.乱1inami-Y atsugatake 



第 1号

は著しく劣勢であり，全体的には二層林というより一層林と見倣して差支えない。林床に

はニッコウザサが優占するが，髄伴する種類数も極めて多い。濯木層には高木の幼樹とし

第 24巻北海道大学農学部演習林研究報告84 

ミズナラなど4種を数えるが，瀧木種は比較的多く 9種を数える。主なてはナナカマド，

ヒロハノヘシモツケ，ミヤマイボタ，アイヅシモツケ，ものを挙げればモミジイチゴ，

ミヤマハンショウヅJレ。

第35表 [3. a]帯状区樹高階別本数表

Table 35. Number of trees in each height grade in 

the [3. a] belt-transect 
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第36衰 [3. a]帯決霞胸高直径階別本数表

Table 36. Number of tre田 ineach diameter gJe> in 
the [3. a] belt-transect 
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第37衰 [3. a]帯状区林床植物一覧表

Table 37. Cover degree and frequency of the plants in 
the [3. a] belt-transect 
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Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 30 35 40 45 
F. c.v. 

Species 植物名 510152025 30 35 40 45 50 

Berberis amurensis var. japonica 十+ + E 
ヒロハノヘピノポラズ (2 'm){l 'm) + (2m) 

Rhododendron j.レapンoゲniツcuツmジ + . + + II 

Enkianthus camμnulatus + I 
サラサドウダン (1m) 

Vi伽問umρlrcatum オオカメノキ 十 I 

Weigela hortensis 3ilニウツギ + I . (1.5m) 

Celastrus 0市iculatusvar.μzdlhsus++ 
オニツルウメモドキ + 十+ + 十lV

Smilax China サルトリイバラ 十 + . + E 

Clematis alpina var. ochotensis 
+ + I ミヤマハンショウヅノレ

Sasa nikkoensis ニッコウザサ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 V 87日

Miscanthus sinensis ススキ 1 + + + + + E 同

Carex lanceolata ヒカゲスゲ + + 1 + + + E 開

Melica nutans コメガヤ + + + + + + + + + + v 
Thalictrum Thunbergii アキカラマツ十 + + + + + + + lV 

Campanula hondoensis 
+ + + + + + E ヤマホタルプタロ

. Aquilegia Buerfe.'ic:n~~. !!r::..v'1scens + 
キパナヤ 7 ダマキ + . + 十 E 

Veronica sibirica クガイソウ + + + + II 

Vicia unijuga ナンテンハギ + 十 + + E 

Astilbe Thunbergii var. congesta 
+ トリアシショウマ
. + + E 

Cirsium japonicum ノアザミ + + 十 . . E 
Festuca parvigluma トポシガラ 十+ + II 

Sanguisorba officinalis ワレモコウ + + + E 

Sedum Aiz四on ホソパノキリンソウ + + I 

Solidago decu庁間S コガネギク + + 工

Divaanrt.hluos ngsuzcpaetfybcuins us カワラナデシコ +十 I 

Galium verum カワラマツパ + + I 

Ligulari・aHodgsonii トウゲプキ + + I 

Clematis stans クサボタン + + . I 

POか'gonumcuspidatum イタドリ . + + 工

Convallaria Keiskei スズラン + + 工

Anvdapr.haalnigs umstazoγgf an-taceae 
ホソパノヤマハハコ+ I 

Euphorbia Sieboldianaナットウダイ+ I 

Epi.戸utisμipillo拙エゾスズラン + 工

Salvia omerocalyx var. intermedia 
+ 工ナツノタムラソウ
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Distance (m) 距離

Species 植物名

Thymus quinquecostatus 
イプキジャコウソウ

Leontopodium japonicum 
ウスユキソウ

Moehringia lateriflora 
オオヤマフス 7

Atractylodes japonica オケラ

Hosta albo寸narginata
コパギボウシ

Fraga門~a nかponica
シロパナノヘビイチゴ

Calamagrostis Langsdor ffi i 
イワノガリヤス

Achillea sibirica var. sibirica 
f. discoidea ヤマノコギリソウ

Geranium yezoense var. nipponicum 
ハクサンフウロ

Maianthemum dilatatum 
マイヅJレソウ

Osmunda Claytoniana オニゼン 7 イ

Athyrium yokoscense へビノネゴザ

Pteridium aquilium 
var. latiusculum ワラビ

O 5101520 25 30 35 40 

510152025 30 35 40 45 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

十

1 l 

+ + 

+ 

第 26図 [3. a]帯状区 カラマツーニッコウザサ基群叢

Fig. 26. [3. a] belt-transect in the forest of Larix leptoletis 

(L. le，ρtoleρis-Sasa nikkoensis soc.) 

45 
F. C.V. 

日

I 

. I 
I 

I 

工
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工

I 

工

工

工 1∞ 
I 

I 

草本層には優占種ニツコウザサの他，ススキ，ヒカゲスゲ，コメガヤ，アキカラマツ，ヤ

マホタ Jレブクロ，キノイナヤマオダマキ，クガイソウ， フタノ心、ギ， トリアシショウマ，ノ

アザミ，トボシガラ，ワレモコウなど 34種を数える。シダ類ではオニゼンマイ，ヘピノネ

ゴザ，ワラビがある。しかしいずれもこれらの種類は，量的に著しいものがなく，出現頻
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度の目立つものとしてはモミジイチゴ，アイヅシモツケ，ミヤマイボタ，シモツケ，オニツ jレ

ウメモドキ，ススキ，ヒカゲスゲ，コメガヤ，ヤマホタ Jレブクロ，アキカラマツなどをみるに

すぎない。本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第35表，第36表，林床

植物一覧表を表示すれば第 37表，林木配置および樹冠投影図を示せば第 26図となる。

(3B) 北八ガ岳 Kita園Yatsugadake(Fig.27) 

[3. b] 帯状区 (50X5)m2 カラマツークマイザサ基群叢 方位 NW(斜面 SSE) 傾

斜200 高距1720m Photo 7. 

本帯状区は八ガ岳山麓稲子温泉のほぼ西方約 1km， 稲子温泉より白駒池に向う登山

第27図 北八ガ岳調査地位置図

Fig. 27. Mt. Kita司Yatsugatake
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道の分岐点近く，ほぽ東行するゆるい尾根山の南側斜面に発達しているカラマツ林に設定

した。 乙の附近は八ガ岳国有林 83林班「ゐ」小班に含まれる。高木層はカラマツのみ，

第38表 [3. b]帯状区樹高階別本数表

Table 38. Number of trees in each height grade in 

the [3. b] belt-transect 

Height (m) 樹 高 9 12 13 14 15 16 

Species 植物名 10 13 14 15 16 17 

Larix [，φ.tolepis カラマツ 1 1 1 3 4 3 

Total 計 1 1 1 3 4 3 

第39表 [3. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 39. Number of trees in each diameter grade in 

the [3. b] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 18 m 22 24 26 28 

Species 植物名 20 22 24 26 28 30 

Larix lepωlepis カラマツ 2 1 2 2 1 3 

Total 計 2 1 2 2 1 3 

第40表 [3. b]帯状区林床植物一覧表

Table 40. Cover degree and frequency of the plants in 

the [3. b] belt-transect 
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Miscanthus sinensis ススキ 1 . + + + E 
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第28図 [3. b]帯状区 カラマツーク 7 イザサ基群叢

Fig. 28. [3. b] belt-transect in the forest of Larix l，φtolepis 
(L. leptolepis-Sasa panたulatasoc.) 

樹高9-18m，胸高直径18-38cmで，他樹の混入をみない。林床はクマイザサが優占す

る他，量的にみるべき種は少ない。主なる所生要素を挙げれば濯木層では高木の幼樹とし

てシラビソ， ミズナラ，濯木としてモミジイチゴ。草本層では草本としてトボシガラ，エ

ゾヨモギ，ススキ， トリアシショウマ，ヤマオダマキ，ワレモコウ，オオパギボシ，スズ

ラン，タチツボスミレ，サクラスミレ，アキカラマツ，ツリガネニンジン，ウマノアジガ

タ，シダ類としてへビノネゴザなどがある。本林は多分に山火跡地林と思考される。本帯

状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第38表，第39表，林床植物一覧表を表

示すれば第 40表，林木配置および樹冠投影図を示せば第28図となる。

[3. c] 帯状区 (50xlO)m2 カラマツーレンゲツツジ基群叢 方位 SE傾斜0。 高距

1850 m Photo 8. 

本帯状区は八ガ岳山実丸山の中腹にある白駒池の東方約1.3km， 八ガ岳国有林84林

班「に」小班にあって，ほぼ東面の山腹に発達しているカラマツ林中に設定した。カラマ

ツは樹高5-27m，胸高直径6-58cmで， 濯木層から高木層まで連続的にみられるが，

樹高23-26mに最も多しここに高木層を形成する。 6-7m層に少数のシラビソ，コメ

ツガを混生する。潅木層にはレンゲツツジが広く分布し部分的にかなりの被度(4-5)をみ

る。同層にはミヤマニガイチゴ，ミヤマガマズミなどの濯木種の他，高木幼樹に富む。す

なわち主なものを挙げれば，コメツガ，ナナカマド，ミヤマザクラ， ミネザクラなどがあ

る。林床草本層は種類数に富むが，量的にはヒメスゲ以外にみるべきものはない。主なる

所生要素を挙げれば，草本としては，ヒメノガリヤス，コガネギク，オオパギボウシ，ス
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第41衰 [3. c]帯状区樹高階別本数表

Table 41. Number of trees in each height grade in 

the [3. c] belt-transect 
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第42表 [3. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 42. Number of trees in each diameter grade in 

the [3. c] belt-transect 
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第 43表 [3. c]帯状区林床植物一覧表

Table 43. Cover degree and frequency of the plants in 

the [3. c] belt-transect 
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第29図 [3. c]帯状区 カラマツーレンゲツツジ基群叢

Fig. 29. [3. c] belt-transect in the forest of LariX l，ψtolepis 
(L. leptolepis-Rhododendron japonicum soc.) 

93 

ズラン，コノイノイチヤクソウ，イワキンノてイ，ヤマスズメノヒエ，シロノイナノヘビイチコ、¥

トリアシショウマ，シダ類としてはヘビノネゴザ¥ ミヤマワラビなどがある。本帯状区の

樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第41表，第 42表，林床植物一覧表を表示すれ

ば第 43表，林木配置および樹冠投影図を示せば第29図となる。

(3 c) 事科山 Mし Tadeshina(Fig. 30) 

[3. d] 帯状区 (55x5)m2 カラマツークマイザサ基群叢万位 ESE(斜面 ENE) 傾

斜20 高距 1820m

本帯状区は夢科山登山案内小屋の北東約500m，茅野市湯河部落共有林のカラマツ林

中，最も人為的影響が少ない林に設定した。カラマツは樹高5-19m，胸高直径6-48cm

で，濯木層より高木層にわたって存在するが， 樹高 15-19m層にその半数があって上層

を形成している。混生種にはナナカマドが 1本あるのみ。林床にはクマイザサが優占して

いる。林床に出現する植物を挙げれば，高木の幼樹としてはナナカマド，カラマツ，濯木

としてはミヤマイボタ，蔓茎類としてはツタウノレシ，草本としてはイタドリ，シダ類とし

てはヤマドリゼンマイ， ワラビで， 頻度はイタドリが III，その他のものでは 1-11にす

ぎない。本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第44表，第45表，林床植

物一覧表を表示すれば第46表，林木配置および樹冠投影図を示せば第31図となる。
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第44表 [3. d]帯状区樹高階別本数表

Table 44. Number of trees in each height grade in 
the [3. d] belt-transect 
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28(3) 3 4 5 4 2 1 (1) 1 1(1) 2 2(1) 2 1 Larix leptolepis カラマツ

Sorbus commixta ナナカマド (Sc) 1 

.‘ . 29(勾

第 45衰 [3. d]帯状区胸高直径階別本数表

Table 45. Number of trees in each diameter grade in 
the [3. d] belt-transect 

3 4 5 4 2 1 (1) 1 1(1) 2 1 2(1) 2 1 計Total 

a
 
h
計

川
町

t川
崎

必

t
M明

必

t
M目

指

t机
即

位四

t
お

η
6
9
¥
a告

の
0
7
4
9
d

m
t
m却
M
m
t
m
 

m
t
M
 

m
t
n
 

u
m
t
m
 

4
t
M
 

2
t
M
 

o
t
u
 

8
t
m
 

a
U
B《

0
0

aa
・3
E、
cnu

胸高直径B.H.D. 

名物植Species 

28(羽1 2 1 1 1 3 3 2 3 3 1 3(1) 1 (1) 2(1) 1 Larix leptolepis カラマツ
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第46表 [3. d]帯状区林床植物一覧表

Table 46. Crover degree and frequency of the plants in 

the [3. d] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。5 W lli a ~ a ~ ~ ~ ~ 
F. 

Species 植物名 5 W lli a ~ a ~ ~ ~ ~ ~ 

Sorbus c，仰 tmixta ナナカマド + + . + + II 
Larix 1，φ，to1epis カラマツ + 

(2.5m) 

Ligustrum Tschonoskii 
+ + . ミヤマイボタ

Rhus ambig制ツタウルシ + 
Sasaμnt・'cu1ata ク7 イザザ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 

Po1ygonum cuゅdatum イタドリ + + . . + + + + 
Osmunda asiatica 

+ + ヤマドリゼンマイ

Reddigam ra.qtuailut-nu um 
var. latiuscu1um ワラビ+

第31図 [3. d]帯状区 カラマツークマイザサ基群叢

Fig. 31. [3. d] belt-transect in the forest of Larix 1，φto1epis 
(L.1e，〆ole戸!s-Sasapani.ω1ata soc.) 
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八ガ岳附近において設定した 4帯状区 ([3.a]-[3. d])の内，天然林として代表的なの

は，夢科山の [3.d]帯状区で，カラマツークマイザサ基群叢である。 高度が 1820mなの

で 1層は 15-19mに過ぎない。次ぎが，北八ガ岳の [3.c]帯状区である。 これは若干

の択伐を受けており，濯木層がいささか雑然としているが，草木層に比較的ヒメスゲが多

く見られるカラマツーレンゲツツジ基群叢という型であらわされた。北八ガ岳の [3.b]帯

状区はカラマツークマイザサ基群叢で，群落から見ると山火跡地の森林地として典型的な
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形をしている。南八ガ岳の [3.a]帯状区はカラマツーニツコウザサ基群叢で， 乙れが割合

に海抜高の低い方に出てくるカラマツ林として一つのよい形であるが，これも山火跡地に

成林した乙とは，地下から炭の出てくるととによってもうかがえる。

4. 御岳山 Mt.Ontake (Fig. 32) 

御岳山 (3063m)は長野県と岐阜県に跨がる名山で， 古くから植物学的には有名な山

であるが，研究の多くは高山植物が中心であり，カラマツ林に関する報知はまだ極めて少

ない。小泉1)は御岳山の植生について論じたが，カラマツ群落に関する記載はない。今

西町によれば黒沢口においては 2∞Om余に，また王滝口においては 1550-16∞mにその
分布を記録している。坂口町は御岳山の長野県側では“山麓新高御料地に多し"と記して

いる。これらのカラマツ林は高橋<)の植生図によると，針葉樹林帯の下部に位置してくる。

第32図 御岳調査地位置図

Fig.32. 乱1t.Ontake 

1) 小泉源一: 木曽御岳火山植物分布論. 植雑.28. 5-21. (1914) 

2) 今西錦司: 垂直分布の別ち方について. 山岳 31-2，59， 58. (1936) 

3) 坂口勝美: 木曽御料林及び其附近(商筑摩郡). 木本植物 21.(1941) 

4) 高橋健治: 木曽御岳火山植相の研究. 生態研9-2.75-90. (1943) 
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前田町は木曽御岳を植物群落からみると， カラマツは山地帯におけるヒノキ群集およ

び高山帯の最低部にシラベ，ウラジロモミ，コメツガ，タケカンノイ， ミズナラ，チョウセ

ンゴヨウ，ヒノキ，サワラなどと混交するとしている。安藤・佐々木6)はカラマツ群落の

項で，御岳山のカラマツは，天然生のものは王滝登山道中の小屋上方 1680m附近のごく

限られた範囲に生じ，コメツガ，シラペなどと共に群落をなしているのを見た。なお同著

で人工カラマツ林にカラマツーオオパギボウシ群落を認めた。

本研究の対象とした王滝営林署管内御岳国有林448林班「い」小班の森林調査簿表に

よる森林概況を示すと第 47表のようである。

小名班 面積

(ha) 

448 15.05 
い

第47表 調査小班の森林調査鐙表

Table 47. Forest investigation book of the conpartment 
including sample plots (Ontake) 

地 況 林 況

山利[押斜|土壌 樹種|需|蓄積|樹日級l直径|吋林種(m3/ha) 1 1 (cm)! (m) 

カラ (3) S 緩 輝石安 ヒノキ 1 1.6 200 XVII 32 20 天然
マツ 山岩， サワラ 2 3.2 

50-2剖 6-70 3-25 林
2 

砂填，
カラマツ 40 64.0 

浅，軟

適 シラベ 2 3.2 

BD Bl コメツガ 24 38.4 

トウヒ 16 25.6 

ミズナラ 2 3.2 

カンパ類 10 16.0 

広 3 4.8 

計160

摘要

カラ 7

ツを主

としコ

メツガ，

トウヒ，
カンノマ

等を混

生する

疎林

[4. a] 帯状区 (40X5)ぱ カラマツーメクマイザサ基群叢方位 W(斜面 S) 傾斜

3。高距 1640m

本帯状区は御岳登山路に沿って黒石小屋附近の三角点 (1648.6m)より北方約300m，

ほぽ東へ走る尾根の南面にあるカラマツ一斉林中に設定した。帯状区ばカラマツの純度の

最も高い部分に設定したが，調査地では，カラマツの外に，ウラジロモミ，トウヒ，アカマ

ツ，チョウセンゴヨウ，コメツガ，ダケカンパなどが混生している。カラマツは樹高 18-

22m，胸高誼径20-32cmで，高木屑に優占し，僅少本数のアカマツとダケカンパを混じ

ている。林床には稗高1.5-1.8mのメクマイザサが優占し，表にみられるように，他の所

生要素は極めて貧弱である。 本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第 48

5) 前回顧三: 木曽御岳の植物群落. 御岳研究，自然編.573， 577. (1958) 

6) 安藤久次・佐々木好之: 木曽御岳における癖苔植物の生態とフロラ. 向上.日4-655.(1958) 
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表，第 49表，林床植物一覧表を表示すれば第 50表，林木配置および樹冠投影図を示せぽ

第33図となる。

第 48表 [4. aJ帯状区樹高階別本数表

Table 48. Number of trees in each height in 
the [4. aJ belt-transect 

Height (m) 樹

Species 植物名

Lari・xl，φtolepis カラ 7 ツ

Pinus densiflora アカマツ (P)

Betula Ermani ダケカンパ (BE)

Total 計
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(2) (2) (3) (1) 1 11 4 2 

(1) ・・・・ 1

(1) (2) (2) (3) (1) 2 11 4 2 1 

第 49表 [4. aJ帯状区胸高直径階別本数表

Table 49. Number of trees in each diameter grade in 
the [4. aJ helt・transect

B.H.D. (cm) 胸高直径

Species 植物名 。!
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La円~x leptolopis カラマツ

Pinus densiflora アカ 7 ツ (P)

Betula E門河辺zni ダケカンパ (BE)

To飽l計

(4) (3) (1) 2 4 6 1 3 2 

1(1) 

(4) (3) 1(1) 2(1) 4 6 1 3 3 

1 

18(8) 

1(1) 

20(9) 

第 50表 [4. aJ帯状区林床植物一覧表

Table 50. Cover degree and frequency of the plants in 

the [4. aJ belt-transect 

Distance (m) 距離

Species 植物名
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Betula E門nanii ダケカンパ

Abies homolepis ウラジロモミ

Acanthopanax sciadophylloides 
コシアプラ

+ 
(幼)

+ + 
(幼) (幼)

+官
(幼)且

+ 
(幼) ~ 

+工

Hydrangeaμnt，ωlata ノリウツギ
Aralia elata タラノキ

Viburnum dilatatum ガ7 ズミ

Acer Tschonoskii ミネカエデ

Sasa paniculata var. ontakensis 
メク 7 イザサ

+ 1 

+・・・・・・・工

+工

+ 1 

5 5 5 5 5 5 5 5 V ~回

Ca問'xrugata クサスゲ

Dηlopteris aust村aca シラネワラビ

+ 1 

十 I
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;ぅ噂在主F
第33図 [4. a]帯状区カラマツーメクマイザサ基群叢

Fig. 33. [4. a] belt.transect in the forest of Larix 
leptolepis (L. 1φto{，ψis-Sasa paniculata 
var. ontakensi・ssoc.) 

[4. b] 帯状区 (50X5)m2 カラマツーメクマイザサ基群叢方位 WNW(斜面 S)

傾斜 100 高fEe1650m 

99 

本帯状は前記 [4.a]帯状区の更に北方約 200mの地点，前帯状区と同様南面する山腹

第51表 [4. b]帯状区樹高階別本数表

Tab!e 51. Number of trees in each height grade in 

the [4. b] belt.transect 

Height (m) 樹 高 8 9 12 14 15 16 18 19 20 21 22 

Species 植物名 9 10 13 15 16 17 19 20 21 22 23 

Larix leptolepis カラマツ (2) (1) (1) (引 (4) (1) 3(1) 4 6 3 1 

Betula E:門抑制i ダケカンパ (BE) 1 1 1 1 

Total 計 (2) (1) 1(1)(4) 1(4) 1(1) 4(1) 4 6 3 1 

第52表 [4. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 52. Number of trees in each diameter grade.in 

the [4. b] belt.transect 

B.H.D (cm) 胸高直径 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 36 
! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! 

Species 植物名 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 38 

Larix lepotolepis カラマツ (1) (1) (3) (4) (4) 1(1) 1 . 22  3 3 2 3 

Betula Ermani ダケカンパ (BE) • 1 2 1 ・

Total 計 (1) (1) (3) 1(4) 2(4) 1 1(1) 1 .2， 2 3 32  3 

Total 
計

17(14) 

4 

21(14) 

Total 
計

17(14) 

4 

21(14) 
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第53表 [4. b]帯状区林床植物一覧表

Table 53. Cover degree and frequency of the plants in 

the [4. b] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。5 W ~ a ~ a ~ ~ ~ 
Species 植物名 5 W ~ a ~ a ~ ~ ~ω 

Betula E門時ani ダケカンパ + + + + + + + + + 
Sorbus commixtaナナカマド + + + + 
Acanthopanax sciコ・晶dシ'otア'hyプu.ラ'oides + . + 
Picea jezoensis var. hondoensis トウヒ + 
Fraxinus Sieboldiana トネリコ + 
Quercus crispula ミズナラ + 

Hydrangeaμniculata ノリウツギ + + + + + + + 
Rubus hirsutus クサイチゴ

Sasa paniculata var. ontakensis 5 5 5 5 5 5 5 5 
メク 7 イザサ

Carex lanceolata ヒカゲスゲ + . 

第34図 [4. b]帯状区 カラ 7 ツーメク 7 イザサ基群叢

Fig. 34. [4. b] belt-transect in the forest of Larix 
leρtolepis (L. leptolepis-Sasa paniculaω 
var. ontakensis soc.) 
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にあるカラマツ一斉林中に設定した。カラマツは樹高 18-23m，胸高直径20-38cmで，

混生種はダケカンパのみである。カラマツのかなりの枯損木をみる点は前帯状区と同じで

i!t~ιA林床には稗高1.3-1.8mのメクマイザサが優占し，他の所生要素は量的にみるべき
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ものはない。本帯状区の樹高および胸日直径階別本数を表示すれば第 51表，第 52表，林

I~ミ刷物一覧表を表示すれば第 53 ~長，林水配置および樹冠投影図を示せばt-~ 34図となる。

御岳山において設定した 2帯状区 ([4.a]， [4. b))， いずれも王滝口盆山協に沿った黒

有!7rp付近， 戸:;~8 1650 m附近にあり， カラ 7 ツ天然林としては林床に1豆類が俊占する典型

的なもので，1l干落はカラマツーメク 7 イザサ法群叢である d

5 上高地 Kamikochi(Fig. 35) 

上正:，地のカ ラマツに関しては rtI 'l!f 1)が上ï~:j :t'J!平の比較的位燥するむにカラマツ ・ シ

第35図 上高地調査地位置図

Fig. 35. Kamik凸chi

1) 中野治房 上高地渓谷及び附近山岳地物生態調査報告 上高地天然記念物調査報告 8.21-22，32， 

34. (1928) 
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ラカンパ群叢のあることを報告している。 また，大場・村瀬2)によれば，上高地森林植生

の先駆群落をケショウヤナギードロノキ群集にまとめ，そのなかにカラマツ亜群集を認め

更に土壌のやや安定せる地にカラマツーベニバナイチヤクソウ変群集，不安定の地にカラ

マツーフッキソウ変群集，カラマツーアキカラマツ変群集を報告している。

上高地におけるカラマツ林はいずれも梓川の堆積磯土上，または校沢の押出し上に成

林したもので，本研究の対象とした松本営林署管内上高地国有林 86林班「い」小班と 105

林班九リ小班の森林調査簿表による森林概況を示すと第 54表のようである。

小名班 面積

(ha) 

86 1.48 
~， 

105 178.92 
p 

第54表 調査小班の森林調査筏表

Table 54. Forest investigation book of the compartment 
including sample plats (Kamikochi) 

地 況 林 況

叫… 樹種|緊|蓄積一|齢級|直径|樹高|林種
(%)1 (m3ルa)1 1 (cm) 1 (m) 

カラ (3) 平 古成層 カラマツ 開 4回 110 XVII 28 23 天然
7 ツ 機，壌 ウラジロ 25 瓜}-1伯

以上 16-ω 12-27 林
1 5 

土，中 モミ

深，軟
コメツガ 3 15 

適 広 2 10 

計反則

シラ (3) SE 急 古成層 カラマツ 15 37.5 1加 XVII 28 18 天然
J、. 

E襲，漉 オオシヲ 創〉ー2伺 以上 6-62 5-28 林
2 ピソ 15 37.5 

土，中
シラピソ 25 62.5 

軟，乾
コメツガ 15 37.5 

トウヒ 5 12.5 
ダケカン

10 2.50 ノマ

広 15 37.5 

計250

[5. a] 帯状区 (40X5)m2 カラマツーフッキソウ基群集方位 E 傾斜O。高距

1540m 

摘要

天然

記念

物指

定地
母樹
林

天然

記念

物指

定地

本帯状区は上高地， 梓川にかかる河童橋よりほぼ東方 11∞m， 通称奥小梨平附近，
梓川の河原上のカラマツの一斉林中に設定した。本調査地点は上高地国有林86林班「いj

小班にあって，この附近にはカラマツ精英樹 No.101， No. 102をみる。 周辺はキャンプ

地であるために林床に若干の乱れがみられるが，上層木は極めて整っている。カラマツは

樹高 14-25m，胸高直径20-48cmで，上層 (20m以上)の優占種となって他樹種を混生

せず， 少数のウラジロモミ， エゾヤマザクラ， ミヤマザクラ， ハJレニレなどが 10m以

2) 大場達之・村瀬信義: 上高地の森林植生. 第11回日本生態学会大会講演要旨.3-4. (1964) 
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下の下層に散在している。濯木層は比較的よく発達しているが量的に多いものは少ない。

ミヤマザクラなど。襟木とオンコ，乙の層には高木または小高木の幼樹としてコメッガ，

オオカメノキなどをみる。また林縁部にはクミヤマイボタ，カンボク，してはザリコミ，

....::: その他，マイザサ多く，漸次林内侵入の傾向をみる。草本層にはフッキソウが優勢で，

コミヤマフキ，カンスゲ¥シロノTナノヘビイチコ、¥コウモリソウ，ニノTナイチヤクソウ，

タマガワゴゼンタチノイナ，ウマノミツノイ，タチツボスミレ，ヤマカモジグサ，カタノイミ，

ミヤマ

カラマツなどがある。本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第55表，

56表，林床植物一覧表を表示すれば第 57表，林木配置および樹冠投影図を示せば第 36図

第

ズダヤクシュ，マイヅlレソウ，シラオイハコペ，サラシナショウマ，ホトトギス，

第55衰 [5. a]帯状区樹高階別本数表

Table 55. Number of trees in each height grade in 
the [5. a] belt-transect 

となる。
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Larix leρ.tolepis カラマツ

Abies ho明 olepis ウラジロモミ (Ah)

Pru河usSargentii エゾヤ 7 ザクラ (PS)

P. Maximowiczii ミヤマザクラ (PM)

Ulmus proPinqua ハノレニレ (Up)

物植Species 

1 

1 
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第56衰 [5. a]帯状区胸高直径階別本数表

Tahle. 56. Number of trees in田 chdiameter grade in 

the [5. a] belt-transect 
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第57衰 [5. aJ帯状区林床積物一覧表

Table 57. Cover degree and frequency of the plants in 
the [5. aJ belt-transect 
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[5. a] belt-transect in the forest of Larix 
fφtol，φis (L. l，φto/'ψis-Pachysandra ter-
mi.珂alissoc.) 

第36図

Fig. 36. 
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高距傾斜30方位 Wカラマツークマイザサ墓群叢帯状区 (45x5)m2 [5. b] 

1620m 

横尾谷の押出し上の本帯状区は梓川上流上高地国有林105林班「い」小班にあって，

カラマツに混じカラマツ林に設定した。本調査地点附近には一般にシラビソが多いので，

てかなりのシラビソをみた。調査地ではカラマツは樹高 17-22m，胸高直径32-64cm

なおこの層にことに樹高 20-21m1乙多い。樹高 10-17m層にはシラビソが多く，で，

ミヤマザクラ各々 1本を生じはトウヒの混生もみられた。樹高5-7m層にはシラビソ，

ている。林床はクマイザサ優占する他は量的にみるべきものはない。濯木層も不顕著でノ

リウツギ，ナナカマドなど散生するにすぎない。:草本層ではカンスゲ，コミヤマカタバミ，

コウミヤマエンレイソウ，タニギキョウ，ズダヤクシュ，クjレマノイソウ，マイヅ jレソウ，

シダ類としてオシターなどが主な所生要素である。本帯状区の樹高および胸高直モリソウ，

径階別本数を表示すれば第四表，第59表，林床植物一覧表を表示すれば第 60表，林木配

置および樹冠投影図を示せば第37図となる。

第 58表 [5. b]帯状区樹高階別本数表

Table 58. Number of trees in e渇chheight grade in 

the [5. b] belt-transect 
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第59褒 [5. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 59. Number of trees in each diameter grade in 

the [5. b] belt-transect 
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第60表 [5. b]帯状区林床植物一覧表

Table 60. Cover degree and frequency of the plants in 

the [5. b] belt-transect 
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第37図寸5.b]帯状区カラマッ クマイザサ基群叢

Fig. 37. [5. b] belt-transect in the forest of Larix 
lelうtolepis(L. leptolepis-Sasa paniculata soc.) 

45_ 

上高地のカラマツ林をみると，天然生林の良く保存されているものが極めて少く，カ

ラマツ林の調査地として選ぶ乙とのできたのはわずかに2個所にすぎない。 しかも [5.a] 

帯状区は外見上，カラマツ林としての比較的美しい型を呈しているが良く観察してみると

若干の択伐を受けており，林床は撹乱され，種類は非常に多い。しかし林床にフッキソウ

が多く，河畔におけるカラマツ林植生としてのー型ではある。 [5.b]帯状区のカラマツー

クマイザサ基群叢はE高山帯中のカラマツ林である。すなわち，カラマツ林の 2層にはシ

ラビソが現われ， 群落更行も推察するにかたくない。 しかし第 37図でわかるように樹冠

群に均一な密集度がない ζ とと，林床の所生要素が比較的多いことにより，おそらくこれ

は風倒によって惹起されたものであるまいかと，考察される。

6. 浅間山 Mt.Asama (Fig. 38) 

上信国境にまたがるわが国最高の活火山なる浅間山は，古来間歓的に爆発を繰返し，

そのため山体上部の大部分は砂礁を露出し，植物の侵入を妨げている。しかし火山活動の

影響の比較的少ない裾野にはアカマツ，カラマツ，シラカンパ，ヤシャブシなどの樹林が

みられ，特にその影響のより少ないところにはウラジロモミ， ミズナラなども生育する。

近藤・伊藤1)はヤシャブシ・カラマツ・アカマツ群叢を認め， 乙の群叢は浅間山山麓の大

1) 近藤武夫・伊藤 洋: 浅間火山の植生. 動物及植物 9-4.24-30. (1941) 
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カラマツ林の群落学的研究(舘脇・伊藤・遠山)

第38図 浅間山調査地位置図

Fig. 38. Mt. Asama 

第 61表 調査小班の森林調査箆表

Table 61. Forest investigation book of the compartment 
including sample plats (Asama) 

地 況 林 況

一利|坤斜(土壊 樹種帯蓄積|樹齢l齢級|ザ岡林種(m3/ha) I I (cm) I (m) : 

広 (1) 平 輝石安 広 100 15 16 lV 6 4 天然
山岩浅， 保残材積 16-17 4←8 3-7 林

際I軟II1， ，適 アカマツ
!保

(2) 

カラマツ (2.1) 
BD-

|残1m 広 (2.1) 

計 21.2

カラ (2) SE 中急輝石安 カラマツ XVII 
26l17村

7 ツ 山岩浅， 広 51 8.5110ι125 以上 10-54百-24林
3 

計 170.0

カラ (2) SE 中 輝石安 アカマツ 30 30 53 狙 12 8 I人工
マツ 一部 山岩，浅 カラマツ 55 55 30-55 4-20 6←16 木
3 急

粗IB磯mD，，， -乾
広 15 15 

計 100

1m 

109 

摘要

S 18年放
牧予定地
として伐
採以後放
置して現
在IC至る
保残木は

形質多不良
木し

T元年カ
ラマツ植
栽するも
生育不良
天然生ア
カマツ，
カラマツ
広侵入
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また外輪山の黒斑山，食11火山活動の影響を受ける聞は続くと報告している。部分を占め，

ガ峯などの高地にはミヤマハンノキ・カラマツ群叢を認めている。

その寄生火山小浅間山周辺，岩村田営林署管内長倉山圏有林著者らは浅間山の東麓，

調査地の森林調査簿表による森林概況を示6帯状区を設定した。にその研究対象を求め，

せば第61表のようである。

カラマツーヤシャブシーヒメノガリヤス基群叢[6. a] 帯状区 (25x5)m2 

高距 1400m傾斜00方位 wsw

鬼押出へぬける有料道路の東側に沿ってみられる

第62表 [6. a]帯状区樹高階別本数表

Table 62. Number of trees in each height grade in 

the [6. a] belt-transect 
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第 63表 [6. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 63. Number of trees in each diameter grade in 

the [6. a] belt.transect 
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第 64衰 [6. a]帯状区林床植物一覧表

Table 64. Cover degree and frequency of the plants in 

the [6. a] belt-transect 
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カラマツーヤシャブシ林中に設定した。調査

林は岩村田営林署管内長倉山国有林89林班

調査地とは必ず「ろ」小班(簿表の説明と，

カラマツしも合っていない)に属している。

胸高直径 14--30cmで1層は樹高9--17m，

を占め，ヤシャブシは 5--10m層に多く 2層

その下に纏木層の発達も顕著つを形成する。

ついであり，量的にはレンゲツツジが多く，

[6. a)帯状区 カラマツ ヤシ

ャブシーヒメノガリヤス基群叢

Fig. 39. [6. a) belt-transect in the 

forest of Lari・xleptolepis 
(L. leptolepis-Alnus firma 

Calamagrostis hakonensis 

soc.) 

イボタ，ノリウツギ，ミヤマザクラなど，また

第 39図マユミは全般的に散在している。林床ズミ，

ついで草本層にはヒメノガリヤスが優占し，

トボ

シ

シガラなどが多い。全体的にみられるものと

イタドリ，

マイヅJレソウ，

してはその他にタニギキョウ，

ジンヨウイチヤクソウ，
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ラネニンジンなどがある。本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第62表，

第63表，林床植物一覧表を表示すれば第64表，林木配置および樹冠投影図を示せば第

39図となる。

傾斜20方位 W(斜面NNE)カラマツーススキ基群叢[6. b] 帯状区 (25x5)m2 

高距 1390m

カラマ本帯状区は小浅間山北麓を通る小浅間林道の入口附近，林道の南側において，

この調査地は天然林か，人工林ツ林中，林床にススキの優占しているところに設定した。

純林をなしている。

第65表 [6. b]帯状区樹高階別本数表

Table 65. Number of trees in each height grade in 
the [6. b] be!t-transect 

胸高直径6-20cmで，カラマツは樹高5-11m， か判然としない。
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第66表 [6. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 66. Number of trees in each diameter grade in 
the [6. b] belt-transect 
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第 67表 [6. b]帯状区林床植物一覧表

Table 67. Cover degree and frequency of the p!ants in 
the [6. b] belt-transect 

3 3 5 3 2 1 2(2) 計Tota! 

5
!
O
 

Y
A
弓

4

つ“

A
V
-
-
E
U
 

噌

E
A
、
』
田
守
噌

'
A

C.v. F. 
ハリ・
t
F
U

っ“、
4
つ“

5
t
m
 

0
1
5
 

離距Distance (m) 

名

Sorbus commixta var. rufo-ferruginea 
サピノてナナカマド

Betulσplatyphylla var. japonica 
乃'nusdeπsiflora アカマツ

IV + 十+ + 

物植Species 

E 

E 
+ 
+ 

+ + シラカンノマ

+ 

Hydrangea ρaniculata ノリウツギ

Rhododendron japonicum レンゲツツジ

Malus Sieboldiiズミ

Spiraea japonica シモツケ

Vi・burnumfurcatum オオカメノキ

3ω 
1∞ 

V

R

V

E

I

 

ー
+
+

+ 

+ 
+ 

+
+
+
 

ー
+
+

1
1
+
+
+
 



カラマツ林の群落学的研究(舘脇・伊藤・遠山)

Distance (m) 距雄

Species 植物名
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V. Vitis-ldaea コケモモ

+ + 1I 
I + 

Miscanthus sinensis ススキ

Tilingia ajanensis シラネニンジン

Shortia Soldanelloides イワカガミ

Calamagγostis hakonensi・5 ヒメノガリヤス

Trientalis europaea 
var. europaea ツマトリソウ

Polygonum cuspidatum イタドリ

Anaphalis margaritacea 
var. angustwr ヤマノ、ノ、コ

Patrinia triloba var. gibbosa 
ハクサンオミナエシ

Aruncus sylvester ヤマブキショウマ

5 5 5 5 5 V 8750 

1 + + + + V 100 
+ + + + 1 V 100 
+ + + + 1 V 100 

+ + + +・lV

+ + + + lV 

+ +・+ JII 

+ 1 

+・・工

Athyrium yokoscense へピノネゴザ + + + JII 

Polytrichum spp スギゴケ類 + 1 

濯木層にはノリウツギが多く，レンゲツツジ，ズ

ミなどの濯木種の他，サビパナナカマド，シラカ

ンパ，アカマツなどの高木の幼樹をみる。林床は

草本層にススキが優占する他は，量的にみるべき

ものがない。主なる所生要素をあげれば，草本に

はシラネニンジン，イワカガミ，ヒメノガリヤス'

ツマトリソウ，イタドリ，ヤマハハコ，シダ類に

はヘビノネゴザなどをみる。本帯状区の樹高およ

び胸高直径階別本数を表示すれば第65表， 第 66

表， 林床植物一覧表を表示すれば第67表， 林木

配置および樹冠投影図を示せば第 40図となる。

第40図 [6. b]帯状区 カラマツー

ススキ基群叢

Fig. 40. [6. b] belt司transectin the 

forest of Larix leptolepis 
(L. leptolepis-Mis，ωnthus 

sinensis soc.) 

[6. c] 帯状区 (25x5)m2 カラマツーレンゲツツジ基群叢方位 WNW(斜面 E)

傾斜2。高距1390m Photo 9. 

本帯状区は [6.b]帯状区にほど近く，その北約70m，林道の北側にあるカラマツ林中

林下にレンゲツツジが優占しているところに設定した。 カラマツは樹高 (5-)8-lOm， 

胸高直径 (6-)10-20 cmで， [6. b]帯状区にみられたカラマツとほとんど同じであり，

人工林か，天然林か，判然としないが，純林を形成している。濯木層にはレングツツジが
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第68表 [6. c]帯状区樹高階別本数表

Table 68. Number of trees in each height grade in 

the [6. c] belt-transect 
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第 69表 [6. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 69. Number of trees in each diameter grade in 

the [6. c] belt-transect 
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第 70表 [6. c]帯状区林床植物一覧表

Table 70. Cover degree and frequency of the plants in 

the [6. c] belt-transect 
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Distance (m) 距 離 O 

Species 植物名 5 

Anaphalis mm・garitacea
+ var. angustzor ヤマハハコ

Phragmites communis キタヨシ + 
Calamagrostis Langsdorf fii イワノガリヤス + 
Aletris foliata ネパリノギラン

多い他， ノリウツギ， ズミ， シモツケなどが

(+)-(1)の被度に生じ，なお潅木としてはミヤマ

イボタ，キツネヤナギ，サワフタギ，高木の幼樹

にはアカマツ，サビノfナナカマド，シラカンノイ，

ミズナラ， ミヤマザクラなどが散生している。草

本層では，ススキが多く，被度 (1)-(3)に生じて

いるが，その他量的にみるべきものはない。主

なる所生要素を挙げればヒメノガリヤス，イタド

リ，コガネギ?ク，イワカガミ，クロマメノキ，ヤ

マハハコなどがある。本帯状区の樹高および胸高
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+ III 
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+ 王

第41図 [6. c]帯状区 カラマツー

レンゲツツジ基群叢

Fig. 41. [6. c] belt-transect in the 

forest of Larix leρtolepis 
(L. leptolepis-Rhododen-

dron japonicum soc.) 
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直径階別本数を表示すれば第 68表，第 69表，林床植物一覧表を表示すれば第 70表，林

木配置および樹冠投影図を示せば第 41図となる。

[6. d] 帯状区 (35x5)ば カラマツーヒメノガリヤス基群叢 方位 NW(斜面 NE)

傾斜2
0
高距 1460m Photo 10. 

本帯状区は小浅間山の東北約700m，浅間山頂から東にのびる尾根の途中から北東に

派出する枝沢に沿った，林冠の比較的疎なカラマツ林中に設定した。調査林は岩村田営林

署管内長倉山国有林91林班「い」小班に属している。 本帯状区のカラマツは樹高 16-23

m，胸高直径28-64cmで 1層 (18-23m)に優占し， 5-12m層にはナナカマドを見る。

第71表 [6. d]帯状区樹高階別本数表

Table 71. Number of trees in each height grade in 
the [6. d] belt-transect 

Height (m) 樹 高 5 6 12 16 17 18 20 22 Tota! 
Species 植物名 6 7 13 17 18 19 21 23 計

Larix leptoleρis カラマツ (L) 1 1 2 2 1 l 8 
Sorbus commixta ナナカマド (Sc) 2 1 1 4 

Alnus fiャta ヤシャプシ(Af) 1 1 

Tota! 計 3 2 1 1 2 2 1 1 13 
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第72表 [6. d]帯状区胸高直径階別本数表

Table 72. Number of trees in each diameter grade in 

the [6. d] belt-transect 
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第 73表

Table 73. 

1 1 2 1 1 

[6. d]帯状区濯木層本数分布表本
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から順次に記す。表の末尾IC樹高別本数を各々合計して掲げた。
* 

第74表 [6. d]帯状区林床植物一覧表

Table 74. Cover degree and frequency of the p!ants in 

the [6. d] belt-transect 
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Quercus crispula ミズナラ

Acanthopanax sciadoρhylloides 
コJシアプラ
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Viburnum furcatum オオカメノキ

VacciniU1η hirtum ウスノキ

Hydrangeaμniculata ノリウツギ

Symplocos chinensis var. leucocarpa 
f. pilosa サワフタギ

Rhododendron ja.抑制cum レンゲツツジ
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Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Ligustrum Tschonoskii ミヤ 7 イボタ 十

Rhododendron Fauriae + ハクサンシャクナゲ

Calamagrostis hakonensisヒメノガリヤス 4 5 5 3 4 3 

Shortia soldanelloides イワカヵーミ 2 + + + + + 
Patrinia triloba var. gibbosa 

+ + 1 + 1 ハクサンオミナエシ

Tilingia ajanensis シラネニンジン + 1 
Miscanthus sinensis ススキ + 
Trientalis europaea 

+ + + + + + var. europaea ツ7 トリソウ

Polygonum cuspidatum イタドリ + + + + + + 
Maianthemum dilatatum '7イヅノレソウ + + + + + 
Carex oxyandra ヒメスゲ + 
Deschampsia fiexuosa コメススキ

Osmunda asiatica ヤマドリゼンマイ 1 1 

Athy円 umyo是oscense へピノネゴザ + + + 
Lycopodium obscurum マンネンスギ 十

第42図 [6. d]帯状区 カラ 7 ツーヒメノガリヤス基群叢

Fig. 42. [6. d] belt-transect in the forest of Larix 

leptolepis (L. [，φtol，ψis-Calamagrostis 
hakonensis soc.) 
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+ 工

II 143 
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濃木層の存在は顕著で，オオカメノキ，ウスノキ，ノリウツギ，サワフタギ，レンゲツツジ，

ミヤマイボタ，ハクサンシャクナゲなどを生じ，これらの濯木に混じてナナカマド， ミヤ

マザクラ， ミズナラ，コシアブラなど高木の幼樹が散在している。草本層にはヒメノガリ
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ススシラネニンジン，その他草本種ではイワカガミ，ハクサンオミナエシ，ヤスが多く，

シダ類ではヤマドリゼンマイなどが (1)-(2)の被度に生じている。量的には多くないキ，

ヘビノネマイヅJレソウ，イタドリ，ツマトリソウ，が，全般的にみられるものとしては，

マンネンスギなどがある。本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第ゴザ，

71表，第 72表，濯木層の本数分布および林床植物一覧表を表示すれば第 73表，第 74表，

林木配置および樹冠投影図を示せば第 42図となる。

方位 W(斜面カラマツーノリウツギーマイヅルソウ基群叢[6. e] 帯状区 (35x5)m2 

Photo 11. 高距 1550m傾斜50NE) 

本帯状区は [6.d]帯状区の更に上方にあって，小浅間山と浅間山の群馬・長野県境尾

根の間に介在する小さな尾根の北斜面上，林床にマイヅノレソウが優占する部分に設定し

カラマツは樹高 17-24m，胸た。本林は長倉山国有林 91林班「い」小班に属している。

に優占するが，樹形は極め高直径20-46cmで1層 (17-19m， 20-24 mの2群になる)

5-10m層にはカラマツ，て悪い。林冠は相当密であるが，同齢一斉林ではないらしい。

ナナカマドが混在して 2層を形成し，更にその下には濃木層の存在を認めることができ

オオウスノキ，ノリウツギが多く，ハクサンシャクナグがこれに次ぎ，る。濯木層では，

シラビソなどの高木の幼樹がサビ、ノイナナカマド，タラノキなどの濯木の他に，カメノキ，

量的にみるべき種類はない。混在している。林床草本層にはマイヅJレソウが優占する他，

ツリガネツマトリソウ，

第75表 [6. e]帯状区樹高階別本数表

Table 75. Number of trees in each height grade in 

the [6. e] be!t-transect 

主なる所生要素を挙げれば，草本種としてヒメノガリヤス，
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第76表 [6. e]帯状区胸高直径階別本数表

Table 76.、 Numberof trees in each diameter grade in 

tne [6. e] belt-transect 
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第77表 [6. eJ帯状区港木層本数分布表*

Distribution of the !ower tree !ayer in the [6. eJ belt-transect Table 77. 

Distance (m)距離
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ノリウツギ (H) ーー

Rhododendron Fauriae 
ハクサンシャクナゲ (R)

Symplocos chinensis 
var. leucocarj硯 0-1-0-00-0-1-0 
f. pilosa サワフタギ(Sy)

Viburnum furcatum 
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植物名Species 
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0-1-1-0 0-2-0-0 1-1-1-0 0-1-0-0 1-5-2-0= 8 

0-1-1-0= 2 

0-1-0-10-1-0-1= 2 

0-0-0-1= 1 

0-4-0-1 0-1-4-0 1-0-2-1 0-1-4-0 0-2-0-0 1-3-1-0 0-3-0-1 2-14-11-3=30 計Tota! 

第73表の註を参照。

第78表 [6. eJ帯状区林床植物一覧表

Table 78. Cover degree and frequency of the p!ants in 
the [6. eJ be!t-transect 
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第43図 [6. e]帯状区 カラマツ ノリウツギー
マイヅJレソウ基群叢

Fig. 43. [6. e] belt-transect in the forest of La門 Z

leρtole〆s(L. leptol，φis-Hydrangea pani-
culata-Maianthemum dilatatum soc.) 

ニンジン，シダ類としてはヤマドリゼンマイなど。また醇類が帯状区前半にみられる。本

帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第 75表，第 76表，樫木層の本数分布

および林床植物一覧表を表示すれば第 78表，第 79表，林木配置および樹冠投影図を示せ

ば第 43図となる。

[6. f] 帯状区 (22x5)ば カラマツーガンコウラン基群叢方位 WNW(斜面 NE)

高距 1580m Photo 12. 

本帯状区は [6.e]帯状区の更に上方にあり，長倉山国有林 92林班「い」小班に属し，

火山礁からなる林床にガンコウランの優占している部分に設定した。吹き曝しの斜面上で

あるため，カラマツは樹高低く，樹形も風衝型を呈している。林床にはガンコウランの他

ミヤマヤナギ，クロマメノキ，コメパツガザクラなど高山性の植物をみるが，なおススキ，

第79表 [6. f]帯状区樹高階別本数表

Table 79. Number of trees in each height grade in 

the [6. f] belt-transect 

Height (m) 樹 高 1 2 3 4 
To飽l

Species 植物名 2 3 4 5 計

Larix leptolepis カラマツ 2 4 3 (1) 1 (1) 10(2) 

Tota! 計 2 4 3 (1) 1 (1) 10(2) 
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第80表 [6. f]帯状区胸高直径階別本数表

Table 80. Number of trees in each diameter grade in 

the [6. f] belt司transect

B.H.D. (cm) 胸高直径 2 4 

Species 植物名 4 6 

Larix leptolepis カラマツ 1 3 

Total 計 1 3 

6
1
8
 

8
t
m
 

Total 
計

3 (1) 

3 (1) 

3 (1) 

3 (1) 

10(2) 

10(2) 

第81表 [6. f]帯状区林床植物一覧表

Table 81. Cover degree and frequency of the plants in 

the [6. f] belt司transect

Distance (m) 距離

Species 植物名

ハリ、，
R
F
h
u

C.v. 
5 10 15 

F. 
10 15 20 

+ I (0.3m) 

+ 工(0.3m) 

2 E 

Lari・'x1，φtoleρIS カラマツ

Pinus densiヌora アカマツ

Salix Reinii ミヤマヤナギ + 438 

Empetrum nigrum var. japonicum 
3 4 5 4 V 6250 

ガンコウラン

Vaccinium uliginosum クロマメノキ + 1 + + V 125 

Arc.品encanana コメパツガザクラ + + E 

Miscanthus sinensis ススキ 十 + + E 
Anほzphalismargaritacea var. angustior 

+ I 
ヤマハハコ

Polygonum cuspidatum イタドリ + 工

Lycopodium obscurum マンネンスギ + 工

ヤマハハコ，イタドりなど平地にも高山にも適応性の

強い種類の混在をみる。本帯状区の樹高および胸高直

径階別本数を表示すれば第79表，第80表，また林床

植物一覧表を表示すれば第 81表， 林木配置および樹

冠投影図を示せば第 44図となる。 本林は天然林か人

工林か不明である。記録によれば，本帯状区周辺は大

正元年頃植栽した林班に相当するが，樹木の配置や樹

齢の分布は必らずしも一様とは考えられない。多分人

工植栽のカラマツは大部分は枯死し，その聞に天然生

のものが混生するようになって現在の姿を呈している

のであろう。

国 連L五一寺町

三色。内 ~l 
第 44図 [6.f]帯状区カラ 7

ツ ガンコウラン基群叢

Fig. 44. [6. f] belt-transect in 

the forest of Larix 

leptolepis (L. leptol，ψis-
Empetrum nigrum var. 

japonicum soc.) 
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浅間山は新火山植生，殊にカラマツの研究に際し，富士山と共に興味ある山で，カラ

マツ林の林齢は富士山より若いものが多い。調査地として小浅間山附近に設定した 6帯状

区 ([6.a]--[6. f])のうち，樹高の高いのは [6.dl， [6. e]で，小浅間山の北麓谷斜面に近い

ととろである。 [6.d]帯状区のカラマツーヒメノガリヤス基群叢では 1層の樹高は 18--

23 m， [6. e]帯状区はカラマツーマイヅJレソウ基群叢で 1層の樹高は (17-)20--24 mで

ある。後者は蘇類型から，ある時代適度の陽光が入り，変化してきたものとも考えられ

る。 [6.a]帯状区はカラマツーヤシャブシーヒメノガリヤス基群叢であるが，乙れもカラ

マツ林としては面白い群落で，随所にあるものではない。もっとも小浅間山の南麓にはヤ

シャブシ林も存在している。 [6.b]帯状区はカラマツーススキ基群叢で裸地に近い，比較

的若い林冠の疎な群落マ，カラマツ林火山群落の一つの形であろう。 [6.c]帯状区カラマ

ツーレンゲツツジ基群叢と環境は似ている。 [6.f]帯状区はカラマツーガンコウラン基群

叢であるが，これはカラマツ林として樹木限界に現われてくる群落相である。これに近い

ものに，浅間山の東北麓，鬼押出しに近い黒豆河原附近に，クロマメノキ群落中に若いカ

ラマツを散生するところがあるが，これはクロマメノキーカラマツ基群叢として取扱う方

が妥当と考え，カラマツ林からは除外しておいた。

7.万座 Manza(Fig.45) 

群馬県北部に連らなる三国山脈はカラマツの分布中心域の北縁にあたる。その三国山

脈西南部を流れる万座川流域にも所々にカラマツがみられ，カラマツ林所在地としてはよ

く知られたところである。 本調査で対象としたのは草津営林署管内熊四郎山国有林85林

班「ち」小班であり，本白根山の西斜面に位置している。森林調査簿表によって森林概況

を示すと第 82表となる。

[7. a]帯状区 (65x10)m2 カラマツーメクマイザサ基群叢方位 SSE 傾斜O。高

距 1800m Photo 13. 

本帯状区は万座温泉の南約 1200m本白根山の西斜面にあって， カラマツ老齢木より

なる林中に設定した。 カラマツは樹高24--27m，胸高直径50--70cmに達し，林冠相互

の重なりはほとんどなく，林木は疎生していて，林内は極めて明かるい。ところどころに

伐痕をみるが， ζれらの株の根元直径は 32-50cmにわたっていた。混生樹種としてはト

ウヒがあり，該樹は樹高 10m，胸高直径18cmである。 林床にはメクマイザサが完全に

占居し，濯木層，草本層共量的にみるべき種類はない。主な所生要素を挙げれば，潅木層に

は高木の幼樹としてダケカンノイ，シラカンノペシラビソ，カラマツなど，潅木としてはエビ

ガライチゴ，モミジイチゴ，ウスノキなどが散生し，草本層には，草本としてはマイヅJレソ

ウ，ツマトリソウ，ヒメスグなど，シダ類としてヤマドリゼンマイなどが散生するのみ。
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85 24.15 
ち

カラマツ林の群落学的研究(舘脇・伊藤・遠山)

第45図 万座調査地位置図

Fig.45. 恥1anza

第四表 調査小班の森林調査祭表

Table 82. Forest investigation book of the compartment 

including sample plots (Manza) 

地 況 林 況

叫…傾斜[土壌 樹種開蓄積|樹齢|齢級|直径|樹高[林種
(m3/ha) I I (cm) I (m) 

カラ 平 輝石安 カラマツ 75 120 95 xx 32 18 天然
マツ 石岩 5 8 50-2∞ 16-60 8-25 林2 シラピソ中，壌

コメツガ 5 8 

カンパ類 10 16 

広 5 8 

計 160

123 

摘要

母樹
林

本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第 83表，第 84表，林床植物一覧表

を表示すれば第 85表，林木配置および樹冠投影図を示せば第 46図となる。
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第 83表 [7. a]帯状区樹高階別本数表

Table 83. Number of trees in each height grade in 

the [7. a] belt-transect 
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第 84衰 [7. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 84. Number of trees in 偲 chdiameter grade in 

the [7. a] belt-transect 

2 3 2 1 計Tota! 

0
0
・
【

A
U

n
h
り

-
4
ヴ

4

8
!
O
 

F
U
l
l
n
b
 

日
山

t日
山

ヮ“・
!
A告

に
1
V
1
4
F
h
u

日
刊

t
臼

川
崎

tω。!2
4
i
4
 

氏
り
・

!
Q
u

q
o
!
t
q
t
υ
 

ワ
μ
.
，、
A
告

。ο
、j
t
q
o

m
t
m
 

胸高直径B.H.D. (cm) Total 
計

名物植Species 

7(4) 

1 

1 1 1 2 2 (1) (1) (1) (1) Larix leptolePis カラマツ
Picea jezoensis var. hondoensisトウヒ (Ph) 1 

8 (4) 1 1 1 2 2 (1) (1) (1) (1) l 昔卜Total 

第85表 [7. a]帯状区林床植物一覧表

Table 85. Cover degree and frequency of the plants in 

the [7. a] belt-transect 
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Carex oxyandヤa ヒメスゲ

Gaultheria Miqueliえzna シラタマノキ
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第46図 [7. a]帯状区 カラマツーメクマイザサ基群叢

Fig. 46. [7. a] belt-transect in the forest of La門 Z

leptolepis (L. leptolepis-Sasa jうaniculata
var. ontakensis soc.) 

125 

[7. b] 帯状区 (25x5)m2 カラマツーメクマイザサ基群叢方位 N 傾斜 2
0
高距

1800 m Photo 14. 

本帯状区は [7.a]帯状区近傍にあって， カラマツの壮齢木よりなる林中に設定した。

カラマツは樹高 6-12m，胸高直径 12-24cmに亘って， 1層の優占木をなすが，帯状区の

5-20m聞にはカラマツを欠き，シラビソが多く， 2-3m層に亘って一つの層を形成して

いる。林床にはメクマイザサが優占する。その他の種類としては濯木層にはナナカマドが

散生する程度で，量的に顕著なものはない。主なる所生要素と挙げれば，濯木層には高木

第 86表 [7. b]帯状区樹高階別本数表

Table 86. Number of trees in each height grade in 

the [7. b] belt-transect 

Height (m) 樹 高 2 

Species 植物名 3 

Larix leptolepis カラマツ (1) 

Picea jezoensis var. hondoensis トウヒ (Ph)

Abies Veitchii シラピソ (AV) 3 

Abies Mariesii オオシラピソ (AM) 1 

4 5 

5 6 

(1) (1) 

1 

1 

6 

7 

2 

lO 11 

11 12 

5 2 

Total 
計

9(3) 

1 

4 

1 

Tota! 計 4 (1) 1 (1) 1 (1) 2 5 2 15 (3) 
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第87表 [7. b]帯状区胸高直径階別本数表

Table 87. Number of trees in each diameter grade in 

the [7. b] belt-transect 
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第88表 [7. b]帯状区林床植物一覧表

Table 88. Cover degree and frequency of the p¥ants in 

the [7. b] belt-transect 

Distance (m) 距離

Species 植物名
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の幼樹としてダケカンパ，シラビソ，濃木としてハイシキミ，モミジイチゴなど，草本層

には草本としてはマイヅjレソウ，シ夕、、類としてはアスヒカヅラ，マンネンスギなどがある。

ただしクサヨシが表に出てくるのは附近の小溝のためであろう。本帯状区の樹高およびj掬
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高直径階別本数を表示すれば第86表，第87表，

林床植物一覧表を表示すれば第88表， 林木配置

および樹冠投影図を示せば第 47図となる。

万座温泉附近はカラマツ林所在地として良く

知られているが，そのカラマツ林は亜高山帯にあ

る。大きくみるとそれらの亜高山帯林構成樹種と

してはシラビソ，オオシラビソ，コメツガ， トウ

ヒなどがあり，広葉樹としてはダケカンパがあ

る。ここに老齢林[7.a]帯状区と壮齢林[7.b]帯状

区の 2帯状区を設定したが，林床はいずれもメク

マイザサに占拠されていた。後者の帯状区はカラ

マツ林の群落更行を如実に示すーっの例である。

主主義革輯
EF常事始
第47図 [7. b]帯状区 カラマツーメ

クマイザサ基群叢

Fig. 47. [7. b] belt.transect in the 

forest of Larix leptolepis 

(L. leptolepis-Sasa pani-

culata var. ontakensis soc.) 

8. 日光 Nikko(Fig. 48) 

日光地方のカラマツについては三好 (1905)は次のように記述している。“馬返しより

渓流に沿い徐々に山腹を登れば中の茶屋附近一帯の山地は広葉樹の混林をもって覆わるる

も，すでに大平の高原(華厳峡の上の平地をいう)に達すれば，カラマツ，モミ(ウラジロ

モミ?)， 針葉樹の生長に適し……。湖辺をゆくばかりにして赤泊原に達すべし。 これ日

光山中の一大湿原にして， その北方(東方?)なる男体の山麓にはカヲマツの純林をみ，

また東西の両端にミズナラの森林あり……。赤沼原の西端より湯滝をすぎ，それより湯

の湖(海抜5∞0尺)に沿い，湯本に達すれば，植物帯はふたたび一変し，快活なる広葉
¥ 

樹林に代うるに針葉樹林をもってし， ツガ(?)， コメツガ， アスナロ， シラビソ， モミ

(ウラジロモミか?)， トウヒ(?)，カラマツなどの松柏科植物繁生し， ……。 また湯本

の西方なる湯の平より白根沢に達する聞には一帯の密林あり。主として暗緑なる針葉樹よ

りなれるは本図版に写れる樹形により容易に知るを得ベし。これらの針葉樹中その量最も

多きは，コメツガにして，これについで，ダケモミ，カラマツ， トウヒ，アスナロなどあ

り。"これによると， 日光では男体山麓にカラマツの純林がみられ，また湯本や白根山方

面にもカラマツが分布している。しかし今日では男体山そのものの山麓のカラマツ純林は

ほとんど失われており， また同著 Plate12赤沼原のカラマツの写真や Wilsonの撮影し

た戦場ガ原のカラマツの写真と，今日の現状を比べても該地のカラマツの減少に気がつ

く。なお群落学的な面からは著者らに先行して薄井1)の研究がある。著者らの調査地点は

1) 薄井宏:宇都宮大学農学部学術報告 3(1): 18-30. (1955) 

向 上:日本林学会誌 40(8): 332-342. (1958) 
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竜頭滝上部 2カ所， [8. a]， [8. b]，小田代原 1カ所 [8.k]，戦場ガ原 8カ所 [8.c]-[8. j]， 

男体山西麓 1カ所 [8.1]，前白根山 1カ所 [8.n]および野州原 1カ所 [8.m]の合計 14カ所

である。これらは，いずれも，今日日光地区にみられる代表的カラマツ林である。後記す

るようにその中ではカラマツーニツコウシ夕、、基群叢とカラマツークロミノウグイスカグラ

基群叢がとが，今回の調査全体を通じて特記すべきものの一つである。

[8. a] 帯状区 (30X5)m' カラマツーニツコウシダ基群叢万位 sw 傾斜 00 高距

1380 m Photo 17. 

本帯状区は奥日光国有林 1104林班，すなわち竜頭の滝の北約 500m，国道沿いにみら

れるカラマツ林中，林床にニツコウシダの優占しているところに設定した。カラマツ林特

第89表 [8. a]帯状区樹高階B日本数表

Table 89. Number of trees in each height grade in 

the [8. a] belt-transect 

Height (m) 樹 高 4 5 7 8 9 10 11 

Species 植物名 5 6 8 9 10 11 12 

La門xleptolepis カラマツ (2) (2) (2) 1 2 8 

Quercus cri・supla ミズナラ (Q) 3 1 1 

Total 計 (2) (2) (2) 3 1 3 9 

第90表 [8. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 90. Number of trees in each diameter grade in 

the [8. a] belttransect 

12 Total 

13 計

7 18(6) 

5 

7 23(6) 

B.H.D. (cm) 胸高直径 6 8 1~ 12 14 1，6 18 20 22 24 26 Total 

Species 植物名 8 10 ~ M ffi a a ~ ~ a a 計

工.arixleptolepis カラ 7 ツ (1) (2) (3) 2 5 1 2 3 4 1 18(6) 

Quercus crisuρ，la ミズナラ (Q) 2 2 1 5 

Total 計 (1) (2) 2(3) 2 つM 6 1 2 3 4 1 23 (6) 

第91表 [8. a]帯状区林床植物一覧表

Table 91. Cover degree and frequency of the plants in 

the [8. a] belt-transect 

Distance (m) 距 離 。 5 10 15 20 25 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Quercus crisupla ミズナラ + 十 + + + V 
Betula plaの'phyllavar. japonica + + E シラカンノマ

M包lusSieboldii ズ 、、、 + + n 
Kaloμnax ttctus ハリギリ + 王
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Distance (m) 距 離 。
Species 植物名 5 

Lonicera caerul，ωvar. 。ウゅグhイ.yl.スloカcaグl.yxラ
クロミ/

Lonicera graciUミψヤesマVウarグgイlaスndulosa 
カグラ

十

Rhododendron japonicum レンゲツツジ

Sasa nikkοE河sis ニッコウザサ 十

Maianthenum dilatatum マイヅJレソウ

Luzula multiflora ヤマスズメノヒエ

Moehringia lateriflora オオヤマフスマ

Lastrea niρponica ニッコウシダ 4 

有の林内微光に照映されて，林床のニツコウ

シダは極めて斉一な相観を呈する。カラマツ

は樹高 10-13m， 胸高直径 14-26cmで，

1層に優占し，多少ミズナラを混生してい

る。 またカラマツの枯損木が 5-8m層にみ

られた。林床には草本層にニツコウシダが優

占し，濯木屑，草木層共所生要素は比較的乏

しい。主なるものとしては，濯木層にはミズ

ナラ幼樹，ミヤマウグイスカグラ，ニツコウ

ザサなどがある。おそらく本群落はカラマ

ツーニツコウザサ基群叢のニツコウザサが一

斉に枯死して，出現した群落であろう。本帯

5 

10 

+ 

+ 

4 

10 15 20 25 
F. C.V. 

15 20 25 30 

1 I 83 

+ E 

+ I 

+ + + + V 

+ I 

+ I 

+ 工

5 4 4 4 V 6667 

(升努~，ぐ A'( Y. "'Þ."ぺ二九.~:.泳三~

三協ミ立込y(~刊
"¥，/ツ'-../"¥、¥、ー/¥4八、Jノ

第49図 [8. a]帯状区
ウシダ基群叢

カラマツーニッコ

Fig. 49. [8. a] belHransect in the forest 
。fLarix lepωたpis (L. lepto・
lepis-Lastrea珂ipponicasoc.) 

状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第 89表，第 90表，林床植物一覧表を表

示すれば第 91表，林木配置および樹冠投影図を示せば第 49図となる。

[8. b] 帯状区 (40X5)m2 カラマツークロミノウグイスカグラ基群叢 方位 NNE

傾斜0。高距 1385m Photo 15. 

本帯状区は竜頭の滝より西北約 1kmの地点，奥日光国有林 1049林班，柳沢林道沿い

にあり，カラマツ林下，クロミノウグイスカグラを優占種とするところに設定した。周辺

にはカラマツ林とミズナラ林の発達がみられ，林床は大部分がニツコウシダかニツコウザ、

サによって占められるが，その中にあって，本調査地点では珍しいことにクロミノウグイ

スカグラが優占している。上層(1O-16m)にはカラマツが優占し，胸高直径は概ね 21-

32cmであるが，一本のみ 69cmに達するものがみられた。しかしこれも樹高は 18mに

すぎない。瀧木層には，クロミノウグイスカグラが優占し，ズミ，シラカンパの幼樹の
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第92表 [8. b]帯状区樹高階別本数表

Table 92. N umber of trees in each height grade in 

the [8. b] belt-transect 

Height (m) 樹高 10

Species 植物名 11 
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Total 
計

Larix leptolePis カラマツ

Total 計

3 

3 

l 3 2 1 10 

1 3 2 1 10 

第 93衰 [8. b]稽状区胸高直径階別本数表

Table 93. Number of trees in each diameter grade in 

the [8. b] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 20 22 24 28 30 68 Total 
計Species 植物名 22 24 26 30 32 70 

Larix leptolepis カラ 7 ツ 2 1 3 1 2 1 10 

Total 計 2 1 3 1 2 1 10 

第 94表 [8. b]帯状区林床植物一覧表

Table 94. Cover degree and frequency of the plants in 

the [8. b] belt-transect 
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Malus Sieboldii ズ 、、、
2 + 十 E 219 (1，1.5 m)(l m)(1.5 m) 

Betula pla砂hyllavar. japonica 
十 + 十 + + lV シラカンノマ
. + (0.4' m)(l~) 

Quercus cげsupla ミズナラ + + E 

Lonicera caerulea var. eウmグ:ph.イ'ylス10カcaグlyx 5 5 4 5 5 5 5 5 V 8438 クロミノ ラ

Lonicera graciliミpe.ヤ'svar.グgイlaスndカulosa 1 工 63 
7 ウ グラ

Rhodoゐndronjaponicum レンゲツツジ 十 + 十
E (1m) 

Rubus crataegifo/ius クマイチゴ 十 工

Sasa nikkoensis ニッコウザサ + + + + + + lV 

Arte1担isiamontana エゾヨモギ 十十 + + E 

Polygonum cusがぬtum イタドリ . 十 + + E 

Carex sachalinensis var. longiuscula 
十 + + E 

ミヤマアオスゲ

Carex oxyandra ヒメスゲ + + E 

Polygonum Bistorta イプキトラノオ 十 I 

Cirsium japonicum ノアザミ + 工

Luzula plumosa var. macrocar，μ 
+ I 

ヌカボシソウ

Lastrea nipponica ニッコウシダ 1 + 十 十 十 1 1 1 V 250 
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第50図 [8. b]帯状区 カラ 7 ツークロミノ

ウグイスカグラ基群叢

Fig. 50. [8. b] belt-transect in the forest of Larix 
leptole，ρis (L. leptole，ρis-Lonicera cae-
rulea var. emphyllocalyx soc.) 

他，なお高木幼樹としてミズナラ，濯木としてはミヤマウグイスカグラ，レングツツジな

どがある。草本層には特に優勢な種類はなく，ただニツコウシダおよび倭生なニッコウザ

サが (+)-(1)の被度で全体にみる乙とができる。 その他，主なる所生要素をあげればエ

ゾヨモギ，イタドリ， ミヤマアオスグ，ヒメスグなどがある。本帯状区の樹高および胸高

直径階別本数を表示すれば第 92表， 第 93表， 林床植物一覧表を表示すれば第 94表，林

木配置および樹冠投影図を示せば第50図となる。

[8. c] 帯状区 (25X5)m2 カラマツーゴマナ基群叢方位EES 傾斜 1_20 高距

1390m 

本帯状区は戦場ガ原南東隅，赤沼より泉門池に至るコースの入口附近にみられるカラ

マツ林中林下にゴマナ多き処に設定した。カラマツは樹高1O-18m，胸高直径14-30cm

に達する。林下は草丈1.5mのゴマナが占居するが，その下層にはニツコウザサをみる。

所生要素としては，ツボスミレ， ヨモギ，シパスゲ， トボシガラ，Cirsium sp.コナスビ，

ヒメシロネ，ハンゴンソウなどがある。本帯状区の樹高および胸高直径階別本数表を表示

すれば第 95表，第96表，林床植物一覧表を表示すれば第 97表， 林木配置および樹冠投

影を図示すれば第51図となる。
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第95表 [8. c]帯状区樹高階別本数表

Table 95. Number of trees in each height grade in 

the [8. c] belt-transect 
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第96表 [8. c]帯状区胸高直径階別本数表

Table 96. Number of trees in each diameter grade in 

the [8. c] belt-transect 
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第 97表 [8. c]帯状区林床植物一覧表

Table 97. Cover degree and frequency of the plants in 

the [8. c] belt-transect 
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[8. c]帯状区 カラ 7 ツーコー7 ナ基群叢

[8. c] belt-transect in the forest of Larix 
leptolepis (L. leptolepis-Aster Glehni 

var. hondoensis soc.) 

第51図

Fig. 51. 



135 カラマツ林の群落学的研究(舘脇・伊藤・遠山)

高li'e.1390 m 傾斜 10方位 EESカラマツーズミ基群叢帯状区 (50xlQ)m' [8. d] 

Photo 20. 

回一木帯状区は [8.c]帯状区の更に西方約50mに位置し，カラマツーズミの極めて端麗な

2層は1層にカラマツ優占し，樹高 14-18m，胸高直径26-40cmo 二層林相を呈する。

ズミ優占し，樹高7-9m，胸高直径8-24cmである。林床には特定の優占種を見出すこ

タチあるいはスグ類，ミヤマイボタの如き濃木，とができず，部分的にホザキシモツケ，

ツボスミレのような草本がそれぞれ優勢となることが多い。本帯状区においてもカラマツ

やズミの樹冠外縁に至ればホザ守シモツケが優占するのが観察された。本帯状区の樹高お

よび胸高直径階別本数を表示すれば第98表，第99表，林床植物一覧表を表示すれば第

100表，林木配置および樹冠投影図を示せば第52図となる。

第98表 [8. d]帯状区樹高階別本数表

Table 98. Number of trees in each heiget grade in 
the [8. d] belt-transect 
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第99表 [8. d]帯状区胸高直径階別本数表

Table 99. Number of trees in each diameter grade in 
the [8. d] belt-transect 
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第100衰 [8. d]帯状区林床植物一覧表

Table 100. Cover degree and frequency of the plants in 

the [8. d] belt-transect 

第 24巻北海道大学農学部演習林研究報告136 

F
 

広

w
t田

川
切

t
必

F
0

・vhnυ

3
i
4
 

A
U
P
L
F
h
u
 

q
o
l
t
q
3
 

F
U
'
h
Aり

つ“、
j
q
υ

m
tお
5
1
0
 

1
A
i
t
ワム
M

0
1
5
 

1
ム
、

4

1
ム

5
1
m
 

o
t
5
 

離距Distance (m) 
C.Y. 

-
+
 

・
+

・
+
・
・
+
十

+・+・+
+
 

+
 

+.nr 
+ II 
十 E

名

Prunus Maximoτviczii ミヤマザクラ

Quercus crispula ミズナラ

Malus Sieboldii ズミ

物植Species 

万∞∞
ω

F
0
1
$
1
A
 

v

E

E

E

 
百

T

A

T

-

T

i

 

5 

1 

+ 

+ + 

1 

1 

1 

+ 

1 

+ 

+ 

1 +
+
1
1
 

・
十
+
+ + 
十

3 1 + 
十

+ 

+ + 

2 

1 

Spimea salicifolia ホザキシモツケ

Ligustrum Tschonoskii ミヤマイボタ

Vibu印刷mSargenti カンボク

Acanthopanax spinosus ウコギ

Euonymus Sieboldianus var. nikoensis 
ユモトマユミ

Salix iηtegγα イヌコリヤナギ

Berberis Thunbergii メギ

Lonicem gracil伊 s ヤマウグイスカグラ

+ 
十

+ 工Vitis Coignetiae ヤマブドウ

Vitis Coig刀etiaevar. glab開 scens
タケシマヤマブドウ

工十

12切

+IV 

V + 1 

+ 
十十

+ 

2 

十

1 

+ 

3 3 

+ 

2 

+ 
1 

ニッコウザサ

Violαgγypoceras タチツボスミレ

Carex longerostmta var. pallida 
チュウゼンジスゲ

Sasa刀ikkoensis

11ω 

蜘

m
m
開

50 

E 

E

I

E

N

 

E 

E

E

E

I

I

I

-

V

W

H

E

E

E

E

E

 

+
+
・

十

E 

+
2
+
 

+ 

十

+ 

Carex sp. 

Bmchypodium sylvaticum ヤマカモジグサ

Artemisia montana エゾヨモギ

lris sanguinea var. ternatum アヤメ

Polygonatum odomtum var. Maximowiczii 
オオアマドコロ

V iola verecunda ツボスミレ + + + + + + + + 
Lycopus Maackianus ヒメシロネ ・++ + + + + 
Gentiana triflom var. japoni・ca エゾリンドウ+ ・ +十+ ・ + 
Festuca parvigluma トボシガラ + + + +・ ・ ・+
Galium Kikumugum キクムグラ 十+・++・・・+

Astilbe microphylla チダケサシ ・+十・十++ 
Fmgaria nipponica シロノイナノヘビイチゴ ・ ・ + + ・ + + 
Clinopodium chinense var.μrviflorum 

クノレ 7 パナ

Stachys japonica var. villosa エゾイヌゴ7

Potentilla cワ'ptotaeniae ミツモトソウ

Euphorbia Sieboldiana ナットウダイ

Thalictrum aquilegifolium カラマツソウ

Cir・siumjaponicum ノアザミ

Polygonum cuspidatum イタドリ

lris ensata var. spontanea ノハナショウプ

-
+
 
・
+

・
+
+

+
・
+

+ . 
+ 

1 

1 

3 

2 

1 

+ ++  

+ 

十

2 2 

+ 

+ 

+ +・
+ + 

1 

1 

+
 

+

・

十

+
+
+
 

3 

-
+
+
 

・
+
+
・
+
+ 

4 

+ + + 

1 



137 カラマツ林の群落学的研究(舘脇・伊藤・遠山)

F
 

必

t
印

A
U
-
-
R
U
 

4
i
4
 

5
b
t
o
 

q
O
1
4
4笹

山
リ

h
【

F
b

q
u
l
i
q
υ
 

F
h
U
B
【
ハ
り

つ“守
J
4
q
d

m
tお

m
t
m
 

0
1
5
 

1
ム

1
4
1ム

5
t
m
 

Distance (m) o
t
5
 

離距
C.V. 

Adenophora nikoensis ヒメシヤジン

Maianthemum dilatatum "7イヅノレソウ

Aquilegia Buergeriana ヤマオダマキ

Triadenum japonicum ミズオトギリ

Senecio cannabifolius ハンゴンソウ

Miscanthus sinensis ススキ

Epilobium angustifolium ヤナギラン

Swertia bimaculata アケボノソウ

T

L

γ

ム

Y

L

T

I

T

i

T

i

T

L

T

L

+ 
+ 

+ 

+ . 
+ 

+ 

名物植Species 

+ . 
+ 

3的十 V

I 

1 + 1 1 1 + 1 1 
+ 

Lastrea Thelypteris ヒメシダ

Botrychium ternatum フユノハナワラビ

第52図 [8. d]帯状区 カラマツーズミ基群叢

Fig. 52. [8. d] belt-transect in the forest of Larix leptolepis 

(L. leptole，戸s-MalusSieboldii soc.) 

傾斜2_30方位 SEカラマツーホザキシモツケ基群叢帯状区 (20X5)m2 [8. e] 

Photo 19. 高距 1390m

1 本帯状区は [8.c]， [8. d]両帯状区聞をやや戦場ガ原内部に入った地点に設定した。

2層 (3-7.5m)は不顕胸高直径 13-24cm。樹高 13-17m，層にはカラマツが優占し，

ユモトマユミが散生しているにすぎない。林床にはホザキシモミヤマザクラ，著でズミ，

ツケが優占している。群落分類単位からみるとき，本帯状区の代表的な部分は図からわか

るように 0---10mの区間であってこの区間では，上層木と下層林床が極めて端正である。

そのため林床は O-lOm 区間の上層木が不整正である。これに反して1O-20m区間は，
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第 101表 [8. e]帯状区樹高階別本数表

Tahle 101. Number of trees in each height grade in 

the [8. e] belt-transect 
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第 102表 [8. e]帯状区胸高直径階別本数表

Tahle 102. Number of trees in each diameter grade in 

the [8. e] belt-transect 
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第 103表 [8. e]帯状区林床植物一覧表

Tahle 103. Cover degree and frequency of the p!ants in 

the [8. e] belt-transect 

1 1 4 2 2 1 6 2 2(1) 1 (3) 1 計Tota! 

5
t
m
 

ハリ、，ニ
U

離距Distance (m) 
F. C.V. 

Spiraω salicifolia ホザキシモツケ

Lonicera caerulea var. emphyllocalyx 
クロミノウグイスカグラ

5 5 

名物植Species 

+ 

Lastrea ThelYlうteη・5 ヒメシダ

Osumunda asiatica ヤマドリゼンマイ

1 

1 
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資料のみを示した。本帯状区の樹高および胸高直径階

別本数を表示すれば第 101表，第 102表，林床植物一

覧表を表示すれば第 103表，林木配置および樹冠投影

図を示せば第 53図となる。

[8. f] 帯状区 (30x5)m2 カラマツーレングツツ

ジ基群叢方位 N 傾斜 10 高距 1390m Photo 25 

本帯状区は三本松より約 150m南下せる，国道沿

いのカラマツ林に設定した。三本秘を中心lこ戦場ガ原

周縁にみられるカラマツ林は概ねカラマツーズミ群落

で代表されるが，カラマツ林の林縁部では，好陽性の

レンゲツツジが海木層に発達し，時にカラマツーレン

グツツジ群落で置換されることがある。本帯状区はそ

の一例である。 カラマツは樹高 6-14m，胸高直径

10-30 cm，林木配置並びに林冠は疎開する。 林下に

が
第53図 [8.e]帯状区 カラマ

ツーホザキシモツケ基群叢

Fig. 53. [8. e] belt-transect 

in the forest of Larix 
leptolepis (L. leptolepis-

Spiraea salicゲoliasoc.) 

はレングツツジが多いが，その下層の草本相は，国道から戦場ケ原に向つての自然通路と

なって了ったため，著しく撹乱され，乱雑を極めていて，その原生相を把み難い。本帯状

区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第 104表，第 105表，林床植物一覧表を表

第 104表 [8. f]帯状区樹高階別本数表

Table 104. Number of trees in each height grade in 

the [8. f] be!t-transect 

Height (m) 樹 高 3 4 6 7 9 10 12 14 Tota! 

Species 植物名 4 5 7 8 10 11 13 15 計

Larix leptolepis カラ 7 ツ 1 2 3 1 2 1 1 11 

Betula platyphylla var.パjap(Bopm)ca 
シラカン

l 1 

Tota! 計 1 1 2 3 1 2 1 1 12 

第 105表 [8. f]帯状区胸高直径階別本数表

Table 105. Number of trees in each diameter grade in 

the [8. f] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 2 5 8 10 12 16 20 30 
Tota! 

Species 植物名 4 8 10 12 14 18 22 32 計

Larix leptolepis カラマツ 1 2 1 2 2 2 1 11 

Betula platyphylla var.パja(lBhopn)kd  
シラカン

1 1 

Tota! 計 1 1 2 1 2 2 2 1 12 
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第 106表 [8. f]帯状区林床植物一覧表

Table 106. Cover and frequency degree of the plants 

in the [8. f] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 

Malus Sieboldii ズ 、、、 1 + + E 83 

Rhododendron japonicum レンゲツツジ 2 2 4 3 3 4 V 3917 

Lonicera caerul，ωvar. eウmグpl.イ~yl，スlOカcaグlyxラ
クロミノ + 1 + + E 83 

Sasa nikkoensis ニッコウザサ 3 3 3 2 2 2 V 27ω 

Gramine sp. 1 1 1 4 4 IV 2333 

Miscanthus sinensis ススキ 1 1 1 1 1 1 V 5∞ 
Moniliopsis japoni・ca ヌマガヤ 2 1 1 JII 458 

Cirsium japonicum ノアザミ + + + 1 + + V 83 

ScirアusWichurai アプラガヤ 1 工 83 

Gentian:l triflora var. japonica 
十 + 十 + + + V エゾリンドウ

Solidago decurrens コガネギク + + + + + + V 
Sanguisorba officinalis ワレモコウ + + + + + IV 
Ranunculus japonicus ウマノアシガタ + + + + + IV 
Artemisia jaρonica form.コreヨseモdijギolia 

ホソノぜオト + + + + E 

Lycopus Maackianus ヒメシロネ + + + + E 
Fragaria nipponica 

+ + 十 + E シロノぜナノヘピイチゴ

lnula salicina var. asiatica カセンソウ + + 十 E 

Geranium yesoeπse var. n伊ρonicum + + + E アカヌ 77ウロ

lris ensata var. 宅少ontanea + 十 + E ノハナショウプ

Polygonum Bistorta イプキトラノオ + + + E 

Aquilegia Buergeriana ヤマオダマキ + + + E 
Aster Glehni var. hondoensis ゴマナ + + 工
Achillea sibirica form. discoidea + + E ヤマノコギリソウ

lnula ciliaris ミズギク + + II 
Metanarthecium luteo・viride ノギラン + I 

Festuca rubra var. rubra + I 
オオウシノケグサ

Moehringia lateriflora オオヤマフスマ + 工

Hyperi，ωm nikkoense ニッコウオトギリ + 工

Hieracium umbellatum var. japonicum + I 
ヤナギタンポポ

Gramineae + 工
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Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 
F. 

Species 植物名 5 10 15 m 25 30 

Potentilla cryptotaeniae ミツモトソウ + 工
Astilbe Thunbergii var. congesta + 工トリアシショウ 7

Pedicularis resupinata シオガマギク + I 

Lastrea Phegopteris ミヤマワラビ + + + + + 1 V 

Equisetum a門lense スギナ + + + + E 

Lastrea nipponica ニッコウシダ 十 + E 

Osumuda asiatica ヤマドリゼンマイ + 工

Athyrium yokoscenseへビノネゴザ 十 工

Pteridium aq閣ilinumvar. latiusculum + I ワラビ

Polytrichum sp スギゴケ + 工

川レンゲツツジ

霊童歩道

律 的
第54図 [8. f]帯状区 カラ 7 ツーレン

ゲツツジ基群叢

Fig. 54. [8. f] belt-transect in the 

forest of Larix leptolePis 
(L. leρtolepis-Rhododendron 
Japom・'cumsoc.) 

示すれば第 106表，林木配置および樹冠投影図を示せば第 54図となる。

141 

C.V. 

83 

[8. gJ帯状区 (25X5)m2 カラマツーズミーレングツツジ基群叢 方位 ENE 傾斜~

。。高距 1390m

本帯状区は三本松の|南方約200mの国道沿いに点在しているカラマツ小団林中，林下

にレンゲツツジの優占している部分に設定した。乙の林は奥日光国有林 1103林班に属し，

湿原ではないけれども，それにつづく戦場ガ原の東縁に位している。カラマツは 5~12m，
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第 107表 [8. g]帯状区樹高階別本数表

Table 107. Number of trees in each height grade in 

the [8. gJ belt-transect 

Height (m) 樹 高 2 3 5 6 8 10 11 
Tota! 
計Species 植物名 3 4 6 7 9 11 12 

Larix leptolepis カラマツ 3 3 1 4 2 13 

Betula plaり'phyllavar パjap(Bopn)z・ca 1 1 
シラカン

Malus Sieboldii ズ ミ (M) 3 9 12 

Total 計 3 9 3 4 1 4 2 26 

第 108表 [8. g]帯状区胸高直径階別本数表

Table 108. Number of trees in each diameter grade in 

the [8. g] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 2 4 6 ~ 19 12 29 22 24 2，6 32 Tota! 

Species 植物名 4 6 8 W ~ M ~ U a a ~計

Larix leptolePis カラマツ 4 2 1 3 1 1 1 13 

Betula platyphylla var.パjaJ(hBopn)ka 1 1 
シラカン

Malus Sieboldii ズ ミ (M) 7 5 2 12 

Total 計 7 5 2 1 4 2 1 3 1 1 l 26 

第 109表 [8. g]帯状区林床植物一覧表

Table 109. Cover degree and frequency of the plants in 

the [8. g] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 w 15 20 
F. C.v. 

Species 植物名 5 w 15 20 25 

Betula platyphylla var. japonica + 工
シラカンノぜ (1.5m) 

Malus Sieboldii ズ 1 1 + + IV 2∞ (1-1.5 m) (0.3-0.5m) 

Rhododendron japonicum 
レンゲツツジ

Lonicera caerulea 
var. emphyllocaかz
クロミノウグイスカグラ

4 2 4 
V 5350 (1-1.5 m) (1-1.5 m) (1-1.5 m) 

2 2 2 2 
3 

V 2150 (O.4m) 

+ E 

+ V 笈)()

十 V 

+ 百
+ IV 

IV 

Sasa nikkoensis ニッコウザサ + 

Carex longerostrata var. pallida 
チュウゼンジスゲ

1 1 1 + 

Geraniun vesoense -A ・ アカヌ 7 フウロ+var. nlP恒onlcum

Astilbe microphylla チダケサシ + 
Sanguisorba o.fficinalis ワレモコウ + 
Polygonum cuspidatum イタドリ + 

+ + + 

+ +
+
+
 

+ 
+ + 
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Distance (m) 距離

Species 植物名

5
t
m
 

F. C.V. 
o
t
5
 

。!
5

句

i
l
t
句

よ

5
!
0
 

1
i
l
i
η
4
 

m
t
お
一

+ E 
Carex Augustinowiczii 

ヒラギシスゲ

Gentiana trザoravar. japonica 
エゾリンドウ

Cirsium japonicum ノアザミ

Polygonum Bistorta イブキトラノオ+

Thalictrum Thunbergii 
アキカラマツ

Moehringea laterポora
オオヤマフスマ

Festuca仰rvigluma トボシガラ + 
POらIgonatumodoratum アマドコロ

Viola grypoceras タチツボスミレ + 
Arundinella hirta トダシパ + 
Aquilegia Buergeri・ana

ヤマオダマキ

Carex shimidzensis アズマナノレコ

POら伊numThu劫ngii ミゾソパ

Triadenum japonicumミズオトギリ

Bupleurum longiradiatum 
var. breviradiatum 
ホタノレサイコ

+ 

+ + 

+ + 

+ 
+ 

+ 

+ 工

Pteridium aquilinum 
var. latiusculum ワラピ

。抑制daasiaticaヤマドリゼンマイ

Lycψodium cla叩 tum
ヒカゲノカヅラ

均uisetumarvense スギナ

+ + 
+ 

+ + 

+ 十

+ 

E 

E 

1II + 

+

+

+

 + E 

+
+
+
 

E

H

E

E

-

-

+ 
+ 

T
ム

T

L

T

i+ 

+ 

E

E

-

-+ 

+ 

胸高直径10-32cmで， 1層(10-12m)に優占し，

2層 (2-3m)にはズミが多く， 二段林を呈して

いる。林床は極めて種類数に富み，その種類は 30

種類に達している。 最もよく発達しているのは，

濯木層で，優占種レングツツジのほか， クロミノ

ウグイスカグラ， ズミなどがこれについでいる。

草本層では，チユウゼンジスグが (+)-(1)程度に

全般に生ずる他，量的に多いものはないが，アカ

ヌマフウロ，チダケサシ，ワレモコウ，イタドリ，

ヒラギシスグ， エゾリンドウ， ホソエノアザミ，

イフキトラノオ， アキカラマツ，オオヤマフスマ

主講

第55図 [8. g]帯状区 カラマツー

レンゲツツジ基群叢

Fig. 55. [8. g] belt-transect in the 

forest of La門xleptolepis (L. 
leptolepis-Rhododendro舟

japonicum s田.)
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など種類に富んでいる。本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば第 107表，

第 108表，林床植物一覧表を表示すれば第 109表，林木配置および樹冠投影図を示せば第

55図となる。

[8. h] 帯状区 (25X5)m2 ミズゴケークロマメノキーカラマツ基群叢 方位 NWW

傾斜0。高距 1390m Photo 23. 

本帯状区は次に述べる [8i]帯状区と同じく， 戦場ガ原の湯川に近く， 湿原中に設定

したもので， 本帯状区はミズゴケークロマメノキ群落， [8. i]帯状区はヌマガヤ群落に分

類されるべきであって，本来はカラマツ林とは考えられない。しかし，湿原に出現するカ

ラマツは，それが優勢種または優占種とならなくても，極めて例が少なく，本調査では日

光地区以外にその好例をみなかったので，敢えて本報に収録した。本帯状区ではミズゴケ

類を主体として底層が発達しており，草木層にはオオアゼスグが多く，またワタスグ，ヌ

マガヤが部分的に生ずる。オオアゼスグの作る株，いわゆるヤチ坊主の聞の湿潤凹地には

クロマメノキが優占~優勢で，ツルコケモモ， ヒメシャクナグ，コケモモが随伴する。カ

ラマツはやち坊主の聞の凹地または坊主上にみられ高さは 0.2-2.2mであるが， 0.6-1.2 

m 聞に最も多い。根本直径は 1-9cmにわたる。

第110表 [8. h]帯状区樹高階別本数表

Table 110. Number of trees in each height grade in 
the [8. h] belt.transect 

Height (m) 樹高

Species 植物名

Larix leptolepis カラ 7 ツ

Malus Sieboldii ズミ (M)

Betula platyphylla var. ja，ρonica 
シラカンパ(Bp)

Tota! 計

0.20.40.6081.01.4182O Total 
品

0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.6 2.0 2.2 刷

1 5 2 3 1 1 1 14 

12211 ・・・ 7 

1 3 1 5 

2 6 7 3 5 1 1 1 26 

第 111表 [8. h]帯状区根本直径階別本数表

Table 111. Number of trees in each basa! diameter 
grade in the [8. h] belt-transect 

Basa! diameter (cm)根本直径 O 1 2 3 4 5 6 8 Total 

Species 植物名 1 2 3 4 5 6 7 9 計

Larix leρtolepis カラマツ 2 1 2 2 3 3 1 14 

品lalusSieboldii ズ ミ(M) 5 2 7 

Betula platyphylla var.パJa(ρBopn)ica 
シラカン

3 1 1 5 

Total 計 8 5 2 2 2 3 3 1 26 
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第112表 [8. h]帯状区林床植物一覧表

Table 112. Cover degree and frequency of the plants in 
the [8. h] beIt-transect 

Distance (m) 距 離 。 5 10 15 20 
F. 

Species 植物名 5 10 15 20 25 

Vaccinium uliginosum クロマメノキ 5 4 5 5 4 v 
Oxycoccus quadriPetalus ツノレコケモモ 1 2 4 4 IV 

Andromeda polぴolia ヒメシャクナゲ 2 1 + + IV 
Vaccinium Vitis-Idaea コケモモ + + + + IV 

Carex Thunbergii var. スajゲゆendiculata 3 3 1 3 2 V 
オオアゼ

Eriophorum vaginatum ワタスゲ 2 + 1 + + V 
Moliniopsis japonica ヌマガヤ + + 1 + 2 V 
Soliぬgodecurrens コガネギク + I 

Osumunda asiatica ヤマドリゼンマイ 十 I 

Athyrium pycnosorum ハクモウイノデ + 工

Sphagnum sp ミズゴケ 5 4 5 5 4 V 

Polytrichum sp. スギゴケ + 工

4t E 告益 l 4ヂ 生毒何?争地主酔司。 .. fs， ..1'1 且 11H WII'I zs. 

145 

C.V. 

77田

29印

450 

∞

団

関

弓

4

・
a
a
2
4
4

77印

クロマメノキ

オオアゼスゲ

ヌ7ガヤ

第56図 [8. h]帯状区 ミズゴケ クロマメノキー
カラマツ基群叢

Fig. 56. [8. h] beIt-transect in the Sphagn仰トVaccinium
uli注finosum-Larixleptolepis soc. 

ワタスゲ

本帯状区の樹高階別および根元直径階別本数を表示すれば第 110表，第 111表，林床植物

一覧表を表示すれば第 112表，林木配置および樹冠投影図を示せば第56図となる。

[8. i] 帯状区 (50X5)ば ヌマガヤーカラマツ基群叢方位 SEE 傾斜0。高距

1390 m Photo 24. 

前記 [8.h]帯状区ミズゴケークロマメノキーカラマツ基群叢に接し，底層のミズゴケ

類は減少し，草本層にはヌマガヤの多い部分である。前帯状区では草本層に 10種(木本，

草本，シダ類を含む)記録されたのに，本帯状区では 21種記録され，ヌマガヤの増加と立

地条件の乾性化への変化を物語っている。カラマツは樹高0.2-3mで， 0.4-1.2 m閣の
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ものが最も多い。根本直径はl-11cmにわたるが，
車

2-5cmに最も多くみられる。本帯状区の樹高階別お

Q
 

よび根本直径階別本数表を表示すれば第 113表，第

林木林床植物一覧表を表示すれば第 115表，114表，

。。
配置および樹冠投影図を示せば第 57図となる。

カラマツーズミ基群叢[8. j] 帯状区 (25X5)m2 

高距 1395m傾斜2。方位 sw
C/o 
吋
古食

本帯状区は戦場ガ原三本松附近にみられるカラマ

ツ林中，下層にズミを伴っている群落中に設定した。

カラマツーズミの組み合せはわが国でも例を多くみな

日光地区以外では見られないのでいもので，恐らく，

カラマツは 2層に分かれ，最上層を形はなかろうか。

6コ
胸高直径54-68成する 3本の古木は樹高 13-17m，

胸高直径10-その下に，樹高5-10m， cmに達し，

ズミ20cmに達する若齢カラマツの一層がみられる。

。
円
旬

。
G
 ③ 

は2-4(-6) m層に多く，これも一つの層を形成して

なおズミに混生して少数のシラカンパをみた。いる。

クロミノウグイスカグラ，スミ，林床にはカラマツ， 。レングツツジなど，喬木幼樹や濯木類があり，殊にク

レンゲツツジが全般に多くみ

これに反し草本類ば極めて量的に乏しく，全

ロミノウグイスカグラ，
G 

られる。
⑦ 

@ イブキト般にわたって出現するのはわずかヒメシダ，

ワラビの3種にすぎない。本帯状区の樹高ラノオ， 。
第 116表，第および胸高直径階別本数を表示すれば

117表，林床植物一覧表を表示すれば第 118表，林木

配置および樹冠投影図を示せば第58図となる。

dちカラマツーニツコウザ[8. k] 帯状区 (45X5)m2 

Photo 16. 高距 1405m傾斜20方位 Sサ基群叢

小田代原周辺のゆるやかな傾斜面には広大なミズ

ナラ林が発達しているが，小田代原東南隅附近，湿原

からミズナラ林への移行帯には湿原の縁に沿って狭い帯状にカラマツ林が発達している。

カラマツーニツコウザサ基群叢がその大部分である。本帯状区は

竜頭の滝より北西約2.5km，奥日光国有林 1053林班，小田代原東辺の母樹林に設定した。

そして群落から見ると，
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第113表 [8. i]帯状区樹高階別本数表

Table 113. Number of trees in each height grade in 

the [8 i] belt司transect

Height (m) 樹

Species 植物名
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第114表 [8. i]帯状区根本直径階別本数表

Tabl 114. Number of trees in each basal diameter 

grade in the [8. i] belt幽transect

Basal diameter (cm)根本直径

Species 植物名
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第115表 [8. i]帯状区林床植物一覧表

Table 115. Cover degree and frequency of the plants in 

the [8. i] belt-transect 
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第 116表 [8. i]帯状区樹高階別本数表

Table 116. Number of trees in each height grade in 

the [8. i] belt-transect 

lV + + + + 1 1 2 l 類ミズゴケSphagnum spp. 

Total 
計

F
O
P
、巧
4

1
ム
ー
ie
旬ム

A品
E

B
【
戸

b

'
A
!
1
1
i
 

3
!
4
 

可
E
E
-
-
t
噌

E
A

9
t
m
 

勾，、，、。。

6
t
7
 

戸、υ
B
《
《
h
リ

4
t
5
 

3
t
4
 

つれ
M
B

，、q
u

高樹Height (m) 

名

La門xleptolepis カラ 7 ツ

Betula platyphylla var. japo河ica
シラカンノマ (Bp)

Malus Sieboldii ズミ (M)

Elaeagnus umbellata アキグミ (Eu)

10 

4 

0

0

1

ム
一

q
o

'

i

q

o

 

1 1 1 1 1 2 3 

1 3 

5 10 

1 

物植Species 

1 2 

1 

第 117衰 [8 i]帯状区胸高直径階別本数表

Table 117. Number of trees in each diameter grade in 

the [8. i] belt-transect 
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第118表 [8. j]帯状区林床植物一覧表

Table 118. Cover degree and frequency of the plants in 
the [8. j] belt-transect 
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上層はカラマツが優占し，樹高 (10-)17-23 

m，胸高直径20-38cmで他種を混生しない。

林床にはニツコウザサが優占しており，帯状区

の草木類は歩道に近い 40-45m区間に少数の

出現をみるのみで，残余の区間には出現せず，

ズミの幼樹が全般的にカラマツ，シラカンノイ，

散生しているにすぎない。本帯状区の樹高およ

び胸高直径階別本数を表示すれば第 119表，第

120表，林床植物一覧表を表示すれば第 121表，
[8. j]帯状区

基群叢

[8. j] belt-transect in the 

forest of Larix leptolepis 
(L. leptolepis-Malus Sie-

boldii soc.) 

カラ 7 ツーズミ第 58図

林木配置および樹冠投影図を示せば第 59図とFig. 58. 

なる。

カラマツーニツ[8. 1]帯状区 (50x5)m2 

高距 14∞m傾斜50方位 SSW(傾面 W)コウザサ基群叢

カ

日光地区でえられた

男体山西麓に発達するカラマツ林中に設定した。

胸高直径42-68cmで，樹高 22-29m，

本帯状区は赤沼の東方約 500m，

ラマツは高木層に優占し，
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第119表 [8. k]帯状区樹高階別本数表‘

Table 119. Number of trees in each height grade in 

the [8. k] belt-transect 

Height (m) 樹 高 10 17 19 20 21 

Species 植物名 11 18 20 21 22 

Larix leptolepis カラ 7 ツ 1 1 3 3 5 

Total 計 1 1 3 3 5 

第 120表 [8. k]帯状区胸高直径階別本数表

22 

23 

1 

1 

Table 120. Number of trees in each diameter grade in 

the [8. k] belt-transect 

B.H.D. (cm) 胸高直径 20 22 24 26 2泡 30 34 36 38 

Species 植物名 22 24 26 28 30 32 36 38 40 

Larix leptolepis カラマツ 1 l 2 1 1 2 3 1 2 

Total 計 1 1 2 1 1 2 3 1 2 

第 121表 [8. k]帯状区林床植物一覧表

Table 121. Cover degree and frequency of the 

plants in the [8. k] belt-transect 

Distance (m) 距 離 O 5 10 15 20 25 30 35 40 

Species 植物名 5 10 15 20 25 30 35 40 45 

Total 
計

14 

14 

Total 
計

14 

14 

F. C.v. 

Betula platyphylla var. japonica + + + 
シラカン/{ (1m) (幼) (幼) rr 

Malus Sieboldii ズ 、、、 + 工(0.7m) 

Larix leρ.foleJ耳S カラマツ + I (1m) 

Sasa nikkoensis ニッコウザサ 5 5 5 5 5 5 5 5 4 v 制72

Solùお~go decurrens コガネギク + I 
Potentilla Freyniana ミツバッチグリ + 工
Artemisia montana エゾヨモギ + I 
Carex oxyandra ヒメスゲ 十 工

Athyrium yokoscense へピノネゴザ + 工

カラマツ林中，最も巨木に富んでいる。林下は瀧木層の発達が比較的顕著であるが，量的

に優勢な種類はない。主なるものをあげればカラマツ，ダケカンパなど高木幼樹が全般に

み出される他，タニウツギ，ウラジロイチゴがやや目立つ。草木層では，ニッコウジダ，

ツJレキンパイ，ヌカボシソウなどがある。ササ層にみられるニツコウザサが量的に最も多

いが，それでも， C.V.250にしかならない。けれども，全体として本帯状区は，カラマツ
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第59図 [8. k]帯状区 カラ 7 ツーニッコウザサ基群叢

Fig. 59. [8. k] belt-transect in the forest of Larix lepto・
lepis (Larix leptolepis-Sasa nikkoensis soc.) 

第 122表 [8.1]帯状区樹高階別本数表

Table 122. Number of trees in each height grade in 

the [8. 1] belt.transect 

Height (m) 樹 高 22 24 25 26 28 
Total 

Species 植物名 23 25 26 27 29 計

Larix leptolepis カラマツ 1 1 1 5 2 10 

Total 計 1 1 1 5 2 10 

第 123表 [8.1]帯状区胸高直径階別本数表

Table 123. Number of trees in each diameter grade in 
the [8. 1] belt-transect 

B.H.D. (m) 胸高直径 24 42 52 54 56 58 62 66 Total 

Species 植物名 26 44 54 56 58 60 64 68 計

Larix leptolePis カラマツ 1 1 2 2 1 1 1 1 10 

To阻l 計 1 1 2 2 1 1 1 1 10 

第124衰 [8.1]帯状区林床植物一覧表

Table 124. Cover degree and frequency of the plants in 

the [8.日belt-transect

Distance (m) 距 離 O 5 10 lli a ~ a ~ ~ ~ 
F. C.V. 

Species 植物名 5 10 lli a ~ a ~ ~ ~ ~ 

Larix leptolepis カラマツ 十++ + + + + + + + v 
Betula E:門時ant ダケカンパ + + + + +十++ + + v 
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Senecio nemorensis キオン
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十
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[8.1]帯状区 カラマツーニッコウザサ基群叢

[8. 1] belt-transect in the forest of Larix lepto-
lepis (L. leptolePiトSasanikkoensis soc.) 

第60図

Fig.60. 
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ーニツコウザ、サ基群叢に含まれるものと考えられ，多少択伐を受けたと乙ろであろうと推

察される。現在では既に皆伐されてしまった。本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を

表示すれば第 122表，第 123表，林床植物一覧表を表示すれば第 124表，林木配置および

樹冠投影図を示せば第 60図となる。

傾方位 N(斜面 3SE)カラマツーニツコウザサ基群叢[8. m]帯状区 (40X5)m" 

高距 1680m Photo 22. 斜 20
0

野州原国有林野州原林道に沿った高距 1680m， 本帯状区は志津小屋の東約1.6km，

1130林班中，下層がニッコウザサに優占されるカラマツ林中に設定した。

整おおむね半径30-50m前後の集落状群落をなしており，との附近のカラマツは，

比較的大きな集落を斜面に沿って切る形に正な大きな森林ではない。本帯状区はその内，

胸高直径樹高は 3.5mから 21m，上層はカラマツが優占して他種を混ぜず，設定した。

胸高直径 18-中では樹高 13-18m， 

第125表 [8. m]帯状区樹高階別本数表

Table 125. Number of trees in each height grade in 

the [8. m] be!t-transect 

は3cmから 31cmまでかなり広い範囲に及ぶが，
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第126表 [8.m]帯状区胸高直径階別本数表
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第127表 [8.m]帯状区林床植物一覧表

Table 127. Cover degree and frequency of the p!ants in 

the [8. m] belt-transect 
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第61図 [8. m]帯状区 カラマツーニッコウ
ザサ基群叢

Fig. 61. [8. m] belt-transect in the forest of 

Lari・:xlepωlepis (L. leptolepis-Sasa 
nikkoensis soc.) 

30cmまでのものがもっとも多い。集落の縁辺部にあるものには若干の風衝型がみとめら

れる。

林床には，ニッコウザサが優占する。本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示

すれば第 125表，第 126表，林床植物一覧表を表示すれば第 127表，林木配置および樹冠

投影図を示せば第 61図となる。

[8. n] 帯状区 (30x5)m2 カラマツーハクサンシャクナグーマイヅJレソウ基群叢方

位 NNE(斜面 SSW) 傾斜 15。高距2320m Photo 18. 

本帯状区は前白根山の山頂~天狗平聞の尾根2320m近傍で， コメツガの分布上限を

越えて，カラマツが優占し，多少ダケカンパが混生している高山のカラマツ林に設定した。

第128表 [8. n]帯状区樹高階別本数表

Table 128. Number of trees in each diameter grade in 

the [8. n] belt-transect 

Height (m) 樹 高 7 8 9 10 11 12 Total 

Species 植物名 8 9 10 11 12 13 計

Larix leptolepis カラ 7 ツ 4 3 2 2 4 15 

Betula Ennani ダケカンパ (BE) 1 2 1 4 

Total 計 5 5 1 2 2 4 19 
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第 129衰 [8 n.]帯状区胸高直径

Table 129. Number of trees in each diamter grade the in 

the [8.n] belt-transec 28.) 
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第130表 [8. n]帯状区林床植物一覧表

Table 130. Cover degree and frequency of the plants in 

the [8. n] belt-transect 
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2層 (7-樹高は1O-13m，胸高直径は概ね 20-30cmである。1層はカラマツのみで，

ダケカンパが混生している。潅木層にはハクサンシャクナグが

クロマルパシモツケ，ダケカンパなどの高木幼樹，多く，所生要素としてはミネザクラ，

10m) にはカラマツの他，
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ミノウグイスカグラ， ミヤマハンノキなど

の濃木類をみる。草木層にはマイヅlレソウ

が優占し， C.V.ではハクサンシャクナグ

よりやや多い。ついでイタドリが優勢であ

る。その他の所生要素としてはコガネギ

ク，イワノガ、リヤス，ツマトリソウ，イワ

カガミなどがある。本帯状区の樹高および

胸高直径階別本数を表示すれば第 128表，

第129表，林床植物一覧表を表示すれば第

130表， 林木配置および樹冠投影図を示せ

ば第 62図となる。

奥日光はカラマツ林として群落の変化

に富み，富士山や浅間山と異なった植生を

(ぐ開文1¥\ い{~引
¥一人 ノ} にノ¥ふr-'l¥'V /J ~ 

第62図 [8. nJ帯状区 カラマツーハクサン
シャクナゲー?イヅノレソウ基群叢

Fig. 62. [8. nJ belt-transect in the forest 
of Larix leptolepis (L. lepto司

lepis-Rhododendron Fauriae 
-Maianthemum dilatatum soc.) 

有する。この地に設定した 14帯状区のうち，カラマツ林の極盛相としてみられるのがカ

ラマツーニツコウザサ基群叢 [8.k]， [8. 1]， [8. m]で， [8.1]がその代表と考えられる。笹

が枯死した後にあらわれたのがカラマツーニツコウシダ基群叢 [8.a]。 カラマツークロミ

ノウグイスカグラ基群叢 [8.b]はやはりその系列の一変形群落であり，大体柳沢林道の

基点附近の林縁部にみられる。 i欠に高山型として，カラマツーハクサンシャクナゲーマイ

ツVレソウ基群叢 [8.n] が前白根山 2320m 附近で検出されたが，樹高は1O~13m に過ぎ

ない。また特殊な森林群落として，カラマツーズミ基群叢 [8.d]， [8. j]があるが，河川の氾

濫のため砂醸の多い環境に発達する。 1層は 13-18m，2 層ナこるズミの層は 4~lO m で，

林床は周縁の群落の影響を受けている。湿原の周辺，やや乾性の地にカラマツーレンゲツ

ツジ基群叢 [8.f]があらわれるが，面積の大きいものはなく 1層はそう高くない。前基

群叢との中間型にカラマツーズミーレンゲツツジ基群叢[8.g]がある。なお同じく湿原

の周辺にはカラマツーホサ・キシモツケ基群叢 [8.e]があり，局部的ではあったが，小流

の畔，明らかに沖積土上にカラマツーゴマナ基群叢 [8.c]があった。湿原中には，湿原

が本体となり，乙れに低いカラマツを散生したミズゴケークロマメノキーカラマツ基群

叢 [8.h]とヌマガヤーカラマツ基群叢 [8.i]をみた。

9. 尾瀬ガ原 Ozegahara(Fig. 63) 

武田1)は尾瀬ガ原上田代の“上の大堀上流及び川上川の沿岸にはカラマツの亭立する

もの多く"と報じており， また堀川・安藤2)は，高位泥炭型の森林中，泥炭湿原の周縁に

1) 武田久吉: 尾瀬地方植物調査報告. 尾瀬地方tt:於ける保護林と其の景観， 31 (1928). 
2) HORIKAWA， Y. and ANDO， H.; Studies of the communities in the Ozegahara Moor 尾瀬
ケ原 270(1954). 
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第60図 尾瀬標準地位置図

Fig. 63. Ozegahara 

発達する森林の中にカラマツークロベ/シロパナシャクナグ群落を認めた。 乙れらの報知

によると，カラマツ林は山端にのみ見出され，殊にセナカアブリ田代および上田代に多く

みられると記述されている。ただしカラマツ林と湿原は植生的には関係がない。本研究の

対象とした調査地は，上田代の西端，川上川の右岸で，乙乙に 1帯状区を設定した。

[9. a] 帯状区 (30X5)m2 カラマツーオゼザサ基群叢 方位 N 傾斜 00

高距 1420m

本帯状区は尾瀬ガ原上田代の山の鼻小屋南方約lkmの地点， 尾瀬林業株式会社の社

有地内に設定した。この林は群馬県よりカラマツ母樹林として指定されたもので，比較的

第131表 [9. aJ帯状区樹高階別本数表

Table 131. Number of trees in each height grade in 

the [9. aJ belt.transect 

Height (m) 樹 高 19 21 23 24 25 26 Tota! 

Species 値物名 20 22 24 25 26 27 計

Larix leptolePis カラ 7 ツ 1 1 1 1 1 1 6 

Tota! 計 1 1 1 1 1 1 り
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第132表 [9. a]帯状区胸高直径階別本数表

Table 132. Number of trees in each diamteer grade in 
the [9. a] belt・transect
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第133表 [9. a]帯状区林床値物一覧表

Table 133. Cover degree and frequency of the plants in 

the [9. a] belt-transect 
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1層はカラマツのみで樹高 (19-)23-

林床はオゼザサ(稗高約1.5m)が優占す胸高直径は 60-86cmの老齢林である。

その他量的にみるべき種類はないが，高木稚樹としてブナ，

良く成長したカラマツが小集団を作っている。

27m， 

アオミズキ，トチノキ，る。

また帯状区のすぐ横を川上川が流れているため，草本として

は河畔の要素が多少混じている。本帯状区の樹高および胸高直径階別本数を表示すれば

ダモがわずかに生じている。
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第 64図 [9. a]帯状区 カラマツーオゼザサ基

群叢

Fig. 64. [9. a] belt-transect in the forest of 

Larix leptolePis (L. leptolepis-
Sasa p叫niculatavar. oseana soc.) 

159 

第 131表，第 132表，林床植物一覧表を表示すれば第 133表，林木配置および樹冠投影図

を示せば第64図となる。

考察 Discussion

1.群落分類

今回の研究を総括して，カラマツ純林の群落を分類してみるとつぎのようになる。

ただし基群叢はあくまで，実在的なものであり，群叢名は基群叢を集合した抽象的な

もので，著者らの考えでは分類学的にみた属に相当したものである。なお林床型はその概

念を CAJANDERのシステムを基礎とし， 森林群落を相観的にみて一つのまとまりを考え

たものである。それゆえ，林床植物としては群落を相観的にあらわす種類または一連の植

物群により代表させ第 1層以外には相の決定はない。ただしここに挙げた群落名中(ー)

は層階別のすみわけを意味する。ミズゴケークロマメノキーカラマツデヌマガヤーカラマ

ツ群落は全く特殊な場合で，群落全体から見ると， ミズゴケとクロマメノキあるいはヌマ

ガヤが群落の主体性となるので，群落名にはおのおのその種名を先行させたわけである。
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群叢名
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カラマツーニッコウザサ [3.a]， [8. k]， [8. 1]， [8. m] 

カラマツーク 7 イザサ [3.b]， [3. d]， [5. b] 

カラマツーメクマイザサ [4.a]， [4. b]， [7. a]， [7. b] 

カラマツ オゼザサ [9.a] 

カラマツーニッコウシダ [8.a] 

カラ 7 ツ クロミノウグイスカグラ [8.b] 

カラマツーヒメノガリヤス口.f]， [6. d] 

カラマツ ヤシャプシーヒメノガリヤス [6.aJ 
カラマツ ススキ [6.b] 

カラマツ ヤグルマソウ [2.b] 

カラマツーゴマナ [8.c] 

カラマツ シラカンパーベニバナイチャクソウ [2.d] 

カラマツ フッキソウ [5.a] 

カラマツーノリウツギーマイヅルソウ [6.e] 

カラマツー無植被 [2.a] 

カラマツ レンゲツツジ [3.c]， [6. c]， [8. f] 

カラマツーズミ レンゲツツジ [8.g] 

カラマツーズミ [8.d]， [8. j] 

カラマツ ホザキジモツケ [8.e] 

カラ 7 ツー蘇類[1.a] 

カラマツーコメツガ [2.c] 

カラ 7 ツーササ類

林床型

|ササ型 (8)

シダ型 (P)

クロミノウグイス
カグラ型 (L)

1カラマツーヒメノガリ
jヤス 1 

j禾本型 (G)

|時間(H)

無植被型 (No)

レンゲツツジ型
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)ズミ型 (Ma)

蘇類型 (M)

針葉幼稚樹型
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カラマツーハクサンシャクナゲーマイヅルソウ [8.n] ) 

カラ 7 ツーハクサンシャクナゲーコケモモ[1.b] カラマツーハクサンシ!シャクナゲ型
iャクナゲ ( (Rh) 

カラマツーハクサンシャクナゲーイワノガリヤス[1.e]) } 

カラマツ コケモモ[1.c]， [1. d] 

カラ 7 ツーガンコウラン [6.f] 

ミズゴケークロマメノキ カラマツ [8.h] 

ヌマガヤ カラマツ [8.i] 

カラマツーコケモモ jhaは(恥)

カラマツ林の代表的群落を見渡すと，比較的低いところでは林床型がササ型であらわ

され，海抜高1900m以下に発達する。 日光戦場ガ原附近において本林床型でササ類の消

滅したところに現われてくるのが，カラマツーニツコウシダ，カラマツークロミノウグイス

カグラの両基群叢であろう。標高が高いところではササ型林床は発達せず，代ってシャク

ナグ型，あるいはヒース型が発達し，コケモモがこれを代表する。高山上部の 1層，特に

新生火山森林上部で風衝型群落相を呈している。

禾本型の林床型をもつものは富士山，浅間山など新生火山で高所でも低所でも見られ

た。カラマツーヒメノガリヤス基群叢が代表的なもので，浅間山にみられるカラマツーヤ

シャブシーヒメノガリヤス基群叢は特殊な群落である。カラマツーススキ基群叢ははげし
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い噴火か，または山火の影響を受けた山麓にあらわれるものと考えられる。

広葉草本型は風倒跡地，政牧跡地，あるいは人為による林床の撹乱などの影響を受け

た土壌の比較的肥沃なるところ，あるいは特に渓畔ぞいに多く，したがって高度的にみて

低い地帯にしばしば観察される。また特殊な場合，カラマツ林が荒されて植物の定着が困

難となり.時には消失してほとんど無植被に近くなる場合もあり，その好例が [2.a]帯状

区で，林床型を無植被型としたが，本来はいずれかの林床型に含まれうるものであろう。

群落分類からみて問題の多いのは広葉草本型 [2.b]， [2. d]， [5. a]， [6. e]， [8. c]であ

る。このうち [2.b]帯状区カラマツーヤグルマソウ基群叢はその面積も狭く，渓畔林群落

の一つの特殊相と考えられる。 [2.d]帯状区カラマツーシラカンパーベニバナイチャクソ

ウ基群叢は択伐されたあと，放牧の影響が余りにも明瞭であり，自然群落の分類からは除

去する。 [5.a]帯状区カラマツーフツキソウ基群叢はキャンプ地が近いため林床が擾乱さ

れていて，その自然相が如何なる群叢に所属するか確定できない。 [6.e]帯状区カラマ

ツーノリウツギーマイヅJレソウ基群叢はカラマツ林が風倒のため林蓋が破壊され，林床が

明るくなってノリウツギを伴いマイヅJレソウが優占した型と考えられる。以上の諸群落は

それゆえに著者らの範壌に従えば，一部は斑群叢と呼ばれなければならないもので，群叢

名は現在決定できない。 日光戦場ガ原で見出された [8.c]帯状区カラマツーゴマナ基群叢

は流畔沿いの肥沃な土壌上に成立した群落である。

火山灰膿降下地帯や，湿原の周縁において林冠が密でない場合レンゲツツジ型の群落

が現われ，その地帯において河川の氾濫の影響で砂礁の堆積した地にズミの群生をみるこ

とがあるが，その場合カラマツーズミ基群叢，カラマツーズミーレンゲツツジ基群叢とい

う特殊な群落が現われることがある。

亜高山帯中に現われてくる特殊な群落としてはカラマツー醇類基群叢があり，周囲に

コメツガ林のある場合はカラマツーコメツガ基群叢の現われるとともある。なおカラマツ

林の育地が岩礁地の場合には，林下の濯木層にハクサンシャクナグが群生してくることが

ある。この場合環境によって林床草本の種類は異なってくる。また森林限界附近にみられ

るカラマツ林は，林床にコケモモ， またはガンコウランを生じ， いうなれば Heath型の

植物に林床が占拠され，カラマツーコケモモ群落を以て代表させる。

日光戦場ガ原ではミズゴケークロマメノキーカラマツ基群叢，ヌマガヤーカラマツ基

群叢を見出したが，これは本来の意味でカラマツ群落に包合せられるべきものではないで

あろうが，便宜的に記録にとどめておいた。上記群落に見られるカラマツは湿原に生ずる

一つの例として興味ある。

調査基群叢と調査地並びに高度との関係を図示すれば第65図のようになる。
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第65図 林高並びIC林床型と海抜高との相関を示す

2. カラマツ林の層階構成
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(l.tJ 

R. .H. 
(8.n) [1.0) 

R・[1.同

H.・
(I.dl 

2400 

層階の区分 日本の森林からみた 1，II， m， N の4層階の区分は， 従来の方式

に従って各々の層階級を 1:20m以上 II: 20-lOm， m: 10-2 m， N: 2m以下と

した。

層階の構成 本研究においては調査地はいずれもカラマツの純度の高い林を対象と

したので， その最上層は層階級の如何にかかわらず， カラマツが占めている。 また第1V

層階は，林床を破壊されて不顕著な [2.a]帯状区を除くすべての調査群落に認められた。
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また [8.h]， [8. i]帯状区は湿原で，全く特殊なものであるから， j欠表からは除去した。調査

帯状区の層階構成を示すと次のようになる。
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(1)ーII-III-1Vs

II-1Vs 

II-1Vsh 

II-II1+sh-1Vsh 
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II-III-1Vd・Sh

II -(III)-1V S 

II-(III)ー1Vp
〆-、、
II-III-1VH 

II-III-1Vsh 

II-III十日h-1Vsh

II-1II+sh-1V(H) 

II-III-1VG 

百コII-1VM
il-(in)-1V S 
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II-(III)-1VH 

II-(III)-1VG 

---、(II)-III-1V G 
III-1Vsh 

III-1Vd・Sh

III-1V吋・Sh

III-(1V) 

基群叢名 帯状区

カラ 7 ツ ニッコウザサ [8. k] [8. 1] 

カラマツーオゼザザ [9. a] 

カラマツーヤグルマソウ [2. b] 

カラマツーメク 7 イザサ [7. a] 

カラマツ コメツガ [2. c] 

カラマツーメクマイザサ [4. a] [4. b] 

カラマツーノリウツギーマイヅノレソウ [6. e] 

カラマツ ノリウツギーヒメノガリヤス [6. d] 

カラマツーハタサンシャクナゲ イワノガリヤス [1. e] 

カラマツ レンゲツツジ [3. c] 

カラマツーシラカンパーベニバナイチヤクソウ [2. d] 

カラマツ フッキソウ [5. a] 

カラ 7 ツークマイザサ [5. b] 

カラマツーニツコウザサ [8. m] 

カラマツークマイザサ [3. b] 

カラ 7 ツークロミノウグイスカグラ [8. b] 

カラマツ ズミ レンゲツツジ [8. g] 

カラ 7 ツーコケモモ [1. c] 

カラ 7 ツーニッコウザサ [3. a] 

カラマツーニッコウシダ [8. a] 

カラマツーハクサンシャクナゲーマイヅルソウ [8. n] 

カラマツーレンゲツツジ [8. f] 

カラマツーホザキシモツケ [8. e] 

カラ 7 ツーズミ [8. j] 

カラマツーズミ [8. d] 

カラマツーヤシャプシーヒメノガリマス [6. a] 

カラ 7 ツー蘇類 [1. a] 

カラマヅ クマイザサ [3. d] 

カラ 7 ツーメク 7 イザサ [7. b] 

カラマツ ゴマナ [8. c] 

カラマツーヒメノガリヤス [1. f] 

カラマツ ススキ [6. b] 

カラマツーレンゲツツジ [6. c] 

カラマツーハクサンシャクナゲーコケモモ [1. b] 

カラマツ コケモモ [1. d] 

カラマツーガンコウラン [6. f] 

カラマツー無植被 [2. a] 

層階構成の最も単純なものは I-N;II-N; m~N などに示される。ここでカラマツ
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AG: Aster Glehni var. hondoensis AI: Alnus firma 

3陥

Bp: Betula platyphylla var. japonica C: Calamagrostis hakonensis & Langsdorffii 
Co・ Conifers E: Empetrum nigrum var. japonicum 

H: Hydrangea 1加 ticulata Lc: Lonicera caerulea var. emphyllocalyx 

Ln: Lastn叫 nippo叩.ca M: Moss 

Ma : Malus Sieboldii Md: Maianthemum dilatatum 

Ms: Miscanthus sinensis 

Pt: Pachysandra terminalis 

Rj: Rhodoaendro河 japonicum

S: Sasa spp. 

T: Tsuga diversifolia 

Pi: 乃rolaincarnata 
R: Rhododendron Fauriae 
Rp: Rodgersia podophylla 

Ss: Spiraea salicifolia 

V: Vaccinium Vitis-Idaea 

第66図森林階層の範囲

Fig. 66. Strati五cationdiagram 
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の最上層が第I層階，第 E 層階，第 E 層階のいずれにあるかは，生育地の高度，立地条

件，林齢などの諸条件の結果による。例えば ill-N型の[1.b]， [1. d]帯状区は富士山森

林限界のカラマツ林であり， [6. b]， [6. c]帯状区は，劣悪な立地条件のカラマツ林で，い

ずれもカラマツは第 E 層階を出ない。 もち論，環境条件が良好で，林齢も旧くなるにつ

れてカラマツの 1層は第 E層階，第 I層階への出現となる。 そして，カラマツ 1層が第

工層階にあり，しかも林の層階構成が最も単純な I-Nは，最も良く発達したカラマツ

林[8.k]， [8. 1]， [9. a]に見ることが出来る。単純層階構成をなす前記3型 (I-N;II-

IV; ill-N)のうち I-N型の第 N 層はすべて Nsで示され，ill-N型では， それが

IVsh，ことに Nd.Shで示される ζとは興味がある。 3または 4層の層階をもっカラマツ林

では，第 I層階，第 E層階はいずれもカラマツが優位を占めるが，第 E 層階については

カラマツがその層位で優位を占める場合[1.f]， [3宅a]，[3. c]， [3. d)， [8. c)， [8. f]， [8. m]， 

[8. n]と，一方他樹種がその層位で優位を占める場合 [2.d]， [6. a)， [6. d]， [6. e]， [8. d]， 

[8. g]， [8. j]とがある。乙の後者の樹種としてはジラカンパ[2.d]，ヤシャブシ [6.a]，ノリ

ウツギ[6.d]， [6. e]，ズミ [8.d]， [8. g]， [8. j]がある。上記樹種のうち特に異色あるのは，

日光戦場ガ原のカラマツ林下に出現するズミであって，乙乙では極めて顕著な第 E 層階

が形成されている。

以下カラマツ林の層階構成を図示すると第66図のようになる。

3. 珊階の種的構成

i. 第 E層階 既に述べたように，本層階はカラマツのみで，他種を混じない。

ii. 第 II層階 カラマツで層を形成する場合と，第 E 層階にカラマツが多く，他

樹種を混ずるような場合とがある。後者においては，カラマツ以外の種類を出現回数の多

いj願にみると，ダケカンノぜ (3)*;ミズナラ，ナナカマド，シラビソ，トウヒ (2);コメツガ，

アカマツ， ミヤマザクラ (1)となり， ( )内の数字が示すように出現回数は極めて低い。

iii. 第 111層階 本層階における木本種の出現種類数はカラマツを除いて 33種類

に達する。すなわち，ミヤマザクラ (8);ナナカマド (7);シラビソ，シラカンパ(6);ズミ

(5) ;ダケカンノペミズナラ (4);コメツガ，ノリウツギ (3);ウラジロモミ，オオパヤナギ，

ヤシャブシ，マユミ，オオカメノキ，タニウツギ (2);以下トウヒ，オオシラビソ，アカマツ，

ヒメコマツ，コオノオレ，ヤマナラ、ン，ハJレニレ，エゾヤマザクラ，ウラジロノキ，エゾ

イタヤ，ヤマウ Jレジ，アキグミ，ハクサンシャクナゲ， リョウブ，サワフタギ，カンボク

(1)である。前層階に出現するすべての種類はこの層階にも共通して出現している。また

乙の層階中カラマツを除いて優占種として出現したのはシラカンパ[2.a]，ヤシャブシ

本( )内数字は全帯状区39個中の出現回数，以下同じ。
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[6. a]，ノリウツギ [6.d]， [6. e]，ズミ [8.d]， [8. g]， [8. j]の4種類のみで， 乙れもまたカ

ラマツ林の層階構成が比較的単純であることを示している。

iv. 第 IV層階 カラマツ林の第 N 層階に出現する種類数は総計 331種に達し

た。乙のうち香木稚樹で本層階に出現するものは次の 32種である。 ナナカマド (21);ズ

ミ (14);ミズナラ (11);ダケカンパ(10);シラカンパ(9);ジラビソ，カラマツ， ミヤマザ

クラ (8);コメツガ， トウヒ (4);アカマツ， ミネザクラ，アオダモ，ミネカエデ，アサノ

ハカエデ，コシアブラ (3);ウラジロモミ，シウリザクラ，エゾイタヤ，ハリギリ (2);ヒメ

コマツ，オンコ，ヤマナラシ，パッコヤナギ，コオノオレ，ハンノキ，プナ，アズキナシ，

イヌザクラ，シナノキ， トチーノキ， ミズキ (1)である。

喬木種中第 rr，第 E 層階と共通に出現する 6種類中，特に，シラビソとミズナラお

よびナナカマドは，本層階において，比較的出現回数の多いことで注目される。 これは

LIN∞>UlST (1955)がカラマツ林の更行について述べたように， ひとつは針葉樹林へ至る
過程 1つは広葉樹林へ至る過程を暗示している。、カラマツはやはり第 N 層階に見出さ

れるが，相対的優勢さは第十E 層階から漸次失われ，本層階ではダケカンパ， シラカンノ℃

ミヤマザクラより出現回数は低い。しかも本層階のカラマツは，コメツガ林下におけるコ

メツガの幼樹稚苗が存在するような例とは全く異なり，乙の場合は，林床のカラマツは後

継林構成種の意味が考えられない。

濯木(ササ類を含む)についてみるに 61種あり，種類数からは喬木稚樹の2倍近くあ

るが，特にカラマツとの結びつきが強いとも考えられない。本層階において優占種または

優勢種となる種類にはハクサンシャクナゲ[1.b]， [1. e]， [8. g]， [8. n]，クロミノウグイス

カグラ [8:b]，ニッコウザサ [3.a]， [8. k]， [8. 1]， [8. m]，クマイザサ [3.b]， [3. d]， [5. b]， 

〆グヤイザサ [4.a]， [4. b]， [7. a]， [7. b]，オゼザサ [9.a]，レンゲツツジ [6.c]， [8. f]， [8. 

g]，ガンコウラン [6.f]，コケモモ[1.b]， [1. p]， [1. d]がある。以下主なものを記すと，

レンゲツツジ (11);ニツコウザサ (10);ノリウツギ (9);ミヤマイボタ (8);ハクサンシャ

クナゲ，クロミノウグイスカグラ (7);コケモモ，ウスノキ，オオカメノキ，メクマイザサ

(5) ;ミヤマヤナギ，モミジイチゴ，エピガライチゴ，シモツケ，タラノキ，タニウツギ (4)

などである。

木本蔓茎類にはオニツJレウメモドキ (4);ミヤマハンショウヅJレ(3);ツJレアジサイ，

ツタウlレシ (2)などがある。

草本種で全般に量的に優勢なものは見出されなかった。主要出現種はつぎのようであ

る。イタドリ (19);マイヅルソウ (18);コガネギク (15);ススキ (13);へビノネゴザ (12); 

ヤマオダマキ (11);シロノイナノヘビイチゴ， タチツボスミレ (10);ヤマドリゼンマイ，オ

オヤマフスマ，エゾヨモギ (9);ヒメノガリヤス， ツマトリソウ (8); トリアシショウマ，



T元正一。口heu可否layer
林床型

Research site 
調査地

Species 
植物名

Abies Veitchtii シラビソ

Tsuga diverslfolia コメツガ

Picea jezoensis var. hondoensis トウヒ

Lari・xleptolepis カラ 7 ツ

Pinus densiヌora アカマツ

Betula Ermani ダケカンパ

Quercus crispula ミズナラ

Prunus MaximowiczlI ミヤ 7 ザクラ

Sorbus commixta ナナカ 7 ド

第 134表

Table 134. 

S* 
，F 

3. 4 5 7 
j¥、 御 上 万
ガ 高
岳 岳 地 座

第 1， II 層階出現植物一覧表

Plants occured in the 1st & IInd strati五cationlayer 

H* Ma* G* 
A 

~一ー-'-一一、 戸ーーー-国内ーーーーー一、

8. 9 2 5. 6. 8 8. 1 6. 
日 尾 金 上浅日 日 富 浅

峯
高地 間山 光 士 間

光 瀬 山 光 山 山

A* 
~・E・-、-・町、

3. 6 8. 
八浅日
ガ間
岳山光

Heネ Rh* L* p* M* N* Noキ
，両国圃・・4、-・町、 ，....-、・ー・圃副司、

1. 6. 1. 8. 8. 8. 1. 2. 2. 出
富浅宮日日日富金金
士闘士 土峯峯現
山山山光光光山山山回

，....-、一ーー，、ーー，、ー園田園E〆、--、 ~、ー画、 ，ーーーーー--'--、 ，....-、--旬、 ~、、目『

[a] [b] [d] [a] [b] [b] [a] [b] [k] [1] [m] [a] [b] [d] [a] [e] [c] [d] [e] [g] [j] [f] [a] [d] [d] [c] [c] [f] [c] [d] [f] [b] [e] [n] [b] [a] [a] [c] [a] 数

+ + 2 

+ 1 

+ + 2 

十+十++ + + + +十十十十十+十++ + + +十++十十 十+ 十++ + + + 34 

+ 1 

十+ + 3 

十- 十・ 2 

+ 1 

+ +・ 2 

* S: Sasa， H: Herb， Ma: Malus， G: Grass， A: Azalea (Rhododendron jaρonicum)， He: Heath， Rh: Rhododendron (Rhododendron Fauriae)， L: Lonicera， P: Fern， M: Moss， 
N: Sapling of Conifers， No: Absence of五eldlayer. 



第 135表第 III 層階出現植物一覧表

Table 135. Plants occured in the IIIrd stratification layer 
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* Euonymus Sieboldianus var. nikoensis 
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第 136表 第 IV層階出現主要喬木稚樹および濯木

Table 136. Y oung trees occured in the IV th stratification layer 

S H Ma G A He Rh L P M No No 
， 内 、 ~ーーーー-ーーー、 --圃̂ -ーー-‘ ，...ー-、mーー司、 ---・4、ーー・園町、 ---、ーー・園、

3. 4. 5. 7. 8. 9 2. 5. 6. 8. 8. 1. 6. 3. 6. 8 1. 6. 1 8. 8. 8. 1. 2. 2. 出
/1、 御 上 万 日 尾 金 上浅日 日 富 浅 八浅日 富 浅 富 日 日 日富金金現
ヵー 高 峯

高地 間山 光
士 間 ガ間 士 閲 士 士峯峯

岳 岳 地 座 光 瀬 山 光 山 山 岳山光 山 山 山 光光光山山山田

T元己 ufthe underlayer 
林床型

Research sit巴
調 査地

，ーーーー〆、，ーー目、 pー，、、---、ーーー、 ，--、ー司、 ，--ー同国ー《ーーーーーー・、 ---、ーー田町 ，--、ー・、 ，ー，、ー・、
[a] [b] [d] [a] [b] [b] [a] [b] [k] [1] [m] [a] [b] [d] [a] [e] [c] [d] [e] [g] [j] [f] [a] [b] [d] [c] [c] [f] [c] [d] [f] [b] [e] [n] [b] [a] [a] [c] [a]数

Abies Veitchii シラビソ 十・ + + 十・ + + + + 8 

Laη;x leptolejう日 カラマツ +・ + + + +十 十・+ 8 

Betula jうlatyphyllavar. japonica シラカンノぜ +・+ +・ +・・+ +・・+ + + 9 

B. Ermanii ダケカンノて + + + + +・ 十・ +・ + +・ + 10 

Quercus crispula ミズナラ + + + + + +・ +・+ + + + 11 

Malus Sieboldii ズミ 十+ + + 十+ 十+ + + + + +十 14 

Prunus Maximo町 iczii ミヤマザクラ + +十 + + 十++ 8 

Sorbus commixta ナナカマド 十++ + + + + +十+* + +* +十+ネ + + + 'Eムヮ“+
 
+
 
+
 

Hydrangea paniculata ノリウツギ + + +・十 + + + +・ + 9 

Rhododendron Fauriae ハクサンシャクナゲ +・ +・・+ + + + + 7 

R. japonicum レンゲツツジ 十・ 十+ + + + + + + + + 11 

Ligustrum Tschonoskii ミヤ 7 イボタ 十++ + 十・ + +・+・ 8 

Lonicera caerulea var. emphyllocaかx
クロミノウグイスカグラ

+ + + 十・ + + + 7 

Viburnum furcatum オオカメノキ +・ + + + + 5 

Vaccinium hirtum ウスノキ +・ 十 + + + 5 

vaccinium Vitis-Idaea コケモモ I . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . + + 十 + + 5 

Sasa nikkoensis ニッコウザサ +・ + + + + + + + + + 10 

9 S. paniculata クマイザサ + + +料+**+ 十件十件. -十件*. +** 

* Sorbus commixta var. rufo-ferruginea 
** Sasa paniculata var. ontakensis 
*キ* Sasa paniculata var目 oseana



Typ-eof u而函illyer
林床型

¥¥¥Research  site 
調査地

Species 
植物名

Polygonum cuspidatum イタドリ

Moehringia lateriflora オオヤ 7 フス 7

Cimicifuga simplex サラシナショウマ

Aquilegia Buergeriana ヤマオダマキ

Astilbe microphylLa チダケサシ

A. Thunbergii var. congesta トリアシショウ 7

Sanguisol加 officinalis ワレモコウ

Fragaria m}りpomca シロパナノヘビイチゴ

Geranium yesoense var. nipponicum 
ハクサンフウロ

Viola grypoceras タチツボスミレ

Shortia soldanelloides イワカカ*ミ

Pyrola a争ina コパノイチヤクソウ

P. incarnata ベニバナイチヤクソウ

Trientalis europaea var. europaea ツマトリソウ

Anaphalis margaritacea var. angustior 
ヤマハハコ

Artemi:町tamontana エゾヨモギ

Solidago decurrens コガネギク

Calamagrostis Langsdorffii イワノガリヤス

C. hakonensis ヒメノガリヤス

Festuca parvigluma トボシガラ

Miscanthus sinensis ススキ

Carex oxyandra ヒメスヶー

lvlaianthemum dilatatum "7イヅノレソウ

Clintonia udensis ツノミメオモト

Lastrea Phegopteris ミヤマワラビ

Athyrium yokoscense へピノネゴザ

Osmunda asiatica ヤマドリゼン 7 イ

第 137表 第 IV 層階出現植物一覧表

Table 137. Plants occured in the IVth stratification layer 

S H Ma G A He Rh L P M No No 
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+ + + + + 5 
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+ + 十+ + + + + + + + 十+ + + 15 
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十 + + + + + +十 8 

十+ + + + + + 7 

十十 十十 + + + + + + + 十 + 13 

十 + 十 + + + 6 

+ + + + + 十+ 十 + + +十 十++ + + + 18 

十 + + + + + 6 

+ + + 十 十 + 6 

十十 + 十 + + + + + + + + 12 

十 + + + + + + + + 9 
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ワレモコウ，ベニノてナイチヤクソウ，イワノガリヤス， トボシガラ (7) などで， イタド

りやススキなどは，カラマツ林のもつ殖民群落的性格の一面を示している。各層階出現主

要植物一覧表を表示すれば第 134表，第 135表，第 136表および第 137表のようになる。

3. 林床型と種類の分布

帯状区を三つ以上もつ7林床型と，カラマツ林の主たる構成植物との分布の関係を記

すと下記のようになる。

i. 7林床型 (S-H-Ma-G-A-He-Rh)に共通な種類

カラマツ林に共通な要素はカラマツを除いてはイタドリのみで 7林床型の総帯

状区の 47%に出現する。

ii. 6林床型に共通な種類

a)S-H-Maベユ-A-Rh マイヅJレソゥ 45%，ススキ 39%， シロパナノヘビイチゴ

32% 

b) S-HベトA-He-Rh ダケカンノイ37%，ベニバナイチヤクソウ 23%

iii. 5林床型に共通な種類

a) S-H-Ma-G-A ズミ 43%，ヤマオダマキ 33%，タチツボスミレ 37%，ミヤマ

ザクラ 34%，シラカンパ， ミズナラ，ヤマドリゼンマイ各々 32%

b) S-Hベユ-A-Rh ナナカマド 70%，コガネギク 48%，コノぜノイチヤクソウ， イ

ワノガリヤス各々 22%

c) S-Hベ}-A-He ヤマハハコ 22%

，iv. 4林床型に共通な種類

a) S-H-G-A ヘビノネゴザ45%，ノリウツギ42%，ヒメノガリヤス 33%，ミヤ

マイボタ， トリアシショウマ各々 29%

b) S-H-Ma-A エゾヨモギ33%;オオヤマフスマ，ワレモコウ各々 29%

c) S-Ma-G-A レンゲツツジ39%， トボシガラ 22%

d) H-G-He-Rh ハクサンシャクナゲ47%

e) Ma-G-A-He アカマツ 43%

f) S-H-A-Rh シラビソ 35%

g). S-H-G-Rh ツマトリソウ 33%

h) S-H-G-He ウスノキ 17%

v. 3林床型に共通な種類

a) S-H-A クガイソウ，ツリガネニンジン，オオパギ、ボシ各々 20%

b) G-A-Rh ミヤマワラビ60%
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c) G-He-Rh コケモモ 40%

d) H-He-Rh コイチヤクソウ 36%

e) H-G-A サワフタギ33%

f) S-A-Rh サラシナショウマ28%

g) S-G-A ヒメスゲ26%

h) S-H-G オオカメノキ 24%

i) S-H-Ma アキカラマツ 19%

Vl. 1林床型と特に結びつきの強い種類

a) S ササ属 100%

b) H イタドリ 100%，タチツボスミレ 80%

c) Ma イタドリ，ズミ，クロミノウグイスカグラ各々 75%

d) G ヒメノガリヤス 1∞%， ノリウツギ， シラネニンジン， レンゲツツジ， ス

スキ各々 75%

e) A レンゲツツジ，コガネギク各々 1∞%

f) He カラマツの稚樹，ミヤマヤナギ各々 100%，コケモモ，ベニバナイチヤク

ソウ各々 67%

g) Rh ハクサンシャクナゲ，マイヅJレソウ，ツバメオモト各々 100%，ツマトワ

ソウ，イワノガリヤス各々 67%
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R白ume

In Japan， the genus Larix， is represented by only one endemic species of L. lep. 
tol，ψis which is a well known tree cultivated even in Northern Europe， and in Japan 

from Central Honshu to Hokkaido. Fortunately， fine natural forests are sti1l scattered 

in the mountain districts of central Japan， making possible interesting phytosociological 
field studies. Up to the present， ecological field research has been primarily limited 

to vegetation outlines， especially those on Mts. Fuji and Nikko by B. HA YATA and 

H. TAKEDA. The synecological investigations reported in the present paper have been 

conducted over a period of five years. 

1. Species and Distribution of Larix 

1. Genus Larix. The diagnosis and the species number are cited by the au. 

thors such as Q訂町田LD，REHDER， PILG回， NAKAI and MELCHIOR. 

2. Species and distribution in the world. .ln this seCtion world species and 

distribution of Larix are given， based primarily on the work of QSTENFELD alld 

SYRACH-LARSEN. 

3. Lari・xof Northern part of E. Asia. Taxonomies by the authors (QSTEN四 LD，

KOMAROV， NAKAI and TAKENOUCHI) of the Larix species of the northern part of E. 

Asia are given and the classification and distribution by DYLIS (1961) is summarized. 

4. Plant communities of Larix dahurica.group. 

Following an introduction to ecological studies of forests of the L. dahuri・ca

group， the following plant communities are described， from the results of a prelimi. 

nary survey for the phytosociological survey of the Larix dahurica forest along the 

Upper Amur， Great Hingang in N， E. China by TATEWAKI (1943): i) L. dahurica・

Vaccinium Vitis.ldaea community， ii) L. dahurica・Ledumpalustre comm.， iii) L. 
dahurica-Calamagrostis Langsdorffii comm.， iv) L. dahurica-Carex Vanheurckii 

comm.， v) L. dahurica.Betula fruticosa comm.， vi) L. dahurica・Vacciniumuliginosum 

comm.， vii) L. dahurica.Sphagnum spp. comm.， viii) L. dahurica-Carex Meyet・etana
comm.， ix) L. dahurica.Equisetum sylvativum comm.， x) L. dahurica-Rododendron 

davuricum. Vitis.ldaeαcomm.， xi) L. dahurica.Pteridum aquibilium comm.， xii) 

L. dahurica.E戸lobiumangustifolium comm. Schematic. figures of the L. dahurica 

forests are also included. 

11. Larix leptolepis 
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1. Scientific name: The scientific name of the Japanese larch， L. l，φtole戸's，is 

treated and cited in indigenous and cultivated forms. 

2. Geographical distributionof L. leptol，φis: The Japanese larch is distributed 
in the mountain districts of Central Honshu (the main island of Japan)， ranging from 

Mt. Manokami， Miyagi Pref.， southwards to Mt. Tenguishi， Shizuoka Pref.， and west. 

wards to Mt. Ontake， Nagano Pref. The main distribution area， however， includes 

Nikko， Tochigi Pref.， Mt. Asama， Gunma & Nagano Prefs.， Mt. Yatsugadake， Nagano 

Pref. and Mt. Fuji， Yamanashi and Shizuoka Prefs. The distribution area of the 

Japanese larch is shown， and L. leptolepis on the N. E. limit， Mt. Manokami， Miyagi 

Pref. is precisely explained. (Fig. 9) 

3. Vertical distribution: The vertical distribution of L. l，ゆtolepisranges from 

1侠則。to2反則m in Honshu. 1t is found from cold temperate forests to subarctic 

(subalpine) zones. 

4. Habitat: 1n the mountanous district of Central Honshu， L. leptolepis is ari 
important tree， characterizing the forest physiognomy in recent volcanic areas， and is 

seemed to be an ednphic climax forest. Habitats of the Japanese larch forests are as 

follows: i) Pumice fall and floor deposits， ii) Gullies， iii) Rocky ground， iv) Lava 

f8ns， v) Steep slopes， vi) Disintegrated slopes， vii) Avolanche deposits， viii) River. 

beds， ix) Burned over areas， x) Grazed over meadows and xi) Abandoned farms. 

5. Succession: The Japanese larch is a typical sun tree， and often forms the 

pioneer stage of succession. Prominent examples are found， especially on the new 

volcanoes such as Mt. Fuji and Mt. Asama. 1n general， it is replaced by such trees 
w拘 guscrenata， Abies Veitchii 'and Abies Mariesii in the climax phase， and Quercus 
例 'spula，T sug，肝'ad必'iv抑7畑gグ.吋ol泌誠liain the transgres鉛凶s討ingphase on the way to the climax 
f品or，問es銑t. Sometimes it replaces itself when edaphic change on open land produced by 

natural or artificial cases. Nine' experimentallocalities (Fig. 11) were studied as follows : 

\'i~ ¥¥ト ¥Lo個Iity Transect Elevation Sociation 
(m) 

Mt. Fuji [1. a] 18日 Larix 1，φ，tolepis.Moss 

[1. b] 2380 Lv.tt1iesp-Itdoofeepa zs-Rhododendron FauTide-Vdccz.nz-um 

[1. c] 2400 L. leptolepiトVacciniumVitis.ldaea 

[1. d] 24日

[1. e] 2400 ムzdF』ageμsdoodfEpFisi.Rhoghdendron Faudae.caJamogfostis 

" [1. f] 24ω L.l，φ，tolepis.Calamagrostis hakonensis 
M~ Kinpu [2. a] 13回 L. leptolepis-non vegetation 

[2. b] 14ω L. leptolepis-Rhodogers叫 podophylla

[2. c] 17日 L.leρ，toleρis・Tsugadiversifolia 

[2. d] 14舶 LPy.rhophtoti-nzcna・sm.政adtuatdptdtyjhhy114 var.japonica-

Mts. Yatsugatake [3. a] 1以)() L. leptolepis-Sasa舟ikkoensis

[3. b] 1720 L. leptol，φis・Sωapaniculata 
[3. c] 1850 L. [，φ，tolepi・s・Rhododendr，伽 japoni，ωm



172 北海道大学農学部演習林研究報告第M巻第1号

Locality Transect 
Elevation Sociation 
(m) 

Mts. Yatsugatake [3. d] 1820 L. leptolePis.・Sasapaniculata 

Mt.Ontake [4. a] 1640 L. leptolepis-Sasa paniculate var. ontakensis 

[4. b] 16回

Kamikochi [5. a] 1540 L. leptolepis・Pachysandraten耳切alis

[5. b] 1620 L. leptolepis-Sasaρaniculata 

Mt. Asama [6. a] 1400 Lha.hzotpneto，gJsezws -AfnU5Jbma・Calamagrostis :‘ 

[6. b] 1390 L. leptolepis-Miscanthus sinensis 

[6. c] 1390 L. leptolepis-Rhododendron japonicum 

[6. d] 1M拘 L. leptolepis-Calamagrostis hakonensis 

[6. e] 15田 L ddaIEtpattuolm eρis-Hydrangea pani切 lata-Maiantheml4"
[6. f] 1580 L. leptolePis・Em戸trumnigrum var. japonicum 

島1anza [7. a] 1800 L. leptolepis-Sasa 仰nicult山 var.ontakensis 

[7. b] 18∞ 
Nikko [8. a] 1380 L.句，tolepi・'s-Lastreanipponica 

[8. b] 1385 L. leptolepis-Lo明iceracaerulea var. emphyllocaljz.; 

[8. c] 1390 ムleptolepis-AsterGlehni var. hondoensis 

[8. d] 1390 L. leptolePis-Malus Sieboldii 

[8. e] 13伺 L. leptolePis-Spiraea salicifolia 

[8. f] 13叩 L. leptolepゐ・Rhododendronja.抑制仰向

[8. g] 13田 JLa.抑feputcoulempis-MafusSieboldie-.Rhodbdmdfon 

[8. h] 13'同 Sphagnum-Vaccinium uliginosum-Larix lepω'lepis， 

[8. i] 1390 Molinioρ'sis japo明ica-La門ixlep.ωlepis 

[8. j] 13'卯 Larix leptolepis-Malus Sieboldii 

[8. k] 1405 L. leptolepis-Sasa nikkoensis 

[8. 1] 1440 

[8. m] 16剖

[8. n] 2320 Ldi.んlzespzdtuofnetIbis-Rhododendron Faunae-luaunthonum 

Ozegahara [9. a] 1420 L. leptolepis-Sasaρaniculata var. oseana 

The following table shows the nunibers of the tables and the figures of the belt-

transects in the present study. 財. 

Sociation Table Figure Photo 

[1. a] Larix leptolepis-Moss 3， 4， 5 13 4 

[1. b] LV.iftfiesp-ItdohJeepa z.5・RhodendronFi:zU7匂e-Vaccinium 6， 7， 8 14 2 

[1. c] L. leptolePiふVacciniumVitis-[tおea 9， 10， 11 15 

[1. d] 12， 13， 14 16 l 

[1. e] cLa.lJaemptdogZPrPoMst-Rishioddbng&sdnodrfm側 IFauげae- 15， 16， 17 17 

[1. f] L. leptolepis-Caよam叫grostishakonensis 18， 19， 20 18 3 
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Sociation 

L.leμolepis・non四'getation

L. leptolepis-Rhodogersia podophylla 

L. leptolepi・s-Tsugadiversifolia 

L. leptolepi・5・Betulaplaかρhylla
var. japo叩ca-丹rolaincarnata 

L. leptolepis-Sasa ni・是koensis

L. leptolepis-Sasa paniculata 

L. leptolepis-Rhododendron jap仰 icum

L. leptol，φis-Sasa paniculate 
L. lφ.tolepis-Sasa paniculata var. ontakensis 

L. leptolepis・Pachysandraterminalis 

L. l，φ.tole，μfs.・Sasapaniculata 

L. leptole，戸!s-Alnusfirma-Calamagrostis 
hakonensis 

L. leptolepi・'s-Miscanthussinensis 

L.l，φ.tolepis・Rhododendronjaponi叩m

L. leptolepis-Calamagrostis hakonensis 

L. leptolepis-Hydraπgea panzωlata-
Maianthemum dilatatum 

L. leptolepis-Empetrum nigrum var. japonicum 

L. leptolepis-Sasa paniculata var. ontakensis 

L. leρ.tolepis-Lastrea nipponica 

L. leptolePis-L側 iceraca官官lea
var. emphyllocalyx 

L. leptolepis-Aster Glehni・var.hondoensis 

L. leptolepis-Malus Sieboldii 

L. leptolepis-Spiraea salicifolia 

L. leptolepis-Rhododendro叩 )ctomcU1揖

L. lep.ωんが5・MalusSieboldii-Rhododendron 
japonicum 

Sphagnum-Vaccinium ul忽inosum-Larix
leptolepis 

Moliniopsis japoni・'ca-La門'xleptolePis 

Lari・xleptolepi・s-MalusSieboldii 

L. leptolepis-Sasa nikkoensis 

[8. g} 

斗i...h]

[8. i] 

[8. j] 

[8. k] 

[8. 1] 

[8. m] 

[6. f] 

[7. a] 

[7. b] 

[8. a} 

[8. b] 

[8. c] 

[8. d] 

[8. e] 

[8. f] 

[6. b] 

[6. c] 

[6. d] 

[2. a] 

[2. b] 

[2. c] 

[2. d] 

[6. a] 

[3. a] 

[3. b] 

[3. c] 

[3. d] 

[4. a] 

[4. b] 

[5. a] 

[5.b] 

'" 

唱

16 

22 

18 62 128， 129， 130 L. leptolepis-Rhodod，胡 dronFauriae-
Maianthemum dilatatum 

L. l，φ.tolepis-Sasa paniculata var. oseana 

[8. n] 

64 

As the results of the phytosociological analysis， the communities of Larix lepto-
均佐倉時c1assifiedas follows: 

131， 132， 133 [9. a} 
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Sociation 

Larix leptol，φis-Sasa nikkoensis 
L. leptole.ρis-S. paniculata 
L. leρ，tol，φis-S. paniculata var. ontakensis 
L. leρtolepis-S. pa舟iculatavar. oseana 
L. leptolepis-Lastrea nijョIJonica
L. lepto1e.ρis-Lonicera caerulea var. 
emJうhyllocalyx

L. leptolepis-Malus Sieboldii 

L. leptolepis-Malus Sieboldii-Rhododendron 
Japo叩 cum

L. leptolepis-Spiraea salicifolia 

L. leρ.tolejうis-Rhododendronjaponicum 

L ゆ 01，ゆeφψ伊ρ戸z

L. lep.りtωo/'んeρz“s-R.Fauriae-Vaccinium Vitis-Idaea 
L. leptolejりis-R.Fauriae-Calamagrostis 
Langsdorffii 

L. leptolepis-Calamagrostis hakone1lsis 

L. leρtolepis-Alnus firma var. hirtella-
Calamagrostis hakone1lsis 

L. leρtolepis-Miscanthus sinensis 

L. leptolepis-Vaccinium Vitis-[daea 

L. leptole.戸s-Enψ'etrumnigrum var. 
Japoゅucum
L. lepiolepis-Moss 

L. leρ.tolePis-Tsuga diversifolia 

L. leptolepis-Rhodogersiaρodophylla 
L. lたejρ~t.ω01.ん'epi，βs

Lム.lejρ~tolんejρ~i，β's-ßetula jρ匝latyjρうhyl，μlavar. 
japonica-乃1T0laincarnata 
L. leptolepis-Pachysandra terminalis 

L._leptolepis-Hydrangea taniculata・
品lai{l1Ithemumdilatatum 

L. leρ.tolePis・nonplant covering 

Association 

Larix leptolepis-品sa

L. leptolepis-Malus 
Sieboldii 

L. leptolePis-Rhododendron 
;aponicum 

L. leptolepis-Calamagrostis 
hakonensis 

L. leptol，φis司Vaccinium
Vitis-Idaea 

L. leptolepis・島10ss

Not四 onclimate 

i. Situation 

Locality Longitude Latitude Elevation Period 
(E) (N) (m) 

恥1t.Fuji 138.44 35.21 3772.0 1940 1後刻

Funatsu 138.46 35.30 859.6 

Suwa 138.07 36.03 760.0 1950 1鋭治

Karuizawa 138.36 36.20 934.0 1940 1鋭治

Chugushi 139.30 36.44 1334.9 1950 1償却3

Forest type 

Sasa 

Fern 

Lonicera 

Malus Sieboldi~ 

Azalea 

Rhoゐ'dendron

Grass 

Heath 

Moss 
Sapling of 
Conifers 

Herb 

Absence of 
field layer 

Pref. 

Shizuoka 

Yamanasti 

Nagano 

Tochigi 
F 

Funatsu at the foot of Mt. Fuji; Suwa at the foot of Mts. Yatsugatake; Karuizawa at the 

foot of Mt. Asama; Chugushi， Lahe Ckuzenji， Nikko. 

~ 

v 

~ 
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ii. Snow and Frost 

Snow Frost 
Locality 

First day Last day First day Last day 

Mt. Fuji 6. Sept. 9. Jul. 

Funatsu 28. Nov. 11. Apr. 19. Oct. 5. May 

Suwa 28. Nov. 4. Apr. 17. Oct. 6. May 

:;. 
K町 uizawa 16. Nov. 18. Apr. 13. Oct. 15. May 

Chugushi 2. Nov. 29. Apr. 1. Oct. 15. May 

iii. Temperate (C) 

Locality 工 E E lV V VI vn 珊

Av. 18.8 18.4 144.4 9.3 4.2 0.4 4.9 5.9 

一階的Mt.Fuji Max. 19.9 15.3 11.4 6.4 1.7 2.7 7.6 8.9 

Min. 22.1 21.6 17.8 12.5 7.1 2.1 2.5 3.5 

Av. 1.3 0.9 2.8 8.2 12.8 16.6 20.8 21.3 

Funatsu Max. 5.0 5.1 8.8 14.6 18.7 21.6 25.9 26.7 

Min. 7.1 6.6 2.3 2.4 7.4 12.4 16.9 17.4 

Av. 2.1 1.1 31 9.0 13.8 18.0 22.0 22.8 

E 叫 Suwa Max. 2.8 4.2 8.7 14.9 19.6 22.8 26.8 28.2 

Min. 6.8 6.0 1.7 3.8 8.7 14.1 18.5 18.0 

Av. 3.8 3.5 0.5 6.1 11.1 15.4 19.7 20.5 

Karuizawa Max. 2.8 4.2 8.7 14.9 196 22.8 26.8 2泡.2

Min. 8.9 8.7 4.8 0.3 5.6 11.4 16.0 16.9 

Av. 3.8 3.6 0.5 4.7 9.3 13.0 17.2 18.2 

Chugushi Max. 0.2 0.8 4.0 9.7 14.3 16'8 20.9 22.0 

Min. 7.7 7.3 4.2 0.5 4.7 9.5 14.1 15.3 

・圃副つ胆酬、・・・

Loαlity 区 X XI XII Annual. mean 

Av. 2.7 3.1 9.3 15.5 6.9 

Mt. Fuji Max. 5.3 0.6 8.3 12.8 3.9 .. 
Min. 0.2 5.8 11.9 18.4 9.4 

Av. 17.8 11.6 6.5 1.4 9.8 

Funatsu M位. 22.8 16.9 12.6 7.7 15.5 

Min. 14.8 7.4 1.3 4.2 4.9 

Av. 18.5 12.3 6.4 10.4 10.4 

Suwa Max. 23.2 17.6 12.0 15.6 15.6 

Min. 15.1 8.1 1.8 6.0 6.0 

Av. 16.3 9.8 4.1 0.8 7.9 

Karuizawa Max. 21.2 15.2 10.2 4.6 13.5 

Min. 12.7 5.6 0.8 5.5 3.3 
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Plate 1 

Photo 1. カラマツ コケモモ基群叢[1.d) (富士山)

La円.xleρtoleρis-Vacciniullt Vitis-Jdaea 50C. [1. d) Mt. Fuji 

Photo 2. カラマツーハクサンシャクナゲ コケモモ基群鍛 [1.b) (富士山)

/.-arix leptolePis-Rhododendron Fauriae-VacciniulI1 Vitis-ldaea 50C. [1. b) Mt. Fuji 



Photo 3. カラマツー ヒメノガリヤス基苦手叢 [1.f] m士山)
Lar叫ん'tlofe，ρis-CaLamaglωtishakollellsis 50C. [1. f] Mt. Fuji 

Photo 4. カラマツ 蘇類基群議 [1.a] (官士山)

Larix fettolφis-M055 50C. [1. a] Mt. Fuji 

Plate II. 



Plate III. 

Photo 5. カラマツー無槌被 [2.a] (金:峯山111)

La円X leptolepis forest [2. a] R. Kinpusan 

Photo 6. カラマツ コメツガ基群設 [2.c] (金峯山111)

Lal'l'x lettoletis-TSltga diver.S/j'olia soc. [2. c] R. Kinpusan 



Plate IV 

Photo 7. カラマッ ク7 イザサ基群殻 [3.b] (八ガ岳)

んlrixleptoleþis~Sasa paniC/llata soc. [3. bJ Mt. Yat5ugatake 

Photo 8. カ ラマア レンゲツツジ;l;I;群議 [3.cJ (八ガ岳)

Lari.T leptolψis~Rhoιlodelld， ο11 jatolliclllll 50C. [3. cJ Mt. Yatsugatake 



Plate V 

Photo 9. カラマン レンゲツ Yジ基群設 [6.c] (浅刷山)

Lari:c leρlo/eρis-Rhododendroll j，αρonirulJl soc. l6. c] Mt. Asarna 

Photo 10. カラマツー ヒメノガリヤス基群議 i日d](浅間1111
L即日 lettolどtis-Ca/amugrostisIw/.:οnensi... soc. [fi. d] Mt. Asama 



Plate VI 

Photo 11. カラマツー マイプJレソウ基l昨滋 [6.e] (浅間山)

Lari.c letlolψi . .;-1¥1aianthem{{Jn dilalallllll soc. [11. e] Ml. Asama 

Photo 12. カラマ Y ガ〆コウラン基i昨li[(;. f] (浅間111)

I~:lrix !etlole戸、 F:.lllpelrll川 wgrll川 、ar.jatonicf(lII soc. [11. f] Mt. Asama 



Plate VII 

Photo 13. カラマツー メタマイザサ基群波 [7.a] (万盛)

Lari.r /etlo/どρ;:;-5((:叫 ρω1Iculalavar. onlakどIlsisSQC. [7. a] :YIanza 

Photo 14. カラマツー メクマイザサ基併;11[7. b] (万盛)

Larix /cpto/etis-Sa.';(l 仰 nil'ldalayar 仰 lakellsi...soc. [7. b] '¥'Ianza 
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Photo 16. カラマツー ニァコウザサ基l詳波 [8.k] (日光)

LarI.l; !ψtoletis-Sa川 lIiHοells/ssoc. [8. k] Nikko 
Photo 15. カラマツー クロミノウグイスカグラ基昨i'&[8. b] (日光)

1..a，.;ιICjうtοletis-Lο1111'('，-(/ωeru!eavar. elllρhyllocal)ぱ soc.[8. b] Nikkυ 



Photo 17. カラマツー ニァコ ウンタ'基群議 [8.a] (目先)

Lari.l' !tψIO!(ψiS-!..tlS!'-t叫川ρ'tol/icasoc. [8. a] Nikko 

Photo 18. カラマ Y ハクサンゾヤクナゲ基群;1:1 [8. n] (日光 ・内似山

Lari.r /etlolψis-I<hoc/uc/.山 droll九wrio('soc. 18. 11] Mt. Nikko-Shirane 

Plate lX 



Plate X. 

Photo 19. カラマツー ホザキシモツ ケ基辞波 [8.e] (日光)

Lari.r /etto/ψis-Stira削川liojoliasoc. [8. e] Nikko 

Photo 20. カラマツー ズミ主主群J控 [8.d] (日光)

Lari.r !(ψ/οItφiS-J¥!.α/us Sieho/dii soc. [8. d] Nikko 



Plate XI 

Photo 21. カラ マγー ゴマ ナ基群滋 [8.cJ (日光)

L回叫ん，ptolψis-AsterCle/l1li var. hOlldoellsis soc. [8. cJ Nikko 

Photo 22. カラマツ ニッ コウザサ基群叢 [8.mJ (日光)

Lari.r lettole戸is-Sasanikkoellsis soc. [8. mJ Nik¥叩



Plate XII 

Photo 23. ミズゴケー クロマメノキー カラマツ基群設 [8.h] (日光i
Sphagnum-Vacc;nium ulignosum-Larix le，ρtoleρis soc. [8. h] Nikko 

Photo 24. ヌマガヤ カラマツ基群叢 [8.i] (日光)

N/olilliotsis jaρollica-Larix letlole，ρis soc. [8. i] Nikko 
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Photo 26. 渓畔のカラマ ;1 (日光)

μυi.r /ettolψυon a brook.5ide Nikko 
Photo 25. カラマツー レンゲツツジ基群滋 [8.fJ (日光)
IAri.r le戸toletis-Rhododcndrolljaj>onicllIIι50C. [8. f] Nikko 
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、・Photo 28. 欧州カラマ 7とモンタナマツ (チロール)

La円 'xdecidua and Pinus mOlltana (Schlitz. Austria) 

Photo 27. マ Yハダカラマツのタイプ(日光)

Larix lej>tolψis f. cortuosa TATEW. et Ko. ITO (Typus) Nikko 


